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　幕前









　山をおりると、そこには
荒
 こう

 
野
 や

 が広がっていた。



　荒野には
乾
 かわ

 いた風が
吹
 ふ

 いており、春めいた気配は
何
 ど

 
処
 こ

 にもなかった。植物たちは千年来の空っ風に吹かれて背を
伸
 の

 ばすことをすっかり忘れ。虫たちは、固く、重くなったものと、小さく、多くなったものに分かれて厳しい
環
 かん

 
境
 きよう

 に
耐
 た

 えている。
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 、皮トカゲだけが
眠
 ねむ

 たげにひなたぼっこをして、日々を幸せに過ごしている。



　あとは砂と、岩ばかりであった。



　そこに、車が落ちていた。



　くるまは
鮮
 あざ

 やかなそら色をした、
蜻蛉
 とんぼ

 みたいな顔のワゴン車だった。くるまはたったひとり残されて、泣くのを
我
 が

 
慢
 まん

 しているような垂れ目のライトをふたつ、西へと向けている。



　その、視線の先に二人の人間がいた。



「くるま」



　小さく、幼いアイが指さしていう。



「そうだな」



　大きく、古いユリーが
肯
 うなず

 く。



　アイは伸ばした指でフロントガラスをきゅっと
擦
 こす

 り、感心したように
吐
 と

 
息
 いき

 をつき、



「お山にはよく、
綺
 き

 
麗
 れい

 な石とか
果
 くだ

 
物
 もの

 とかが落ちていましたけれど。荒野にはくるまが落ちているものなのですね」



「いや、そんなこともないんだが……」



　ユリーがボンネットを開き、中を点検しながらいう。大人の仕事を
邪
 じや

 
魔
 ま

 する子供のように、アイも
脇
 わき

 からのぞき
込
 こ

 む。鉄と油と酸の
匂
 にお

 い。もちろんなにも分からなかった。



「動きますか？」



「ずいぶん
弄
 いじ

 ってあるが、綺麗なもんだよ。──キーも付いているようだ」



　ふむ、とアイは鼻息を
漏
 も

 らし。ライトの前にしゃがみこむ。



「あなたは捨てられたのですか？」



　くるまは
不
 ふ

 
機
 き

 
嫌
 げん

 そうに
沈
 ちん

 
黙
 もく

 して答えない。



「──このくるまの持ち主は、どこに行ったのでしょう？」



　くるまが答えてくれないので、アイはしかたなく立ち上がって問う。すると女の声がそれに
応
 こた

 えた。



「おそらくこちらの二名ではないでしょうか」



　くるまの裏にまわりこむ。するとそこに
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がいて、ショベルで地面を指さしていた。そこにはつい最近、ほんの数時間前に
掘
 ほ

 られたような
湿
 しめ

 った地面があり、墓標のような石
饅
 まん

 
頭
 じゆう

 が置かれていた。



　二人は顔を見合わせ、静かに
黙
 もく

 
禱
 とう

 する。



　…………。



「
謎
 なぞ

 ですね」



「ああ」



　アイはピンとひとさし指を立てて、



「だれが二人を
埋
 う

 めたのでしょう？」



「それは当然、墓守でしょうね」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がいう。



　二本目の指が立ち上げる。



「でも、どうしてこんな場所で？　どうして車をそのままにしたのでしょう？」



「さて、人の思考は、私のあずかり知るところではありません」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の墓守らしい
逃
 に

 げ
口
 こう

 
上
 じよう

 に、アイは
溜
 ため

 
息
 いき

 をひとつ
吐
 つ

 いて
傍
 かたわ

 らの大男を見上げる。



「なにか、目的があったんだろうな」



　言いながら、ユリーはなんの
躊躇
 ためら

 いもなく運転席にはいった。それをみてアイもおっかなびっくり助手席にはいる。



　車に乗るのは初めてだった。



「彼らもなにか、目的があってこんなところにまで至り、それでも
叶
 かな

 わず、眠りについたのだろう」



　きゅるきゅるきゅるとセルが回る。



「車を、そのままにしたのは──」



　ずずん、と大地が鳴動するようにしてエンジンが
掛
 か

 かった。アイがその
振
 しん

 
動
 どう

 にすこしビビってシートを
摑
 つか

 む。



「もう自分たちには必要ないからだろう」



　ぼっぼっぼっぼっぼっ、と規則正しく車内が
揺
 ゆ

 れ出す。



　ユリーは物思いに
耽
 ふけ

 るように、ハンドルを
抱
 かか

 えて
黙
 だま

 りこんだ。



「……もしかして、
盗
 ぬす

 む気ですか？」



　アイは不満そうに
眉
 まゆ

 
根
 ね

 を寄せる。



「あなたはもうちょっと、常識がある人かと思ったのに……」



「
普
 ふ

 
段
 だん

 の
俺
 おれ

 ならこんな事はしないが。今回は思うところがあってな──もともと、ここには俺の車があるはずだったんだよ」



　ぼっぼっぼっぼっぼっ。



「
随
 ずい

 
分
 ぶん

 長く乗って、手を入れたやつだったが。ここから山に入る前に、
鍵
 かぎ

 を差しっぱなしにして置いてきた。なぜだかわかるか？」



　アイは分かったけれど、分かったとは言いたくなくて、黙りこんだ。



「これから死ぬ。そう思ったら。急に死んだ後のことを考えたんだ。変な思考だったよ。俺に残されたのはもう、あの車くらいだったけど、それでも道連れにすることはできなかったんだ、せめて
誰
 だれ

 かが使ってくれればと、思ってな」



　それで置き去りにしたんだ。と
蒼
 あお

 い目の大男は言った。



「タイヤの圧を確認してきました。いつでも発進できます」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が後部座席に乗りこんできた。後部座席には毛布や
薬
 や

 
缶
 かん

 や
水
 すい

 
筒
 とう

 や、なんだか分からないものが、なんだか分からないなりに
詰
 つ

 め込まれて整然としている。



「……あの二人はなにを、願ったのでしょうね」



　後ろを
振
 ふ

 り向く。角度が悪くて墓は見えない。



「さてな、……もしかすると、世界を救いたかったのかもしれない」



　大人が皮肉をいう。



「そうかも知れませんね──だったら私は」



　子供が
大
 おお

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に肯く。



「その後に、続きます」



　ショベルをぎゅっと
抱
 だ

 きしめ、アイは言った。



「そうか」



「はい。ですので、まあ、私たちはこの車の正当な
後
 こう

 
継
 けい

 
者
 しや

 といえるでしょう」



「君は案外、
融
 ゆう

 
通
 ずう

 がきくな」



　ユリーは調子をとるようにゆっくりとアクセルペダルを
踏
 ふ

 み、ギアを
嚙
 か

 ませて車を出した。タイヤがじゃりじゃりと小石を
跳
 は

 ね。うっすらと残った
荒
 あ

 れた道に車体を乗せる。



　西へ。



　アイは、助手席の窓から北を見た。



　北には山があり、その山にはかつて村があった。村には家があり、両親があり、好きな人達がいた。北はいままでの自分の
全
 すべ

 てがある方角だった。



　その、もっとも新しい場所に、二つの墓が並んでいた。



「いってきます」



　アイはそちらの方角へ、深く頭を下げた。



「いきましょう」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでそう言った。



　ユリーは何も言わずにアクセルを踏んだ。



　人間の、男と、子供と、墓守の女。



　三人の旅が始まった。





「ところで、こちらの少年はいかがなさいますか？」



『は？』



　急ブレーキ。







　四人だった。
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　車は三つのシートに区切られたおもちゃ箱のようだった。車内はなかなかにひろく、右の助手席に
座
 すわ

 るアイには快適だった。立ち上がってもまだ
余
 よ

 
裕
 ゆう

 があり。運転席と助手席の間には
隙
 すき

 
間
 ま

 があって、歩いて後ろへいけるようになっている。



　その隙間から、ユリーとアイは顔を
突
 つ

 き出し、後部座席をじーっと見ている。



　そこから見える光景は
煩
 はん

 
雑
 ざつ

 としていた。



　周囲から目をやっていく。まず、
天
 てん

 
井
 じよう

 には平べったい電灯と
蛍
 けい

 
光
 こう

 
塗
 と

 
料
 りよう

 が
塗
 ぬ

 られた☆のシールが
貼
 は

 られている。シートは明るい茶色をしていて、使い込まれた革の
光
 こう

 
沢
 たく

 を持っている。内装はところどころがわるいようで、なにかをぶつけた後やなにかをこぼした跡がいたるところにあった。



　荷物も理解しがたいものが多い。あれは多分テントだろう。それはたぶん
寝
 ね

 
袋
 ぶくろ

 だろう。
鍋
 なべ

 、水筒、フライパン、
釣
 つ

 り
竿
 ざお

 、
長
 なが

 
靴
 ぐつ

 、ぬいぐるみ、荷物は整理というものを
拒
 こば

 んでいるかのように意味不明に整列し、どんな
整
 せい

 
頓
 とん

 法で置かれているかさっぱりわからない。ただ、見ているとなんとなくたのしい景色ではある。



　それらの物品に囲まれて、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がにこにこと笑っている。中席のシートにたおやかに座り、
慈
 いつく

 しみを持ってそれを見下ろしている。



　少年。などと
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が言わなければ、ユリーもアイも絶対にそれが人だとは気付かなかっただろう。



　それとは、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の
隣
 となり

 にぐにゃりと横たわるゴミ袋だった。ゴミ袋は
幌
 ほろ

 布を
裂
 さ

 いて作られたもので、もうすっかり
脂
 あぶら

 っ
気
 け

 が
抜
 ぬ

 け落ちて石ころみたいな灰色をしていた。もし、ひとが入っているとしたらずいぶんと
窮
 きゆう

 
屈
 くつ

 な思いをしているはずだ。



　アイが動いた。



　助手席からショベルだけを突きだしてそろ～っとゴミ袋を突く。その顔はもの
凄
 すご

 く
真
 しん

 
剣
 けん

 だったが、手つきは完全に
悪戯
 いたずら

 
小
 こ

 
僧
 ぞう

 の手つきだった。



　ゴミ袋は「う～ん………………」と
唸
 うな

 って寝返りをうった。



　二人は顔を見合わせる。



「ユ、ユリーさん。人が乗ってますよ！　ど、どうしましょう。このくるまの持ち主さんでしょうか!?
 」



「まったく間の抜けた話だ……アイ、いつでも車を降りられるよう、構えていてくれ」



　そう言ってユリーはふところから回転式
拳
 けん

 
銃
 じゆう

 を抜く。



「なんで
鉄
 てつ

 
砲
 ぽう

 を取り出すんですか!?
 」



「お
互
 たが

 い
初
 しよ

 
対
 たい

 
面
 めん

 だ。どんな
奴
 やつ

 かも分からんだろう」



　なるほど、とアイはあっさり
納
 なつ

 
得
 とく

 した。



「そうですねぇ……確かに言われてみれば人との初対面って危険ですよね」



「分かってくれたか」



「ええ、最近はわたしも初対面の出会い、というものが増えましたが。もれなく拳銃を向けられたり。人質にされたりしてますからね」



「……いや、それはそれで俺の言う『当然』とは
違
 ちが

 うのだが……」



　起きた。



　ゴミ袋がゆらりと上体を起こし。ぺらりと
剝
 は

 がれ落ちてなかのものを
晒
 さら

 した。
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綺
 き

 
麗
 れい

 な少年だなと、アイは思った。



　そして
今
 いま

 
更
 さら

 ながら、これが外の世界で出会う初めての人なのだと気付いた。ちょっとそんな急にはこまる。



　ユリーは元より、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 もそれなりに真剣な表情をしている。



　しかし少年はそんな周囲の
緊
 きん

 
張
 ちよう

 を意に
介
 かい

 さず、『寝起き』を体現するようにぼけーっとしていた。黒い
瞳
 ひとみ

 はどこか遠くを見てさだまらず、うすい青の
髪
 かみ

 はよく
泡
 あわ

 
立
 だ

 てたクリームのように角が立っている。下半身はいまだ袋の中にあり服は緑のセーターしか見えない。



　少年は頭をふらふらさせながら、目の前に並ぶ拳銃、
笑
 え

 
顔
 がお

 、ショベル、を
順
 じゆん

 
繰
 ぐ

 りに
眺
 なが

 めた。



『…………』



　
誰
 だれ

 も、何も言わない。



　アイは『どうしよう？』と仲間を見るが、彼らもまた次の動作を決めかねているようだ。



「……おはよぅ」



　
突
 とつ

 
然
 ぜん

 、少年が首をかくんと折って
挨
 あい

 
拶
 さつ

 した。アイは思わず面食らったが、たしかにそうするのが正しいように思えて挨拶を返した。



『おはよう（ございます）』



　他の二人もそう思ったのか、全員が違うイントネーションで朝の挨拶をした。



　少年は続けて、



「……ではそんなわけで……」



　いも虫の動きでもぞもぞと横になり、袋を頭の上まで持ってきて、



「……………………おやすみ……」



　寝た。



「その二度寝、待った～～～～!!
 」



　アイが
叫
 さけ

 び、
猫
 ねこ

 のような動作で助手席を飛び出した。



「どうしてそんなことができるんですか！　どうしてそこで二度寝れちゃうんですか!?
 」



　
遠
 えん

 
慮
 りよ

 とか
深
 しん

 
慮
 りよ

 とかいうものは
一
 いつ

 
切
 さい

 無く、少年ゴミ袋がガクガクと
揺
 ゆ

 すられる。



「いや……でも……ぼく、いま、すんごい、
眠
 ねむ

 くて……」



「それでも起きててください！　ほら！　こんな
汚
 きたな

 い袋からはすぐに出て！」



　アイは
布
 ふ

 
団
 とん

 から出たがらない子供を追い出すようにゴミ袋を引っぺがした。少年はまったく
抵
 てい

 
抗
 こう

 せずにずぼっと転がり落ちてめくれ上がったお
腹
 なか

 を晒した。



　そして最後に、背中に
隠
 かく

 された両手が転がりだして、



　
手
 て

 
錠
 じよう

 。



　少年の、若木のような両手を、鋼鉄の
枷
 かせ

 が
嚙
 か

 んでいた。



「ねむい……」



　そして少年は、そんな
状
 じよう

 
況
 きよう

 にもかかわらず、自分を見失ったようにふらついている。



『……』



　車中にまた、
沈
 ちん

 
黙
 もく

 が帰ってきた。ゴミ袋を
掲
 かか

 げたままのアイはすぐにハッとして、



「な、なんですかあなた！　どうしたんですか!?
 」



「そんなの、どうでもいいから……眠い……」



「いやいやいや！　どうでも良くないですよ！」



「まて、アイ。どうも様子がおかしい」



　ユリーが大きな体を
屈
 かが

 めて後部前席にやって来た。三人いてもまだ余裕のあった空間が一気に
狭
 せま

 くなる。



「どうやら……なにか、薬を
嗅
 か

 がされているようだな」



　ユリーは
赤
 あか

 ん
坊
 ぼう

 を
扱
 あつか

 うように、少年の首と頭を保持してやさしく寝かせた。瞳を
覗
 のぞ

 き、
両
 りよう

 
腕
 うで

 を調べ、
口
 こう

 
腔
 こう

 の
匂
 にお

 いを嗅ぐ。



「ハルモドキの芽を嗅がされているな……」



「？　あのおいしい奴ですか？　赤い
実
 み

 の……」



「
実
 み

 はな、だが新芽を干したものは
譫
 せん

 
妄
 もう

 剤になるんだ」



　そう言いながらユリーは少年の頭を
抱
 かか

 えてみずをいっぱい飲ませてやった。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がいつの間にか席を移って助手のように
振
 ふ

 る
舞
 ま

 っている。



「くそったれが……」



　背筋がぞっとするような
怒
 ど

 
気
 き

 が
漏
 も

 れた。



「こんなガキになんてものを使いやがる。下手すりゃ
後
 こう

 
遺
 い

 
症
 しよう

 がのこるぞ……」



　少年をこんな目にあわせた何者かに対して、ユリーは
激
 げき

 
怒
 ど

 していた。アイはすぐに、その正義に伝染して鼻息を
荒
 あら

 くする。



「なんだか悪事の匂いがしますね！」



　そうだなと、ユリーはおざなりに言って少年の手当てを続ける。シャツのボタンを外し、ベルトをゆるめ、
吐
 と

 
瀉
 しや

 物を
警
 けい

 
戒
 かい

 して横向きに眠らせる。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がそれを手伝った。



　アイも、なにか手伝いたい。



「……何か、私に出来る事はありますか？」



「いや、ない」



　ユリーの答えはにべもない。



「そうですか……ないですか……」



　とアイは
凹
 へこ

 んで、仲間はずれの気分で
隅
 すみ

 っこへ行った。



「ああ、──いやまてよ」



「はい！　なんでもやりますよ！」



「いや、そうじゃなくてな」



　ユリーが『いい事を思いついた』というふうに手を打った。



「丁度いいから
俺
 おれ

 たちも情報を引きずり出しておこう。──おい君！　どこの人間だ？　名前は？　なぜこんなところにいる？　誰にやられた!?
 」



「わるい人だ──────!!
 」



　アイは
荒
 こう

 
野
 や

 に叫んだ。



「わるい人です！　ナチュラルにわるい人がここにいます!!
 」



　皮トカゲが「あらそうなの？」というぐあいにキュキと返事をした。



「こら！　人聞きの悪い事を言うんじゃない！」



「実際に悪いんですよ！」



　アイはユリーを追いやって少年を守る。



「……ん……
僕
 ぼく

 はオルタスの
民
 たみ

 で、名前は……」



　少年が
譫
 うわ

 
言
 ごと

 を言うように質問に答えようとする。



「
喋
 しやべ

 らなくていいですよ」



　と、言っても少年は聞かずに。口を開く。



「僕の名は……キリコ……
悪疫
 ポツクス

 ……
強攻
 レツクス

 ……
紅雪
 デイーヴア

 ……
故国
 オリアス

 ……
節倹
 ヴエルエラ

 ……ウル……ヘリオス……メルザ……ゴーグ……ディグ……」



　少年の名乗りはまだ続く。



「……アミタ……バーズ……ゲイオウッフ……エルセスポフ……セッツァフーワ……」



　それは、とても、一人の名前とは思えない、
呪
 まじな

 いのような
羅
 ら

 
列
 れつ

 だった。



　アイは目を白黒させてその言葉を聞いていた。全然意味が分からない。



「……
故国
 オリアス

 だと？」



　しかしユリーはなにか、心当たりがあるようだった。



「ユリーさん。なにか知っているんですか？」



「……いや、知らん」



　まずいことをいった、と表情で語りながら、ユリーはあからさまに
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 した。



　アイは追及しようとするが、そのとき少年が
呻
 うめ

 き
声
 ごえ

 を上げる。



「……ぼくは……やつらに……さらわれて……」



「あなたは無理して喋らなくていいですよ。なに言ってるか全然わかんないですしね」



「くす……きみは相変わらず……その、アレだなぁ……」



「相変わらずのアレ扱いされました！」



「誰かと混同しているのかもしれん。ゆるしてやれ」



「くす……くすくすくす……」



　突然。少年が『
嬉
 うれ

 しくて仕方がない』というふうに笑い出した。それは
素
 す

 
直
 なお

 で、
幼
 おさな

 
児
 ご

 のような
微
 ほほ

 
笑
 え

 みだった。



「
姫
 ひめ

 さま……なんだか今日は、お元気ですね」



　姫さま？



「え、私ですか？　いや、お姫様だなんてそんな、照れます」



「絶対に君じゃないから安心しなさい」



「あと……すこし……縮まれましたか？」



「む、失礼な」



「ははは、……これは失礼しました」



　本来ならば、十四、五ほどの
歳
 とし

 であろう少年は、まるで自分より年下になってしまったかのように
無
 む

 
邪
 じや

 
気
 き

 に笑っていた。



「幼児退行にしては
奇
 き

 
妙
 みよう

 だな」



「ええ、幼い感じなのにしゃべり方だけ
馬
 ば

 
鹿
 か

 
丁
 てい

 
寧
 ねい

 で
違
 い

 
和
 わ

 感があります」



「………………君が言うのか？」



「？　なにか問題でも」



　ユリーは
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に沈黙した。



「ははは、姫」



　少年は相変わらずちぐはぐな態度でアイを呼ぶ。アイは仕方なく、



「はいはい、姫ですよ。どうしましたか」



「いえ、べつに」



「なんですかそれは」



「呼びたくなったもので」



「もう──姫、
怒
 おこ

 りますよ」



「おっと、それはこわい……」



　こわいこわい、とちっとも
恐
 こわ

 くなさそうに少年は笑い。



「しかしそれはこまります……姫が怒ると。みんなが困る。みんな困って、悲しい気持ちになってしまう。もちろん僕も、そうなります……それはほんとうに、こまります」



　少年はふわふわとした笑みを
浮
 う

 かべて『だから』と続ける。



「だから、おこらないでください、姫」



「………………もう、怒ってないですよ」



　アイは、
溜
 ため

 
息
 いき

 と共に言葉を
吐
 は

 いた。



　少年はそれを聞いて、子供の顔で笑った。



「ありがとう、姫。…………………………………………………………………………姫？」



　笑顔が
曇
 くも

 った。



　
無
 む

 
垢
 く

 のキャンパスに
朱
 しゆ

 が入るように、無我の表情に知性の色が入った。



「……………………誰だ、君たちは」



　くろい
瞳
 ひとみ

 は
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 のうちに
実
 じつ

 
年
 ねん

 
齢
 れい

 にふさわしい
鋭
 するど

 さを取り
戻
 もど

 し、油断なく構えてじろじろと一行を
睨
 にら

 みつける。



　そこに、先程まであった満腹の
子
 こ

 
猫
 ねこ

 のような幸福感はなく、傷ついた
野
 の

 
良
 ら

 
猫
 ねこ

 のぎらぎらした不信感だけがあった。



「っぐ!!
 」



　体を起こそうとした少年が、手首の枷に嚙まれて
倒
 たお

 れた。



「あ、動いちゃダメ──」



「さわるな!!
 」



　両手を
封
 ふう

 じられ、薬の
香
 かおり

 に当てられながらも、少年は
反
 はん

 
抗
 こう

 
心
 しん

 を失わずに叫んだ。



「
誰
 だれ

 だお前達は！　連中はどこに行った！」



「連中ってだれですか？」



「？　……僕を助け出した
 、二人組の、この車の持ち主だ……」



「それは、たぶん、亡くなられたかと……」



「そんなことは分かっている
 ！　その後だ
 ！」



　アイは目を白黒させながら、それでも質問に答える。



「あそこに、……
埋
 まい

 
葬
 そう

 されたかと……」



　がちゃり、とドアを開いて、少し
離
 はな

 れた場所にある二つの墓を指さした。



「……
馬
 ば

 
鹿
 か

 が……墓守なんかに
埋
 う

 められて……」



　少年はそれを馬鹿にして、がくりと
頭
 こうべ

 を垂れた。



　アイは
傍
 かたわ

 らのユリーを見上げる。



「なんだか話が見えません」



「俺もだ」



「すみませんが。もうちょっと順序立てて教えてくれますか？」



「……………………なんなんだ……君たちは……」



「あ、申し
遅
 おく

 れました。私はアイ。──アイ・アスティンです」



　名乗ると、少年は一瞬だけきょとんと、
先
 さき

 
程
 ほど

 の幼い顔をして、



「キリコ・ズブレスカ」



　先程とは
違
 ちが

 う名を名乗った。



「百万都市、オルタスの民だ」





　　　　II






　神様は月曜に世界を作った。



　神様は火曜に
整
 せい

 
頓
 とん

 と
混
 こん

 
沌
 とん

 を
極
 きわ

 めた。



　神様は水曜に細々とした数値をいじくった。



　神様は木曜に時間が流れるのを許した。



　神様は金曜に世の
隅
 すみ

 
々
 ずみ

 まで見た。



　神様は土曜に休んだ。



　そして神様は日曜に、世界を捨てた。







　十五年前、神様は
突
 とつ

 
然
 ぜん

 人の前に現れて言った。



「あの世はもはや
満
 まん

 
杯
 ぱい

 だ。この世もすぐに行き
詰
 づ

 まる。ああ失敗した」



　その言葉だけを残して神様は消え、当時この世の春を
謳
 おう

 
歌
 か

 していた人間は
驚
 おどろ

 いて
震
 ふる

 えた。種族として一億年も生きていない彼らが神様に会ったのは初めてのことで、その初めての言葉が、別れの言葉となった。







　その日から人は死ななくなった。







　心臓が止まっても肉が
腐
 くさ

 っても。死者は
蠢
 うごめ

 くのを
止
 や

 めなかった。







　その日から人の子どもは生まれなくなった。







　工場の火が落ちたように、新しい人は作られなくなった。



　神様のいなくなった世界で人は
絶
 ぜつ

 
叫
 きよう

 した。億の絶叫は血を
吹
 ふ

 き出して
瀕
 ひん

 
死
 し

 になるまで止まらなかった。生きている人はあっという間に少なくなり。世に死者が
蔓延
 はびこ

 った。



　そして墓守が現れた。



　墓守は神様が人のために
遣
 つか

 わした最後の
奇
 き

 
跡
 せき

 だった。



　彼らはふらふらと動き回る死者を埋め、墓を作って生者の安息を守った。そうされてやっと、人は安らかな
眠
 ねむ

 りに落ちた。



　子は生まれず、死者は出歩き、墓守が走る。



　それが末世の姿だった。











　アイは墓守で、夢を見ている。



　世界を救う、夢を見ている。



　天国をつくった母と、
地
 じ

 
獄
 ごく

 を遠ざけた父。その二人の夢を受け
継
 つ

 いで、アイは世界を救いたいと願った。



　その方法は、まだ、ひとつも分からないけれど、でも
諦
 あきら

 めることだけはしたくなかった。



　旅はまだ、始まったばかりなのだから。
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　車を走らせる。ただ、それだけのことからアイは
沢
 たく

 
山
 さん

 の感動を受け取っていた。ガタガタと鳴る車体にびびり、徒歩とは比べものにならない速度ですっ飛んでいく景色におどろき、それでもまったく変わることなく前方に広がる
荒
 こう

 
野
 や

 がすこしこわかった。



　助手席の窓を全開にして、ばさばさと顔を打つ
髪
 かみ

 と、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の
控
 ひか

 えめな
抗
 こう

 
議
 ぎ

 をものともせずに荒野に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を
叫
 さけ

 ぶ。いつまでもかえってこない
山
 やま

 
彦
 びこ

 が不思議だった。



　くるまも、景色も、風も、すべてが初めてのもので、アイはそれらを存分に味わった。



　そうしてアイは、生まれて初めてくるまから顔を出し、ユリーに初めてのげんこつをもらった。『窓から顔を出すんじゃありません』



　
鈍
 にぶ

 く痛むたんこぶを
撫
 な

 でながら、それでもアイは荒野を
眺
 なが

 める。



　そとはひろく、無限に広がっているようにみえた。



「気が済んだら、そろそろ窓を閉めてくれ」



　
是
 ぜ

 
非
 ひ

 、お断りしたい。



「……彼に
障
 さわ

 る」



　アイは、ハッと気付いて
慌
 あわ

 てて窓を閉めにかかった。固着しかけたゴムに苦労しながら、なんとか閉じてパッキンをしめる。



　風がやむと、あれだけ
騒
 そう

 
々
 ぞう

 しかった車内がいやに静かに感じられた。アイの耳はひとあし先にくるまに慣れて、騒音を自動的にカットしている。



「……キリコさん。起きちゃいました？」



「いや、よく
寝
 ね

 ている」



　そろーっと
振
 ふ

 り返り中席をみる。キリコはシートを
占
 せん

 
領
 りよう

 してぐったりと眠っていた。



　あの、名乗りのあと、キリコはふらりと倒れるとそのまま意識を失ってしまった。急に
覚
 かく

 
醒
 せい

 して、興奮したのが良くなかったらしい。



　アイは、ほっと息をついて。眠る少年を見つめる。



　キリコは青白い顔で浅い呼吸を
繰
 く

 り返している。その表情は悪夢に
苛
 さいな

 まれるように暗く、
眉
 み

 
間
 けん

 には深いしわが寄っている。そこに、はじめて会った時の
浮
 うき

 
世
 よ

 
離
 ばな

 れした
柔
 やわ

 らかさは
欠片
 かけら

 もなかった。アイは、キリコを想像する。さっきのはどっちが本当なのだろう？　ふわふわとしたキリコさん。ハリネズミみたいなキリコさん。



「……
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん。キリコさんになにかあったら、教えてくださいね」



「わかりました」



　後席にいた
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が返事をする。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はキリコの看護が一段落すると、あとはそこに
潜
 もぐ

 り
込
 こ

 んで荷物の整理をしていた。いまもセラミックのブタ形貯金箱と
御
 ご

 対面して難しい顔をしていた。アイは絶対に
邪
 じや

 
魔
 ま

 しないでおこう、と心に
誓
 ちか

 う。



　無音。



　ユリーは車の一部と化したように
黙
 もく

 
々
 もく

 と運転している。



　アイは助手席に
行
 ぎよう

 
儀
 ぎ

 良く
座
 すわ

 ってそれを見ている。



　無音。



　ユリーが知覚の果てに穴ぼこを見つけて右に
避
 さ

 けようか左に避けようか迷っている。



　アイはきょろきょろと車の設備を見回している。フロントガラスに引っ付いている二本の棒がなんなのかよく分からない。



　無音。



　ユリーは結局穴ぼこを右でスルーした。



　アイはすることがなくなって仕方がないから前を見ている。



　無音。



　荒野は永遠に広がっているように見えた。



「え!?
 　まさかこれがずっと続くんですか!?
 」



「……急になんの話だ」



　え、だって……とアイは人差し指で荒野と自分を
交
 こう

 
互
 ご

 に指さす。



「わたし、すごく
暇
 ひま

 なんですけど」



　ユリーはすごく『知ったことか』と言いたい顔をした。



「……文句を言っても仕方ないだろ」



「だってだって！　なんか、始まりそうな
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 だったじゃないですか！　ノンストップ！　って感じだったじゃないですか!!
 」



　ユリーはブレーキを
踏
 ふ

 んだ。



　アイはフロントガラスにおでこを打った。



「いたいじゃないですか！」



「すまん。穴が
影
 かげ

 に
隠
 かく

 れていたので」



　減速が解かれて加速が始まる。景色がまた、流れ出す。



「旅なんて、基本的には暇なものだよ」



　ユリーが実感を込めていう。しかしアイは
納
 なつ

 
得
 とく

 しない。



「えー
嫌
 いや

 です」



「……そんなに暇なら運転を覚えて
欲
 ほ

 しいんだが」



「え、それアリですか!?
 」



　アイが
俄
 が

 
然
 ぜん

 、やる気をだす。しかしユリーはすぐに水を差した。



「……君、ペダルに足、届くか？」



「……」



　
残
 ざん

 
酷
 こく

 な
沈
 ちん

 
黙
 もく

 が下りた。



「……」



　それっきり車内は沈黙が支配し、アイはもう『暇』とすら口に出さなかった。
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「キリコさんが起きるようです」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がそう、言ったのは、それからしばらく後の事だった。



　
懐
 かい

 
中
 ちゆう

 時計を取り出して時間をみる。ずいぶん時間がたった気がするが、まだ昼前だった。



「ふぁ……」



　と小さく
欠伸
 あくび

 をして後ろを見る。そこでは少し顔色の良くなったキリコが寝ていた。



「寝てるじゃないですか」



「ええ、ですから起きるよう
 、だと。……呼吸が変わりました。意識も
戻
 もど

 るでしょう」



　それから数秒もしないうちに、言葉通りになった。



　毛布に包まれたキリコがうっすらと目を開き、ぼうっとあたりを見回す。



「あ、気が付きましたか」



「………………君は」



　
困
 こん

 
惑
 わく

 の表情はすぐに引っ込んで、
警
 けい

 
戒
 かい

 した険しい表情が顔に
浮
 う

 かぶ。



「…………ぼくは、あれから意識をうしなったのか？」



「ええ、名前を名乗ってすぐに」



　キリコはまだ、体が自由にならないようだった。その代わりとばかりに視線が油断なく走り、車中を
隅
 すみ

 から隅まで見回した。



「そんなに警戒しなくても
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ですよ……」



「それはこっちで判断させてもらう」



　アイはこっそりと
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。どうやらこちらの、警戒心が強いほうがキリコ本来の姿みたいだった。その姿は、むかし
御
 お

 
山
 やま

 で拾った傷ついたアカギツネを思い出させる。



「……どこへ向かっている？」



　流れる景色を気にとめて、キリコが聞いた。



「オルタスです」



　とアイは答える。



「なんのつも──」



　りだ、と言いながら、キリコは上体を起こそうとして、それに気付いた。



　起き上がろうとする上半身を自然に助けるため、両手が体重を支えていた。



「あ、それ、外すのは無理だったので、とりあえず切っときました」



「……」



　キリコが、なにかを受け取るように両手を
掲
 かか

 げる。その手首に
嵌
 はま

 った鉄の
環
 わ

 は、間を結ぶ
鎖
 くさり

 が断ち切られて
拘
 こう

 
束
 そく

 の意味を失っていた。



「……なんのつもりだ」



　キリコはあらためて、その問いを発する。



「なんのつもりもありませんよ」



「…………………………………………」



「………………ほんとうなのに」



　アイは、はぁっと溜息を吐く。



「アイ」



　ユリーがハンドルを
握
 にぎ

 りながら声を
掛
 か

 けた。



「その言葉が本音だと、
俺
 おれ

 には分かるが。初対面でいわれても、困惑するだけだよ。あまり彼を困らせるな」



　キリコはふらつく頭を
腕
 うで

 で支えて起き上がる。



「……なんなんだ、あなた達は」



「
詮
 せん

 
索
 さく

 はなしにしてもらいたい」



　ぴしりと、ユリーが質問を
弾
 はじ

 いた。



「……っと、そうですね。──失礼」



　
拒
 きよ

 
絶
 ぜつ

 されたにもかかわらず、なぜかキリコはほっとした様子で
謝
 あやま

 った。



「……あなたは話が分かりそうだ」



　当然アイはムッとする。



「………………私は話が分からないって言うんですか」



「アイ。路上の
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 は、けして正直を美徳とはしないんだ──ま、ちょっと横で見ていたまえ」



　そういって二人は目線すら
介
 かい

 さずに会話を始めた。



「まずは自己
紹
 しよう

 
介
 かい

 といこう。──初めまして、ユリー・サクマ・ドミトリエヴィヒ。そちらは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 だ。俺は手が
離
 はな

 せないし。君は寝ていた方がいいから、
握
 あく

 
手
 しゆ

 は後にしよう」



「キリコ・ズブレスカです。お
心
 こころ

 
遣
 づか

 い感謝します。──それと自分を助けてくれてありがとうございました」



「礼ならこの子達にも
頼
 たの

 むよ。ずっと君を心配していた」



「そうでしたか──二人とも、ありがとうございます。おかげで助かりました」



　アイは目を白黒させながらその感謝を受け
容
 い

 れる。二人はまるで、事前に打ち合わせでもしてあったかのようにスムーズに話を運んだ。自分の時とは
大
 おお

 
違
 ちが

 いだ。



「それで君はなぜ、あんな目にあったんだい？」



「すみませんが、その話は都市の利益に
関
 かか

 わりますので、ご
勘
 かん

 
弁
 べん

 願えますか。……そのかわり、ぼくもあなた方について、深く知ろうとは思いません」



　キリコの目が
鷹
 たか

 のように光る。



「……ずいぶんと、不思議なパーティですよね。……あんなところに徒歩で現れて……女性と、最後の世代の少女……親子、には見えませんし……さて」



　
丁
 てい

 
寧
 ねい

 な
威
 い

 
嚇
 かく

 の言葉を、しかしユリーは
一
 いつ

 
蹴
 しゆう

 する。



「
故国
 オリアス

 は元気か」



「………………いま、なんと？」



　キリコの顔に困惑が浮かぶ。



「答えなくて構わんよ。俺は知らなくていいことを、知りたいとは思わないからね」



　沈黙。



「だが君が
捕
 つか

 まっていた情報は知るべき情報だと判断する。今、この
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 の危険に直結しかねない情報だ」



「……」



「それとも、そこまで
 話したくないことなのかね」



　そうなるとまた別の判断が必要だな、とユリーは
嘯
 うそぶ

 く。



「……いえ、確かに
仰
 おつしや

 る通りです。むしろ、自分からお教えすべきことでした」



　キリコは謝罪し、事のはじまりを話しはじめた。



　
全
 すべ

 てはうまく進んだはずなのに、アイはそのやり取りがなんだかいやだった。
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　キリコはオルタス、という都市に住み、そこで役所の見習いをしていた。
普
 ふ

 
段
 だん

 の仕事は主に使い走りで、ものを届けたり伝言をしたりでオルタス中を走り回っている。その
範
 はん

 
囲
 い

 はときに広がり、キリコは街を飛び出して
近
 きん

 
隣
 りん

 集落にまでバイクを飛ばすことがあった。今回もそうで、彼は手紙を
抱
 かか

 えて一日掛かりで
荒
 こう

 
野
 や

 を走っていた。



　その
途
 と

 
中
 ちゆう

 で、
賊
 ぞく

 にさらわれたらしい。



「……ぼくが言うのもなんだけれど、
素人
 しろうと

 
臭
 くさ

 い連中だったよ。装備も、考え方も……」



　薬にやられたおぼろげな
記
 き

 
憶
 おく

 ではあるが、キリコはその辺りの出来事を良く覚えていた。彼らは十人ばかりの集団で、
街
 かい

 
道
 どう

 に堂々と
罠
 わな

 をはってバイクを転ばせた。



　しかしそこからの行動がおかしく、どうやら仲間割れをしたようで、気付けばキリコはこの車に乗せられていた。



　車の持ち主は二人の生者だった
 。



　過去形で語られるのがじつに正しく、彼らはキリコを助けるときに死んでしまった。



「なんだか勝手に盛り上がって、勝手に満足して死んでいったよ。……彼らは結局、僕を助けたかったわけじゃなくて、そういう自分
 に
殉
 じゆん

 じたかった、だけなんだよ」



　だからあっさり、墓守に
埋
 う

 められたりするんだ。



「……いい
迷
 めい

 
惑
 わく

 だよ」



　キリコはそういい、話は終わった。



「……助けてくれた人のことを、そんなふうに言うもんじゃないと、思いますよ……」



　不満そうに、アイはいう。



「そうだね。──言い過ぎたよ」



　その簡単な前言
撤
 てつ

 
回
 かい

 が
勘
 かん

 に
障
 さわ

 った。



「……本当にそう、思っているんですか？」



「そう言ってるんだから
 、そうなんだろ」



　二人はばちばちと火花を散らす。



「ふむ、ではオルタス周辺は危険か……」



　ユリーはもう、子供二人を無視して
思
 おも

 
惑
 わく

 を練っている。



「よし、ではオルタスに行くのは
止
 や

 めよう」



『ええ！』



　
睨
 にら

 み合っていた二人が
慌
 あわ

 ててユリーをみる。



「は、話がちがうぞ！」



「まあまあ落ち着きなさい」



　ユリーはそういい、車を停めた。



　そしてふところから地図を取り出して
皆
 みんな

 に見せる。



「君が当初目指した町はここだろう？」



「……ええ」



「よし、ではここまで送り届けよう」



「……なるほど、それならその方が助かる。──でもあなた達は？」



「そこで引き返すから、お別れだな」



「え？　え？　え？　何でですか？」



　アイだけ納得がいかない。



「なぜって、むしろアイ。なぜ君がオルタスへ行きたがるんだ？」



　ユリーが不思議そうに聞く。



「そりゃ、行きたいからです」



「だから、なぜ？」



「なぜって……だから、行きたいからですよ？」



「……ああ、そうか、ただ単純に行ってみたいだけか。そうか……」



　ユリーが頭痛に
耐
 た

 えるようにしている。



「まあ、そうだな。そのうち、機会があったら。行こうじゃないか」



　そう言ってユリーはまた、車を出した。アイはその態度に不満を感じるが何も言えなかった。
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酔
 よ

 った。



　なにがいけなかったんだろう……、とアイは思う。将来の事とか考えたのが良くなかったのか。後部座席で
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 を手伝って
奇
 き

 
妙
 みよう

 な
狸
 たぬき

 形
石
 せつ

 
膏
 こう

 像を
磨
 みが

 いたのがいけなかったのか。それともあまりに
暇
 ひま

 すぎて
窓
 まど

 
枠
 わく

 のぎざぎざを八百まで数えたのがいけなかったのか……。



　真実は分からないが、ともかくアイはみなさんにご迷惑をかけて、こうしてキリコと入れ
替
 か

 わりに中席に
寝
 ね

 かせられている。



　顔半分にタオルを
載
 の

 せたままぼーっと前を見ている。



　前席でキリコとユリーが地図を見ながらぼそぼそと小声で相談をしているのが見える。地図に
焦
 しよう

 
点
 てん

 を合わせようとするとすぐに気持ち悪くなったので目を
逸
 そ

 らした。



「ああ、起きたか」



　視線に気付いたキリコが言う。



「……ずっと起きてましたよ」



　と答えたがどうもおかしい。気付くと体に感じる
振
 しん

 
動
 どう

 が
幾
 いく

 
分
 ぶん

 
穏
 おだ

 やかになっている。あのむかむかした感じがだいぶ
薄
 うす

 くなっている。むくりと起きあがって窓を
覗
 のぞ

 くといつの間にか
道
 みち

 
幅
 はば

 が
随
 ずい

 
分
 ぶん

 と広くなっている。気付かぬうちに
眠
 ねむ

 っていたようだ。時計を見ると針が二時間分も進んでいた。天気もお昼の快晴とは打って変わって
曇
 くも

 り
空
 ぞら

 になっていた。灰色の雲は岩のような固形物に見えてちっともやわらかそうな所がない。



　視界の
彼方
 かなた

 、
雷
 らい

 
鳴
 めい

 すら届かないほどとおくで
雷
 かみなり

 が光っていた。



　その近くにのたうつ白い
竜
 りゆう

 がいた。



「……あれ、
竜
 たつ

 
巻
 まき

 ですか？」



「どこだ」



　キリコが険しい顔で聞き、アイの指さす彼方を見てほっと息を
吐
 は

 いた。



「なんだ、あんなに遠くか。……よく見つけたな」



　二人して窓ガラスを覗く。ガラスには小さな
雨
 あま

 
粒
 つぶ

 がしがみついていて、車の
振動
 リズム

 に合わせて
可愛
 かわい

 らしく
踊
 おど

 っていた。固そうな雲の下では雨か雷か竜巻が降り、それ以外の場所は晴れていて、そこかしこに
虹
 にじ

 がかかって地上と天上をつないでいた。



　晴れと、雨と、竜巻と、
嵐
 あらし

 。視界の中に、それら
全
 すべ

 てが別々に収まって不思議な絵画のように見えた。



「……竜巻なんて、初めて見ました」



　山とはぜんぜん
違
 ちが

 う風景が、ここにはあった。



「……もうちょっと近くで、見たいです……」



「止めといた方がいい」



　キリコが
真
 しん

 
剣
 けん

 な顔で言っていた。



「あの細いの一本で、車どころか家だって
吹
 ふ

 っ
飛
 と

 ばす
代
 しろ

 
物
 もの

 だ。人間なんて木の葉みたいなもんだ」



「マジですか」



「マジだよ。だからこの平原の町はみんな、
避
 ひ

 
難
 なん

 用の地下室を持っているんだ」



「へー、キリコさんちにもありますか？」



「ない。ていうかオルタスには竜巻自体が
滅
 めつ

 
多
 た

 にこない。
丘
 おか

 に当たる風が、みんな南へそらしてくれる」



　言いながらキリコはフロントパネルを操作してラジオに火を入れた。スピーカーからざらついた気象番組が流れ出して道行く人に竜巻警報を発している。



「な！　なんですかそれは！」



「何って、ラジオだよ……知らないのか？」



「初めて見ます。ていうか聴きます」



「………………………………君って本当に変な子だよ」



「ぅおっほん！」



　そのとき会話を打ち切るように
咳
 せき

 
払
 ばら

 いが
響
 ひび

 き。



「見えてきたぞ」



　ユリーが前方を
顎
 あご

 で示した。キリコが地図を確認し、アイは運転席の背もたれにかじりついてフロントガラスを睨む。



　地平線に乗るようにしてなにかが建っている。



「あそこは、どういう所なんですか？」



「──典型的な道の町だよ。宿屋やガス屋、修理工なんかを中心に、道行く人にお金を落とさせるんだ。──弁当の売り子なんか身投げせんばかりの勢いで道路に飛び出してくるから気をつけな」



「お弁当も死者も、望むところです」



「？　ああ？　いや、住民に死者はいないはずだよ。生者の町だからね」



　うぉっほん！　とユリーが今度は
露
 ろ

 
骨
 こつ

 な咳払いをしてアイのきわどい言葉を吹き飛ばそうとした。



　しかし、アイには通用しなかった。



「
風
 か

 
邪
 ぜ

 でも引いたのですか？　ユリーさん。気をつけて下さいね」



　車が停まる。運転席の
扉
 とびら

 が開く。ユリーが降りてきて中席からアイの首根っこを
引
 ひ

 っ
摑
 つか

 んで外に持ち出し、そのまま北へ十七歩あるいて、



「アイ」



「な、なんですか。
襟
 えり

 が
伸
 の

 びちゃうんですが……」



「君が墓守だってことは、出来るだけ
隠
 かく

 してくれ」



　アイはぱちくりと
瞬
 まばた

 きをして、
猫
 ねこ

 の子のようにぶら下がったままぴっと人差し指を立て、



「正しくは人間と墓守のハーフですよ」



「…………その情報はもっと隠してくれると助かる」



　ユリーは、右手に持つものを
嫌
 いや

 そーな感じで体から
離
 はな

 した。



「あのな、アイ。今から言う話を、傷つかずに聞いてくれ」



「勝手に言っておいて傷つくなとは、なかなかデリカシーの無い注文ですね。
流石
 さすが

 ユリーさんです」



「君は人をむかつかせる天才か」



「さっそく、ぐさぁ、ときましたよ」



「そうか、がんばれ。──あのな、アイ」



　ちらり、とキリコを確認。少年は
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 
正
 ただ

 しく車に残ってこちらを見てもいなかった。



　ユリーはぱっと手を離した。アイをすとんと地面に下ろして、



「今の世の中。人類と墓守は、敵対しているんだ」



「え？」



「考えても見てくれ。生者と墓守はお
互
 たが

 いに無関心だからまだいいが──死者は……いまごろ
彷徨
 さまよ

 ってる死者はもうほぼ全員が〝終わりたくない〟連中だ、そんな
奴
 やつ

 らに『自分は墓守だ』なんていってみろ。あっという間に殺されるぞ」



　アイはぽかんとユリーを見上げた。



「…………そら、それを見てごらん」



　指さす大地に、なにか取っ手の付いた棒がささっている。



「……なんですかこれ？」



「墓守の墓だ」



　棒は、よく見ると大地に
埋
 う

 まったショベルだった。



「墓守の墓って……」



「おそらく死者に殺されて、埋められたんだろう」



「そんな……」



　アイはがしゃりと
膝
 ひざ

 をついた。



「そんなの、あべこべ
 です！」



　そうだなと、ユリーは
頷
 うなず

 く。



「だが、もう、そうなんだ。いまの世の中は、そういうふうになってしまったんだ。……十五年前のあの日から。少しずつ、少しずつ変わってそうなったんだ」



　アイは返事をかえさない。



「分かってくれたか？」



「……」



「アイ」



　ユリーは
執
 しつ

 
拗
 よう

 に返事をせまった。アイは険しい表情で砂を摑んで立ち上がり、ぱっとあたりにそれを
撒
 ま

 いた。



「……分かったけど。
納
 なつ

 
得
 とく

 はしません……」



「そこまでは要求しない。……知っていてくれればいい」



「でも」



　そう言って、アイは言葉を続ける。その
瞳
 ひとみ

 はまっすぐに伸び上がって蒼い瞳を
反
 はん

 
抗
 こう

 的に
睨
 にら

 みつける。



「でもユリーさん、私は、その必要があると、感じたら」



　視線をほとんど真上に向けて、
断
 だん

 
崖
 がい

 のような身長差をものともせず、瞳をいっぱいに開いて言った。



「きっと、言ってしまいます」



「…………そこは好きにするといい。君の判断だ」



　それから二人はくるまへと
戻
 もど

 った。その途中、ユリーが二歩あるいて、アイが三歩をあるいたときに、



「ユリーさん」



「ん？」



「〝ぐさぁ〟」



「……」



　二人は残りの十五歩と三十歩をあるいてくるまに戻った。キリコは「おかえり」と言っただけで何も聞かなかった。



　サイドブレーキが下ろされ、アクセルが
踏
 ふ

 まれる。



　町がじりじりと近づいてくる。



「さて、それじゃあ、さよならだね。──色々あったけど。ありがとう」



　地平線からこぼれ落ちるように、白い建物が見え始める。



「……なんか、あっさりしてますね……」



　ユリーがいぶかしげに視線をこらす。



「別に悲しむべき事があったわけじゃないしね」



　ああいう建物なのか
 ？



「アイ」



「ふんだ。好きにすればいいですよーだ」



「アイ!!
 」



　ユリーが
叫
 さけ

 んだ。



「な、なんですか」



「前の町を見てくれ！　──ああ、いやもう
俺
 おれ

 の目にも見える。ちくしょう！　なんだあれは！」



　町はサンドウィッチのような形をしていた。『建物』がパンで『道』が具である。左右を建物が並んで正面だけがすこんと
抜
 ぬ

 けて地平線まで
繫
 つな

 がっている。具よりもパンの方が
色
 しき

 
彩
 さい

 は豊かで、建物は一つ一つが違った色のペンキで
塗
 ぬ

 られて
色
 いろ

 
鮮
 あざ

 やかだった。



　そしていま、そのパンはずたずたになっていた。



「なんですかこれ……」



　全員が息を
呑
 の

 む。前方に横たわる家々にまともなものは
一
 いつ

 
軒
 けん

 もなく。町は根こそぎ
蹂
 じゆう

 
躙
 りん

 されて、
壁
 かべ

 や柱は材木のレベルにまで戻されていた。



「
竜
 たつ

 
巻
 まき

 だ……」



　キリコが
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 としたままつぶやく。



「
直
 ちよく

 
撃
 げき

 したんだ……」



　くるまは速度を落とさず町へ入った。
破
 は

 
壊
 かい

 された家屋の量に比べて、残された
残
 ざん

 
骸
 がい

 の量は明らかに少なく、道にはバラバラになった木くずと家具、色とりどりの雑誌が花びらのように散らばって
奇
 き

 
妙
 みよう

 におめでたい
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 があった。



　アイはユリーの
袖
 そで

 を引いて、



「ちょっと停めてくださいユリーさん……」



「だめだ。危険すぎる」



「でも生存者がいるかも……」



「だからその生存者が危険なんだ
 」



「そんな……」



「……おかしい、道の上にだけ残骸が少ない。まるで
誘
 さそ

 い
込
 こ

 まれているような……」



　アイはそっと前席から離れ、後席でのほほんとしている
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の耳元に
囁
 ささや

 いた。



「……
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん。周囲に死者はいますか？」



「いいえ、おりません。いたら私はここにじっとしていませんよ」



「……それもそうですね……では生者は？」



「それについては分かりかねます。私どもは
彷徨
 さまよ

 う死者と埋められた死者、ならびにその周辺の墓守しか探知できませんから」



　なにも分からなかった。



　
全
 すべ

 ては思い過ごしなのか、それとも
罠
 わな

 に呑まれているのか。それすら分からないまま、くるまは前へと進んだ。



　
床
 ゆか

 
板
 いた

 を
避
 さ

 け、
暖
 だん

 
炉
 ろ

 を避け、
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 を踏み、マグカップを割って車は進む。道の上にあってはならないものが百も二百も並ぶ光景はある種、悪夢的で、異様な
緊
 きん

 
張
 ちよう

 感を
孕
 はら

 んでいた。



　
泥
 どろ

 
水
 みず

 のバスタブで入浴する
獅
 し

 
子
 し

 の像をやり過ごし、洗面台の山を越えた所で、ユリーは
恐
 おそ

 れていたものを見つけた。



　道のさきが、残骸で出来たバリケードでふさがれている。



　それを見た
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、ユリーはアクセルを底まで踏んだ。



　
爆
 ばく

 
発
 はつ

 的な加速が全員をシートに
押
 お

 しつけ、くるまは
惚
 ほ

 れ
惚
 ぼ

 れする速度でバリケードへと突っ込んでいく。
緻
 ち

 
密
 みつ

 なハンドル操作が暴れる車体を細かく
操
 あやつ

 り、障害物のもっとも
薄
 うす

 い部分へと
軌
 き

 
道
 どう

 を乗せる。



　真っ二つに折れた観葉植物と、パン焼き
釜
 がま

 のなれの果て、そして〝点検、修理、承ります〟の看板が目の前まで
迫
 せま

 り、



　ぶち抜かれた。



　
衝
 しよう

 
撃
 げき

 が車体を大きく
揺
 ゆ

 らしながら、くるまが町の反対側へと抜けだした。赤と白と黄色に塗られた木くずが
紙
 かみ

 
吹雪
 ふぶき

 のように辺りを
舞
 ま

 い、大量の便器がゆっくりと宙を
舞
 ま

 ってガロンゴロンと転がった。



　その時、アイは
廃
 はい

 
墟
 きよ

 に
人
 ひと

 
影
 かげ

 を見た。
銃
 じゆう

 を持った人たちがわらわらと飛び出してなにか叫んでいる。血気にはやった者がいきなり
発
 はつ

 
砲
 ぽう

 した。
弾
 だん

 
丸
 がん

 は
明後日
 あさつて

 の方角に飛んでいった。ユリーは単純に速度を増して射手を置き去りにした。町並みはすぐに終わって車はまた
荒
 こう

 
野
 や

 へと飛び出す。



　そのままトップスピードで、青い車は地平線を目指した。
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　車は空が赤くなるまで西へと向かい、その日は結局野宿となった。最後の光の中で
大
 おお

 
慌
 あわ

 てでテントを張って、アイと
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は今夜の
寝
 ね

 
床
 どこ

 を作る。キリコは後部座席に、ユリーは運転席で
睡
 すい

 
眠
 みん

 をとるそうだ。



　日が落ちると共に火が
熾
 おこ

 された。バリケードに
突
 とつ

 
撃
 げき

 したとき、ボンネットとエンジンの
隙
 すき

 
間
 ま

 に
嚙
 か

 み込まれたどこかの家のおおきな
梁
 はり

 が燃料だった。たき火は車の
陰
 かげ

 に
隠
 かく

 され、東の方角には見えないようにされていた。



「どうですか？」



「だめだ、サスが完全にいかれてる」



　車体の下に
潜
 もぐ

 り込んでいたキリコが出てきて言った。



　車はバリケードを
強
 きよう

 
行
 こう

 
突
 とつ

 
破
 ぱ

 した直後からおかしかった。車体の揺れがあきらかに増し、地面の出っ張りがダイレクトに
腰
 こし

 に伝わってくる。



　それでも停まるわけにはいかなくて、走り続けた青い車は、
先
 さき

 
程
 ほど

 ついにエンジンから火を
噴
 ふ

 いた。



「こっちはどうにかなった」



　バックに回り込んでエンジンを見ていたユリーが手を真っ黒にして言った。空気
孔
 こう

 に飛び込んだ木くずが
冷
 れい

 
却
 きやく

 を
妨
 さまた

 げ、さらに
振
 しん

 
動
 どう

 がオイル
漏
 も

 れを起こさせてあえなく発火となった。



「だが、
早
 さつ

 
急
 きゆう

 にきちんとした修理をしないとまずいな」



　アイは、仕事をしてきた男達にパンと干し肉、それにお茶をふるまう。全員がたき火のまわりに集まってもそもそと食事をとった。



「オルタスに行こう」



　お茶をすすりながらユリーが言った。



「……そうだね、それしかないね」



　キリコが口の中のパンを空にしてから同意する。



「一応、
便
 べん

 
宜
 ぎ

 は図るよ。多分、修理代と
滞
 たい

 
在
 ざい

 費は無料になるよ」



「それは助かるな。しかしいいのか？」



「もともと旅人に対する
緊
 きん

 
急
 きゆう

 
措
 そ

 
置
 ち

 はあるからね。それにちょっと色つける位のことは出来ると思う。確約はできないけど……」



「十分だ。助かる」



「……」



「……」



　アイが、
妙
 みよう

 に静かだった。



「どうしたアイ。さっきから
黙
 だま

 りこくって」



　口に食べ物が入っているとき以外は動きっぱなしの口元がきちんと閉じられている。もちろん夕食は
誰
 だれ

 よりも早く食べ終えて、マグカップのお茶も空っぽになっている。



「ユリーさん……」



　残り火のゆらゆら揺れる
炎
 ほのお

 に顔を照らしてアイはぼそりと、その話題を切り出した。



「あの人たち、助けられないでしょうか……」



　ユリーはさも、やっかいそうに頭を
搔
 か

 き、



「無理だ」



　にべもなかった。『ダメ』ではなく無理と言ったところに固い意志を感じた。



「……でも」



「無理な理由なんかいくらでもあるぞ。まず第一に俺たちに彼らを救う根本的な手段がないこと」



　
住処
 すみか

 を失った百人の生者を、どうにかする
術
 すべ

 など個人にはない。



「第二に彼らが
強
 ごう

 
盗
 とう

 化していること。第三に彼らが自分たちを救う手立てを
既
 すで

 にうっていること。二番目の理由がそうだし。──それに全員は輸送できないかもしれんが、車やバイクが一台もないなんて考えられない。
違
 ちが

 うか、キリコ？」



　話を向けられて、黙っていたキリコがうなずいた。



「……
緊
 きん

 
急
 きゆう

 用の地下ガレージがあるはずだよ。……他の村や町にはもう
連
 れん

 
絡
 らく

 がいっているだろうね……オルタスにだけなにも言わなかったのは、意地でも
頼
 たよ

 りたくないからだろうね……」



「君をとらえたのは彼らか？」



　キリコは
膝
 ひざ

 を
抱
 かか

 えて
爪
 つめ

 を嚙み、思考の海に
沈
 しず

 みながら答えた。



「……いま考えてみると、そうとしか思えないね」



　炭にまとわりつく青い炎のように、キリコはくろい
瞳
 ひとみ

 から静かな
気
 き

 
焰
 えん

 を発していた。



「
僕
 ぼく

 を人質にして、少しでも有利な
交
 こう

 
渉
 しよう

 でもするつもりだったのかな。……まったく度し
難
 がた

 い生者だよ。いままで、さんざん
援
 えん

 
助
 じよ

 をしてきたのに、感謝どころか
後
 うし

 ろ
脚
 あし

 で砂かけやがった」



「……けんか、してるんですか？　街と町で」



「
喧
 けん

 
嘩
 か

 じゃないよ。向こうが勝手に
嫌
 きら

 ってるだけ」



「仲良くしたほうが、いいですよ」



「……そうありたいもんだけどねぇ」



　二人は並んで
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。



「ま、これでオルタスにも情報がいったから、なんとでもなるさ。ぼく達が気にやむ必要はまったくないよ」



「む～～」



「まだなにか不満？　──ていうか、なんで君はそんなに彼らを、助けたいのさ。なんの義理もないだろう」



「そりゃあ──」



　ユリーは
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 
凍
 こお

 り付いて、すぐにアイの口を閉じさせようとした。



「そりゃあ、私が正義の味方だからです」



「……………………………………なにそれ」



　キリコが、それはいったいどういう意味なのだろう？　という顔で
困
 こん

 
惑
 わく

 し、ユリーを見る。ユリーは難しそうな顔で『言っちゃったか……』と小さく
呟
 つぶや

 く。



「西に困っている人がいれば、これを助け。東にコマッタ人がいれば、これを
挫
 くじ

 く！　そうやって私は、世界を救う旅をしているのです」



「そ、そうか」



「ええ、──ちなみに三日前から」



「ちかっ!?
 　すごい最近の話だそれ!?
 」



「なので、彼らのことを、助けたいのです……」



　アイは両足を抱えて、膝の上に
顎
 あご

 をのせた。その顔は弱り切っていて。



「ふうん……」



　キリコが
頰
 ほお

 
杖
 づえ

 ついてそれを見ている。その手首には
最
 も

 
早
 はや

 なんの意味もない鉄の
環
 わ

 がちゃりちゃりと鳴っていた。
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「
馬
 ば

 
鹿
 か

 の夢だね」



「そ、そこまで言いますか……」



「だってそうだろ──君が、そんな大それた夢を
抱
 いだ

 くにいたった理由は聞かない。……でも、結局、
叶
 かな

 わない夢なんて馬鹿を見るだけだ」



「……」



「君がどれほど
巨
 きよ

 
大
 だい

 な夢を抱いていようが、どれほど正しい行いをしたいと願おうが、いま、できることはなにもないよ」



「わかってますよ……」



「彼らだって、君の助けなんて期待しちゃいない。彼らは彼らで、勝手に助かるさ」



「わかってますったら……」



　分かっているから、アイはつらく、沈んでいた。



「……もう
寝
 ね

 ます」



　そう言ってアイは立ち上がった。



　くるりと
振
 ふ

 り返るとそこには
闇
 やみ

 と、星空があった。



「……わたしって……」



　闇は冷たく、大きく、ささやかなたき火を
呑
 の

 み込むように広がっていた。



「わたしって、ちっぽけですね……」



　しん、と場は
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 静まって、



「……まあチビだよね」



「チビだな」



　アイは男二人のすねを
蹴
 け

 ってからテントへ向かった。
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　誰も起こすものはいなかったのに、朝日の前には全員が目を覚ました。



　
荒
 こう

 
野
 や

 におりた
僅
 わず

 かばかりの
霜
 しも

 が日の光によってなぎ
払
 はら

 われ、青いくるまのボンネットから
透
 とう

 
明
 めい

 な蒸気が
昇
 のぼ

 って低い雲に吸い
込
 こ

 まれていくのが見えた。



　テントが
畳
 たた

 まれ、火の始末がなされ、エンジンに火が入って暖機が始まる。



　ガソリンバーナーで湯を
沸
 わ

 かし、全員が朝のお茶をのみ、パンを
囓
 かじ

 った。



「行こう」



　荷物が積まれて、全員が乗り込む。アイが
酔
 よ

 い
止
 ど

 めにとあめ玉を口に
放
 ほう

 り込む。



　右の
頰
 ほお

 、左の頰と転がして、
檸檬
 レモン

 味の宝石が舌の上にぴたりと収まると共に、一行は出発した。くるまがあたたまった心臓の動きを確かめるようにゆっくりと加速し、やがて
緩
 ゆる

 やかに朝の大気を
裂
 さ

 いていった。



　アイは、座席の一番後ろに
陣
 じん

 
取
 ど

 って、いまも遠ざかり続ける
彼方
 かなた

 の町を思った。



　みんな、幸せになればいいのにと思った。
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　昼をまわった辺りでキリコが運転をかわった。『運転できるのですか？』とおどろくと『こんなものペダルさえ
踏
 ふ

 めればだれにでもできるさ』と返事がかえってきた。キリコになんの
含
 ふく

 みもなかったが、アイはその言葉に
怒
 いか

 り、あとは中席でずっとふて寝していた。



　昼食で一回、オーバーヒートしたエンジンを冷やすために三回の
休
 きゆう

 
憩
 けい

 をとり、太陽は午後をだいぶまわった。



　最初に気付いたのは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 だった。



「
埋
 まい

 
葬
 そう

 されていない死者の気配がします」



「……………………へぇ、それはヘニョムンですね…………」



「アイ。起きてください」



　後席から身を乗り出して、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は小声で言った。



「…………へ？　あ、いえいえ、寝てまふぇんよ……ぜんぜんねてないですよ……ええ、きのうもぜんぜんねてませんから……くぁっ……」



「埋葬されていない死者の気配がします。進行方向です」



「え？」



　墓守は死者を
埋
 う

 めるために、いくつかの
超
 ちよう

 
常
 じよう

 の力を許されている。その一つに死者の探知というものがある。自らが埋めるべき死者を彼らはそれぞれ事なる感覚で見つけ出すことができた。しかしこの埋めるべき
 という条件は
複
 ふく

 
雑
 ざつ

 
怪
 かい

 
奇
 き

 で、多くの場合最短の死者を指すが、そうでないことも多々あり、なかにはこの機能が
狂
 くる

 ってしまったものもいる。たとえばアイにそんな力はない。さらに純正の墓守の中にも、いもしない死者を求めて永遠に星を左回りしているものがいるという。その墓守はその特性から『死体の王』と呼ばれている。



　余談。



　アイは前方を
睨
 にら

 んだ。



　オルタスがある、はずの方角だった。



「……また次から次へと──それで？　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん。死者の数は何人ですか？　一人？　二人？　十人？　百人？」



「最低でも……百万人以上ですね」



「へえ、百万人…………って、百万人!?
 」



　アイは前方を二度見して
叫
 さけ

 んだ。晴れ
渡
 わた

 った地平線の向こうが急に
禍
 まが

 
々
 まが

 しく見え、そちらに向かってひた走る自分たちがとんでもない
間
 ま

 
違
 ちが

 いをおかしているように思えた。



「実際はもっと多くなると思われますが……密集しすぎてよく分かりません」



「十分ですよ！　キリコさん、ストップ！　ストーップ！」



「へ？　なに、どうしたのさ？」



「どうしたの、じゃないですよ！　この先には百万人もの死者がいて……」



「そりゃまあそうだよ」



　キリコは当然の
事
 こと

 
柄
 がら

 を平然といった。







「だって僕の住む街は『死者の国』世界最大の
死
 し

 
霊
 りよう

 都市オルタスだもの」





　　　　IV






　オルタスは巨大な
丘
 おか

 をまるまるのみ込んだ都市だった。



　座標は
北
 ほく

 
緯
 い

 四十八度五分二秒。東経百九度二分五十八秒（エルザルゴ標準）大陸の中央に位置して気候は寒冷
乾
 かん

 
燥
 そう

 である。人口は百二十万。
全
 すべ

 てが死者である。



　その起源は千年の歴史を持つ王制の遊牧民族だった。彼らは十四年前、世界が変わってしまった僅か一年後から、すでに統率された死者集団として行動しており、当時の武力すらともなった死者
排
 はい

 
斥
 せき

 運動を生き延び、
幾
 いく

 
多
 た

 の墓守を退け、肥大化していった。



　そして、九年前、この地に念願の街を築いた。



　たった二万人から始まった街は
瞬
 またた

 く
間
 ま

 にふくれあがり、そして
恐
 おそ

 るべき展望を備えた王たちは彼らをひとりも余すところなく街にのみ込み、役目がすんだ事を知るとあっさりと主権を街に渡して野に下った。



　ただひとり『
姫
 ひめ

 』を除いて。



　オルタスについて聞いた
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 。キリコは
機
 き

 
関
 かん

 
銃
 じゆう

 のように
喋
 しやべ

 りまくった。しかもワンエピソード語る
度
 たび

 に『ヌーソードの戦いで
倒
 たお

 した相手が全員味方になったのは大きかった』とか『当時ただの遊牧民族に過ぎなかったオルタス人がここまで先を見れたのがまず
奇
 き

 
跡
 せき

 だよね』とか『
頭首
 ラグハルラ

 の主権の
放
 ほう

 
棄
 き

 の時はすごかった。当時の
誰
 だれ

 ひとりとして賛成しなかったのを、いままで一度だって使わなかった
代行権限
 カルナーデコード

 を私的流用
 して人間宣言とかマジ燃える』とか全部にコメントをつけながら
嬉
 き

 
々
 き

 として喋った。



　アイはその九割を聞き流しながら目前に
迫
 せま

 る
壁
 かべ

 を見つめていた。



　オルタスは、壁の街だった。壁は生者の世界と死者の世界を分かつ境界だった。赤く、固い
煉
 れん

 
瓦
 が

 は墓守の
侵
 しん

 
入
 にゆう

 すら受け
容
 い

 れず、また誰の
逃
 とう

 
走
 そう

 も許さぬ構えで天高くそびえている。



　右を見る。視界の果てまで赤い壁。左を見る。そちらも果てまで赤い壁。



　アイは、なんだかちょっと、
恐
 こわ

 くなった。



　しかし、車はそんな
躊躇
 ためら

 いなど
一
 いつ

 
切
 さい

 
考
 こう

 
慮
 りよ

 せずに、あっさりと門までたどり着く。



　門は、巨大な巻き上げ式の
扉
 とびら

 で、その表面には
呪
 まじな

 い返しがびっしりと
描
 えが

 かれ、
鬼瓦
 ガーゴイル

 が百
匹
 ぴき

 も並んで荒野を睨んでいた。
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「……なんか、こわい門ですね」



「う……ん、否定できないな……。ぼくもちょっと気味が悪いと思う」



　門は古今東西のあらゆる
呪
 まじな

 いが寄せ集まって、
地
 じ

 
獄
 ごく

 の門に
相応
 ふさわ

 しい異形をしていた。



「……意味が、
絡
 から

 まりすぎなんだよ。──門としての機能。呪い。外への
威
 い

 
嚇
 かく

 。そして
慰
 い

 
霊
 れい

 
碑
 ひ

 ……」



「慰霊碑？」



「……うん、墓守のね」



「……」



「あれは、大きな墓でもあるんだ。──オルタスは、百万人も死者がいるだけあって、どこからともなく墓守がやってくるんだ。……みんな兵にやられちゃうし、いくら彼らでもあの街壁は越えられないんだけれど、それでも街を、目指すんだよね……」



　車内に気まずい
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が下りる。



　そんな空気を感じたのか、キリコが門の一角を指さした。



「あそこ見てよ」



　門の最上段に船の
先
 せん

 
端
 たん

 を模した優美なフィギアヘッドがあった。両手を広げて世界中に歌いかけるように
唇
 くちびる

 をひらき、やさしげな
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを投げかけている。



「あれが、お姫さまですか？」



「あ、いや──ちがうよあれは──」



　コロシオハケ。



　像の下にはそう、
彫
 ほ

 り込まれていた。



「なんだか、ぶっそうな名前ですね……」



「……オルタスの守護神だよ。全ての生者を殺す力を持ってるんだ」



「予想を
遥
 はる

 かに上回る
物
 ぶつ

 
騒
 そう

 さでした……」



　しかたないよ、とキリコは低い声をだした。



「……オルタスの歴史はイコール
迫
 はく

 
害
 がい

 の歴史だから……ああいう神様が、みんな
欲
 ほ

 しかったんだ」



　レリーフは続く。



〝その
瞳
 ひとみ

 は死の瞳。その言葉は死の言葉。その体には死が
溢
 あふ

 れ。
生
 せい

 あるものを逃しはしない。コロシオハケは逃しはしない〟



〝我、人の王。彼岸の暴利にて
客
 まれ

 
人
 びと

 を打つなり。我、全ての死ある者の守護者なり〟



「死者の神様……ですか。聞いた事無いですね」



「まあね、だっていままでの神さまって、全部、生者のものだったじゃない。そんなのずるいじゃんか。だからコロシオハケはひとりだけ、死者の守護者になってくださったんだ。──やさしい神様だよ……」



「……まあ、そうかもですね」



「それに殺した後は
庇
 ひ

 
護
 ご

 もするからね。
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だ」



「マッチポンプじゃないですか！　腹黒！」



　言っている間に門が迫り、キリコは車を道から外して停めた。その目の前には壁と同じ煉瓦で作られた小さな
砦
 とりで

 がある。入り口にあるプレートには素っ気なく『オルタス東門検門所』とだけ書いてあった。



「さて、ちょっと待っててくれ」



　そう言って、キリコは車を降りていった。砦の見張りがすぐに
駆
 か

 けつけてきて、なにやら書類を書かされている。



　アイは、助手席からそれを、じっと見ていた。見張りはふかい
紺
 こん

 
色
 いろ

 の軍服を着てライフルを
掲
 かか

 げ、顔は表情のない
鋼
 デ

 
鉄
 ス

 
の
 マ

 
仮
 ス

 
面
 ク

 に
覆
 おお

 われていた。



「あの、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん……彼らも、その」



「死者ですね」



　見張りはキリコと知り合いなのか、彼の
肩
 かた

 を
叩
 たた

 いてなにか
冗
 じよう

 
談
 だん

 を言っている。



　死者が、
普
 ふ

 
通
 つう

 に、いる。



「アイ、私は彼らを埋めたいのですが」



「今はやめてください」



「
了
 りよう

 
解
 かい

 しました。──では、今
 、とはいつまでなのか、お教え願えますか？」



　いつまでだろう？　とアイは思う。



　そこで仲間の無事を喜んでいる彼を埋めるのは、いつになるのだろう？



　目の前の壁の向こうにいる。百万人を
埋
 う

 めるのは、いつのことに、なるのだろう？



「……私がいいと、言うまでです」



「了解しました」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はあっさり引き下がった。それと入れ
違
 ちが

 いにキリコが
戻
 もど

 ってくる。



「許可が取れた。とりあえずついてきてよ」



　一行は車を降りてキリコに従う。彼は
皆
 みんな

 を砦へと案内した。



　砦は
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 
拠
 きよ

 
点
 てん

 というよりは役所のような場所で、部屋の真ん中をカウンターがしきって窓口となっている。



　キリコはカウンターをひょいと
覗
 のぞ

 き、そこにある顔を見て『げ』っといった。



　その人物はキリコの顔を見るとがたりと
椅
 い

 
子
 す

 を
蹴
 け

 って、



『キリコ君！』



『キリちゃん！　てめこら、よく無事で帰ってきた！』



　カウンターを飛び
越
 こ

 えて
襲
 おそ

 いかかるようにキリコをハグした。キリコはそれはそれは
嫌
 いや

 そうな顔で
抱
 ほう

 
擁
 よう

 から逃れようとするが、がっちりとホールドされて
逃
 に

 げられない。



「な、なんであんたらがこんな現場にいるんだよ！」



『なんで、とは
御
 ご

 
挨
 あい

 
拶
 さつ

 だなキリコ君。わざわざ心配してきてやったのに』



　こちらから見て左側の女が言う。



『そうだぞキリちゃん！　
怪
 け

 
我
 が

 はないのか？　
貞
 てい

 
操
 そう

 は無事か？　もう俺、姫に
黙
 だま

 ってるのつらくてつらくて』



　右側の男が言って、ようやく二人は抱擁を解いた。



　アイは、その光景を
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見ていた。



　その視線に気付いたのか、左側の女がこちらを向いてにやりと半笑い。



『キリコ君。こちらが君を助けてくれた人達かな？　よかったら、私たちのことを
紹
 しよう

 
介
 かい

 してくれるかい』



　そう言って二人は一歩前に進み出た。キリコは『
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 かな……』と小声で
漏
 も

 らして心配そうにアイを見た。



　アイはやはり、
驚
 おどろ

 きの表情で固まっていた。



「みんな。こちらがオルタス城
近
 この

 
衛
 え

 隊、副隊長の
悪疫
 ポツクス

 」



　左側の女がぱちりとウィンクした。そちらを見ると二十代後半の青白くやせた、ただし
虚
 きよ

 
弱
 じやく

 さを一切感じさせない
鍛
 きた

 えられた
肢
 し

 
体
 たい

 があった。



「そしてこっちがオルタス門、特別外務官、
強攻
 レツクス

 」



　右側の男が『よろしく』といってにやりと笑った。男は女と同じくらいの
背
 せ

 
丈
 たけ

 をした小男だった。こちらも
乾
 かわ

 いて
瘦
 や

 せているがいまだに筋肉の
隆
 りゆう

 
起
 き

 を残した
頑
 がん

 
強
 きよう

 そうな肉体を持っている。



　二人とも同じような背丈で同じシャツとパンツを
穿
 は

 いて、同じ
濃
 のう

 
紺
 こん

 のジャケットを着ていた。何もおかしいところはない。



　本当に何もおかしいところはない。



　男女の
距
 きよ

 
離
 り

 が短すぎる
 ことを除けば。



『ええと……だれか、なにか喋ってくれないかな』



　左側
 がいう。



『あー。
悪疫
 ポツクス

 。お前の姿にみなさんびびってんじゃないのか』



　右側
 がいう。



『失礼だな
強攻
 レツクス

 。あなたのおぞましさに絶句しているだけさ』



　そうして二人は
零
 ゼロ

 
距
 きよ

 
離
 り

 で口げんかを始めた。



　二人で一人
 。



　男女は中心線を境に右半身が女で、左半身が男だった。



「あ、あの」



　アイは勇気を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 って聞いた。



「ど、どうして……そんなんなっちゃったんですか」



『そりゃぁ、めっちゃ速いスピードで両方からこうばちーんって……』



『からかうんじゃないよ
強攻
 レツクス

 。でもすまない、お
嬢
 じよう

 さん。あまり言いふらしたいことではないんだ』



　右半身が
物
 もの

 
憂
 う

 げに言葉を
濁
 にご

 す。



「あ、いえ。……こちらこそ失礼しました。──私はアイ・アスティンと申します」



　アイはすっと右手を出す。
悪疫
 ポツクス

 がすこしおどろいた顔をして、すぐにその手を
握
 にぎ

 った。
握
 あく

 
手
 しゆ

 が終わって手が引かれた後、アイは、あ、そっか。と小さく声を出して今度は左手を差し出す。



「はじめまして、
強攻
 レツクス

 さん」



『左手で失礼。お嬢さん』



　そうして三人は握手を終えた。ユリーと
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 も同じように自己紹介して握手する。



　二人組は、むむっと器用に
腕
 うで

 を組み、



『いい人達じゃないか』



　キリコの背中をばしんと叩いた。



『普通、私たちのことは死者でさえ気持ちわるく思うものなんだけどね。『化け物』っていってさ』



「化け物なんて人はこの世にいません」



　アイはきっぱりといった。



「どんなに心や形がかわろうと、人は人です」



『……………………おおぅ』



　
悪疫
 ポツクス

 がいきなり
奇
 き

 
声
 せい

 を発してくらぁっとなった。左半身だけで
強攻
 レツクス

 が
踏
 ふ

 ん張り、



『な、なんだ相棒、どうした!?
 』



『やばぃ…………この子、すごく
可愛
 かわい

 い』



　
悪疫
 ポツクス

 がきゃーっと
叫
 さけ

 びながら目をキラキラさせた。
強攻
 レツクス

 は『付き合いきれない』とばかりに
脱
 だつ

 
力
 りよく

 した。一つの体で表されるそのギャップは
騙
 だま

 し絵的な錯視感があった。



『わたし、こういうちっちゃい子が
賢
 さか

 しいこと言ってるのが大好きなんだ！　ああ……いいなぁ……かわいいなぁ。……この気持ち、どうしたらいいんだろう……』



　
穴
 あな

 
掘
 ほ

 って埋めとけよ、という
強攻
 レツクス

 の言葉も耳に入らないようで。左半身はいやがる右半身を引っ張ってアイの頭を
撫
 な

 でたりハグしたりした。



『もうなんでも言ってくれたまえ。キリコ君の恩人でもあるんだ。多少の無理は引き受けよう。見たところ行商という向きではなさそうだから。欲しいのはガソリンかい？　それとも食料？　修理
交
 こう

 
換
 かん

 や病気にも対応できるからまかせてくれたまえ』



　右半身が左の顔を指さし。



『これこの通り半分しかないけど。この悪人
面
 づら

 はここいらではちょっとした顔役なんだ。どんな要求も聞き届けてくれるさ』



『……相棒、おまえ人の苦労だと思って……』



　それならば、とアイは言った。



「それじゃあ、入国したいんですけど」



　二人組もキリコも、その言葉を聞いてぴたりと固まった。



　しかし、もっとも
顕
 けん

 
著
 ちよ

 な反応を示したのはユリーだった。



「ちょっと失礼」



　右手でアイの
襟
 えり

 
首
 くび

 を引っ張り、左手で
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 をちょいちょいと招いて、三人は部屋の
隅
 すみ

 へ集まる。



「アイ」



「なんですか」



「君、なぜ入国なんてしたいんだ？」



「？　むしろユリーさんは入国しないつもりだったんですか」



「当たり前だ」



　ユリーはさらに声をひそめる。



「あの門を見ただろう。君たちが墓守だとばれたら、何をされるか──」



「言わなきゃばれないですよ」



　その言葉はある意味ただしい。表面的には墓守も人間も区別はつかない。



「……だが、危険はなるべく
避
 さ

 けるべきだ」



「それでも
 」



　アイは強い言葉でいった。



「それでも私は、この国を見てみたいです。私の村以外の
死
 し

 
霊
 りよう

 都市を、この目で見ずには、いられません」



　緑の
瞳
 ひとみ

 が熱をもち、
突
 つ

 き
刺
 さ

 すようにユリーを見つめた。



「ユリーさんが、入りたくないならそれで構いません。私はひとりでも、見に行きます」



「……こうなると思ったから、ここには来たくなかったんだ」



　とユリーは
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 き、



「……決意は固いのか？」



「はい」



「そうか、……もとより君の旅だ、君に従おう」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はどうするね？　とつづけてユリーが聞いた。



「ついてきても、危険なだけだぞ。できたらどこかの街で待機していてもらいたいのだが」



「いえ、是非
 、わたしも入国したいです」



　その、
滅
 めつ

 
多
 た

 にない積極的な言葉に、アイとユリーは少しおどろく。



「……
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん？　入国しても死者は埋めちゃだめなんですよ？」



「ええ、それは
了
 りよう

 
解
 かい

 しております」



「？　じゃあ、どうして……」



「声が聞こえるのです」



『は？』



「だれかが、私を呼んでいるのです」



　そう言って、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はオルタスの方角をぼんやりと
眺
 なが

 めた。



「……」



「……」



　アイとユリーは顔をつき合わせてさらに小声で相談する。



「……
疲
 つか

 れでしょうか」



「……分からん。さっぱり分からん」



「……大丈夫なんですかね……」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 を見る。やはりぼんやりとしたまま遠くを見ている。



「……ええい、くそ、どいつもこいつもよく分からん理由で行動しおって」



　ユリーは頭を
抱
 かか

 える。このメンバーで行動するようになってから、その動作はかなり板について洗練されていた。



「行くぞ」



「いいのですか？」



「いいも悪いもあるか」



　ユリーを先頭にずんずんと歩いて、三人はカウンターへと
戻
 もど

 った。



『…………会議は終わった？』



『お前ら早くしろよな。こっちゃ
暇
 ひま

 で暇で』



　二人組がおもしろがるように言った。



『さて、入国、っつー事だけれど。理由を聞かせて
貰
 もら

 えるか？』



「観光だ」



　やけっぱち気味にユリーがいう。



『ふむ、なるほど。わかった、許可する』



　あっさりだった。



「なんだ、簡単ですね」



『おっとっと、簡単、と言ってくれるか』



『そう言われちゃうと、さすがにこの悪人面も
報
 むく

 われないなぁ。なあキリコ君』



　二人組はにやにやと笑い。水を向けられたキリコはぶすりとしながら、



「……オルタスはこの通り、死者の街で、生者の入国は限られている。……
普
 ふ

 
通
 つう

 は
国
 こく

 
遣
 し

 や大商人しかはいれないものなんだ……観光、なんて
巫
 ふ

 
山
 ざ

 
戯
 け

 た理由で入国を許可された生者は、いままで一人もいない」



「え？　じゃあどうして……」



『感謝している。そう言ったろう？』



　
悪疫
 ポツクス

 と
強攻
 レツクス

 が、その場ですっと背筋を
伸
 の

 ばし、



『申し
遅
 おく

 れましたが。あなた達に感謝を……キリコ君を助けてくれてありがとう』



『保護者を代表して、深く、お礼申し上げるぜ』



　深く、頭を下げた。



『
大
 たい

 
概
 がい

 の無理を聞くとは言ったが、まさか入国とは
恐
 おそ

 れ入ったぜ。んじゃ、いっちょ書類を書いてもらおうかな』



『えーと、入国関係の書類はどこだったかな。お～いキリコ君。教えてくれ』



　二人組は
二人
 ふたり

 
言
 ごと

 をいいながらカウンターの向こうに行き、
奥
 おく

 の
棚
 たな

 から何十枚も書類を引っこ
抜
 ぬ

 いて三人に
渡
 わた

 した。インク
壷
 つぼ

 が開けられ、ペン立てが並べられる。二本の腕は別々の意思によって
操
 あやつ

 られて、どんな音楽家にも出来ないような独特のリズムを
刻
 きざ

 んで作業された。



　そして三つのサインと引き
替
 か

 えにもらった一枚のカードを、アイは目の前に
掲
 かか

 げた。そこには自分の名前と
歳
 とし

 と（十五
歳
 さい

 と書いてある。
噓
 うそ

 だけど）
髪
 かみ

 と眼の色が書いてある。



　なんでかちょっとうれしかった。



　そしてカードの真ん中には今日の日付と、出ていく日付があった。



『七日間。そんなところだな』



　それが一つの街に
滞
 たい

 
在
 ざい

 する上で長い時間なのか短い時間なのかも分からない。



『よし、これで手続きはすべて
完
 かん

 
了
 りよう

 。──さてみなさん』



　
強攻
 レツクス

 がぱちんと指を鳴らしてカウンターに両手をついて一行を見回す。
悪疫
 ポツクス

 がそこから自分の右手をついと引き上げて胸に当てる。



　そして二人はまったく同じタイミングで頭を下げた。



『オルタスへようこそ』
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　街門をぬける。



　視界がパッと開けて赤い
壁
 かべ

 に
閉
 と

 ざされていた風景が解放された。



　正面には太陽と、城と、
丘
 おか

 と、そこまでにいたる
色
 いろ

 
鮮
 あざ

 やかな緑があった。



　丘までの
僅
 わず

 かな平地を、青々とした小麦がうめている。アイの知る山のものよりも
幾
 いく

 
分
 ぶん

 生長が早いようで、もう、
穂
 ほ

 をつけそうな色をしていた。



　何人かの農夫が
畦
 あぜ

 の中腹に
腰
 こし

 を下ろして畑を見ている。



　アイはああいうときの大人がどんな会話をするのかよく知っていた。『今年はいいぐあいだね』とか『ああ、そうだねぇ』とか、
益
 やく

 
体
 たい

 も無い事を延々と言い合うのだ。



　
荒
 こう

 
野
 や

 の灰色にすっかり慣れていた瞳は、
突
 とつ

 
然
 ぜん

 の緑に不意打ちされて、すっとその色を深めた。



　農夫のひとりがふと、こちらに気付いて
誰
 だれ

 とも知らずに手を
振
 ふ

 った。他の者達もあとに続いて、アイは
目
 め

 
尻
 じり

 を
擦
 こす

 りながらほんの少しだけ手を振り返した。



　くるまはゆっくりと、だが確実に彼らを置いて先へと進んだ。



　やがて太陽が丘の向こうで赤くなるころ、一行は丘のたもとへと着く。



　そこから先はまさに街だった。建物がすべてアパートメントに変わり、通りの一階には商店が入って
人
 ひと

 
気
 け

 が多い。



　オルタスの街なみは、
全
 すべ

 て石で出来ていた。大理石、タイル、焼き
煉
 れん

 
瓦
 が

 、それらの
欠片
 かけら

 が組み合わさって
狭
 せま

 い土地に縦長のアパートメントが
隙
 すき

 
間
 ま

 無く建てられている。



　道はしっかりと整備され、そこかしこに遊びが設けられて広々としている。各家々は競うように
玄
 げん

 
関
 かん

 や出窓を草木で
彩
 いろど

 り、余った場所には必ず季節の
鉢
 はち

 が置かれていた。いまも道の
端
 はた

 で
老
 ろう

 
婆
 ば

 がユモクダイラの
鉢
 はち

 
替
 が

 えをしている。子ども達が笑いながら風のように
駆
 か

 け抜ける。道ばたで老人達が色
煙草
 たばこ

 の
煙
 けむり

 を七色に
吹
 ふ

 き出しながら、遊びのような
賭
 か

 けをしている。



　みな、当然、死んでいた。



　死者は、古い洋服を
脱
 ぬ

 ぎ捨てたように、筋肉の干上がった骨と皮の体をしていて、若年層にいくほど異形の姿をしていた。



　スーツを着た骨。足りない体重を補うために体中に
鎖
 くさり

 を巻き付けた人足。レースのお化けみたいに洋服と一体化した婦人。自らの手足を捨てて義手義足に切り替えた人形のごとき少年。図書館の本を左
脇
 わき

 に、
己
 おの

 が首を右脇に抱えた文学青年。



　おおくの生者は、それを化け物のように見てきた。彼らの反応はただ一つで、オルタスの通りを
地
 じ

 
獄
 ごく

 の
百
 ひやつ

 
鬼
 き

 
夜
 や

 
行
 こう

 でも
目
 もく

 
撃
 げき

 したが
如
 ごと

 く
怯
 おび

 えて『とんでもないところにきた』とばかりに帰国の準備を早めるのだ。そんなことが多くありすぎて、キリコはもはや彼らに対する
怒
 いか

 りすら感じなくなっていた。



　しかし、アイの反応はそのどちらでもなかった。



　アイはぼうっと、
魂
 たましい

 を抜かれたように後部座席の窓に張り付いて、そこにいる人達の表情を見つめていた。分かりやすく、こわい
外
 そと

 
見
 み

 にはなんの反応も示さず、ただ流れる人々の
瞳
 ひとみ

 を見ていた。



　異形の死者も、普通の死者も、その顔には笑顔があった。親しい人や仲間達と
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に、喜びを分かち合う。ごく普通の
笑
 え

 
顔
 がお

 があった。



　いま、母親の
腕
 うで

 に
抱
 だ

 かれた
赤
 あか

 ん
坊
 ぼう

 がこちらを向いてきゃっきゃと笑った。アイは
驚
 おどろ

 くのでも
哀
 あわ

 れむのでも
怒
 おこ

 るのでもない、空白の
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべてちょんと手を振った。



　そしてまったくの
唐
 とう

 
突
 とつ

 にひと
粒
 つぶ

 だけ
涙
 なみだ

 を流した。



　キリコは
慌
 あわ

 てて前を向いて顔を
逸
 そ

 らす。なにか、とても見てはいけないものを見てしまった気がした。なぜか自分は、自分だけは
 けしてそれを見てはいけない気がした。だから、前を見た。視線のさき、もう、よるのいろになってしまった空の下に、いまの涙と同じいろをした一番星が、お城に明かりをおとしていた。



『わぁ……』と後ろから声がした。姿は見えなくても、同じ景色を見ているのだと分かった。
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寮
 りよう

 につく
頃
 ころ

 には、辺りはすっかり暗くなっていた。この
期
 ご

 に
及
 およ

 んでギアにまで不調を見せ始めた車でなんとか坂を上り、ヘッドライトの右電球だけを
 
瞬
 またた

 かせながら、一行はなんとか
駐
 ちゆう

 
車
 しや

 
場
 じよう

 に入る。



　寮は、街のアパートメントとは
違
 ちが

 ったおもむきの、石造りの背の高い建物だった。辺りに民家は一つもなく、ここだけ
喧
 けん

 
噪
 そう

 から取り残されたように
離
 はな

 れていた。



　駐車場は
奇
 き

 
妙
 みよう

 に広く、地面も土で、よく
踏
 ふ

 み固められていた。一行は荷物を下ろして建物に向かった。月が、まだ欠けはじめたばかりの明るい夜だった。



「一年前までは学校だったんだ」



　歩きながらキリコが説明する。さっきのが運動場、向こうが男子寮で反対が女子寮。そっちの校舎はいまは
閉
 へい

 
鎖
 さ

 中。



「ふうん……」



　アイが気のない様子で返事をする。



「……君たちに、言っておくけど」



　キリコはそれを見て、言おうか迷っていた言葉を口にした。



「助けてくれてありがとう。感謝している。……だけど、君たちの滞在を、ぼくはよく思っていない。オルタスは死者の街だ。死者だけの街だ。あんな
巫
 ふ

 
山
 ざ

 
戯
 け

 た理由で生者が入っていいはずがない。……
僕
 ぼく

 に権力があったら。絶対にこんな事はさせなかった」



「はぁ……だったら、どうして……私たちを入れたんですか……」



「僕が入れたわけじゃない！　上司に逆らえるわけないだろう!!
 」



「ああ……そう……ですか」



　アイは気のない返事をする。それがキリコを
苛
 いら

 つかせる。



「用事が済んだら、すぐにこの街を出ていってほしい」



「……はぁ、キリコさんは、変なことを、言いますね……」



　荷物を
抱
 かか

 えた小さな体がふらふらしている。



「……なんだって？」



「そういうあなたこそ、生者じゃないですか
 」



　キリコは
沈
 ちん

 
黙
 もく

 した。



「……………………変な、……キリコ……さん」



「……アイ？」



　様子がおかしい。



　アイはふらふらと右に左に船をこぎ、ついに足を
絡
 から

 めて右に
傾
 かし

 いだ。



「アイ！」



　
間
 かん

 
一
 いつ

 
髪
 ぱつ

 、キリコが左手を
捕
 つか

 まえて、
転
 てん

 
倒
 とう

 だけは
免
 まぬか

 れた。



「今日は、色々あったからな。頭が
疲
 つか

 れてしまったんだろう」



　ユリーが腕をひょいと
伸
 の

 ばして、アイのザックを取り上げた。アイはすぐさましゃがみ込んで、うつらうつらし始める。その姿は本当におさない子供のようだった。



「──すまんがキリコ、背負ってやってくれないか？」



「え？　あ、うん」



　背中を向けるとアイは全自動な動きで首に手を回し。だらーんと力を
抜
 ぬ

 いてしまった。キリコは両足を脇に抱え込んでよいせっと立ち上がり、それからようやく、『あれ？　なんでぼくが？』という気持ちになったが、
今
 いま

 
更
 さら

 ユリーと代わるのも
妙
 みよう

 だった。



　アイはすぐに、すーすーと
寝
 ね

 
息
 いき

 を立てはじめた。その顔は真っ白に疲れ果て、目尻だけが赤く
傷
 いた

 んでいた。



「……ねえ、ユリーさん」



「なんだ」



「この子……いくつ
 ？」



　そのときキリコは、自分がルールを破ったことに気付かなかった。



「さてな、本人に聞いてくれ」



　その時アイが声を上げた。



「……だから、寝てないですってば……………………むにゃむにゃ……」



「そういう寝言かよ」



　キリコはアイを背負い直し、寮へと向かった。





　　　　II






　朝起きたら朝じゃなかった。



　アイは、ぼ──っとベッドの上で上体を起こし。まったく
記
 き

 
憶
 おく

 にない部屋とか、全然よく分からない
状
 じよう

 
況
 きよう

 とかを全部スルーしてふぁあああっ、と、おおきな
欠伸
 あくび

 をした。



　歯の全部と舌の裏側、はては声帯までを大気にさらしてから、ハプッと閉める。



　…………どこだろここ。



　部屋は暗いが、どこからか暖かい光が
漏
 も

 れてホコリを空中に浮かせている。



　右を見るとベッドがもう一つあり、その向こうの壁に
化
 け

 
粧
 しよう

 台とクローゼットが並んでいる。



　空気は静まりかえって、辺りにはなんの音もない。



　アイは半開きの眼をゆっくりと左に移動させて部屋の残りを見ていった。
扉
 とびら

 、
本
 ほん

 
棚
 だな

 、机と
椅
 い

 
子
 す

 が一つずつ、



　そして左の壁、



　そこにはカーテンが引かれた窓があった。



「………………ぃしょっと……」



　シーツを泳ぐようにしてベッドを抜け出す。
裸足
 はだし

 の足を
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 にのせてぺたぺたと歩く。



　窓は分厚いカーテンに
覆
 おお

 われて部屋を暗く保っていた。それでも光は力強く回り込み、カーテンの
縁
 ふち

 をちりちりと白く焼いている。
爪
 つま

 
先
 さき

 にふる光の粒がホコリをキラキラと
舞
 ま

 い上がらせて部屋の
奥
 おく

 へと運んでいた。



　開く。



　瞳を閉じてなお、痛い
程
 ほど

 の光が眼の奥を
叩
 たた

 いた。体の
隅
 すみ

 
々
 ずみ

 まで暖かさが通り抜けていって、
寝
 ね

 
起
 お

 きのもやもやした感じが燃えるように
消
 しよう

 
滅
 めつ

 していった。



　そしてアイはオルタスを見た。



「うわぁ……」



　すぐに
鍵
 かぎ

 にかじり付いて窓をひらく、吹き込む風に
煽
 あお

 られて
前
 まえ

 
髪
 がみ

 とカーテンがぶわっと
膨
 ふく

 らむ。アイはきゃーと
叫
 さけ

 びながら飛び上がって
窓
 まど

 
枠
 わく

 に胸をのせて外へと乗り出す。



　右から左へ、流れる
勾
 こう

 
配
 ばい

 が白い
瓦
 かわら

 に
埋
 う

 め
尽
 つ

 くされて
輝
 かがや

 いている。視線を下げると麦畑の緑が見え、さらにその向こうには
街
 がい

 
壁
 へき

 の赤い煉瓦が見えた。



　そして右手の
丘
 おか

 の頂上には、やみいろのお城。



　アイはわくわくを止められずにすぐさま頭を引っ込めた。着地でよろけて二歩、あとずさり、そのままの勢いでくるりとまわってクローゼットへ
突
 とつ

 
撃
 げき

 する。窓と同じようにばたん！　と勢いよく開けると、そこには
綺
 き

 
麗
 れい

 に
吊
 つ

 られたコートとキュロットがあった。



　そういえば、と思って自分の姿を見下ろすと。いつものシャツとパンツ姿だった。



　
誰
 だれ

 が
着
 き

 
替
 が

 えさせたのだろう？　とアイは当然の疑問を持った。



　キリコ、は無いだろう。ユリー、……あり得そうな話である。あのデリカシー無し大男がまったくのお父さん感覚で
脱
 ぬ

 がしたのかもしれない。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 。うん、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がいい。



「……アイ？」



　そんな事を考えていると背後から当人の声が
掛
 か

 かった。そちらを見るともうひとつのベッドで
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が横になっていた。



「おはようございます！　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん！　朝ですよ！」



「……いいえ、昼です」



「え？」



　ハイテンションにローテンションで返されて、アイはコートを
漁
 あさ

 って
懐
 かい

 
中
 ちゆう

 時計を引っ張り出した。時計の針は丁度お昼を指していた。



　そういえば太陽の光もだいぶ高いところから差していたなと思い出す。



「え。……どうして起こしてくれなかったんですか……」



「……起こしましたよ……」



　非難がましくいうと、さらに非難がましく言い返された。



　聞くところによると傷持ちとユリーで起こしたのだが、アイはぐっすりと
眠
 ねむ

 りこんで
挺
 て

 
子
 こ

 でも起きなかったらしい。



「……まさか昼まで眠るとは思いませんでしたよ。少し感心しました……」



　アイは少し照れて頭を
搔
 か

 き、気になっていた事を聞いた。『自分の服を脱がせたのは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 か？』。傷持ちは『その通りだ』と
頷
 うなず

 いた。よし。



「……アイは、いつも元気そうですね……」



　そういう
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は、よく見ると元気がない。いまもベッドから起きてくる様子もなくて、シャツ一枚で
布
 ふ

 
団
 とん

 の中で体を丸めている。



「どうしたんですか？　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さんも
寝
 ね

 
坊
 ぼう

 ですか。それとも食べ過ぎ？」



「……なんでしょう。これが不快という感情でしょうか。……アイ。いろんな意味であなたと
一
 いつ

 
緒
 しよ

 にしないでください」



　アイはぺたぺたと絨毯を歩いて
枕
 まくら

 
元
 もと

 へ行き、おでこをくっつけて熱を測った。ない。顔色もけして悪くない。
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「気持ち悪いんですか？」



「……胸が、痛むんです。それと頭痛と、
吐
 は

 き
気
 け

 も少し……」



「ふむ。例の『声』はまだ聞こえますか？」



「ええ……」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はすっと前方に目をやる。



「本当は、この声の出所を
探
 さぐ

 りたいのですが……」



「だめです。寝てて下さい」



　はい……。と
素
 す

 
直
 なお

 な返事がかえる。



「…………どうしましょう。お医者様を呼びますか？」



「どうなのでしょう……墓守を
診察
 み

 れる医者が、いるのでしょうか」



「いないんですか？」



「さあ、どうでしょう……」



「………………それ以前に、墓守って病気になるんですか？」



「聞いた事がありませんね……」



　アイ自身は、年に一度くらいのペースで
風
 か

 
邪
 ぜ

 を引いたりしていたが。それは当てはまらないようだ。



「ユリーが、いま、出かけるついでに薬を買ってきてくれるそうです。とりあえずそれで……様子を見ようかと……」



「あ、そうなんですか。ユリーさん、出かけたんですか？」



「ええ、なんでも車の修理だったり、ものを仕入れたり、
忙
 いそが

 しそうでした……」



　そうだ、書き置きがあります、といって
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は四つに折られた紙片をよこした。



　そこには、



〝絶対に、外を出歩くな〟



　という意味の言葉が百倍ほどの文字数で細かく書いてあった。──〝死者には危険なものもおおいから出歩くな〟とか〝
面
 めん

 
倒
 どう

 をおこすと
厄
 やつ

 
介
 かい

 だから出歩くな〟とかはまだ分かるが、〝今の季節は
喉
 のど

 に悪い〟とかはもうただの心配だし〝車に気をつけて〟とかはむしろ出かけるときの注意だ。



　アイは、そっと、その紙を飛行機にして窓から放った。お小言のインクをたっぷり吸って重たいはずの紙は、解放されたようにオルタスの青い空へと高く飛んだ。



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん」



「……はい？」



　アイはそわそわしながら聞いた。



「正直に答えてください。私の看病は必要ですか？」



「いえ、ぜんぜん」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は『これっぽっちも』のジェスチャーをした。



「むしろアイはうるさいので
邪
 じや

 
魔
 ま

 です。──食事にでも行かれては？」



「そ、そこまで背中を
押
 お

 してもらいたかったわけではないのですが……」



　アイは少し傷つきながら、とりあえず着替えをすませた。キュロットとソックスを
履
 は

 いてブーツの
紐
 ひも

 を
締
 し

 め。シャツを替えて
髪
 かみ

 の
毛
 け

 をくくる。そうして最後に麦わらを
被
 かぶ

 ってコートを羽織り、



　窓まで歩いて、



「閉めますか？」



「……ええ、カーテンも」



　窓と、カーテンを閉める。



「じゃあちょっと、食事に行ってきますね」



　ドアの
脇
 わき

 に立ってアイがいう。



　食事に行くなら
帽
 ぼう

 
子
 し

 もコートもいらないと思うが、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
指
 し

 
摘
 てき

 しなかった。



　かわりにいそいそと出ていこうとする背中に〝入国カードは持ったのか？〟と声を掛けた。



　アイのばつの悪さは相当のものだった。
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　さて、そうしてを部屋を飛び出したアイだが、当然、目的なんかなかった。



　ひとまず
廊
 ろう

 
下
 か

 を出て右左を確認し、階段を見つけて一階まで下りる。こういうときはなんとな～く見つかってはいけない気がして
忍
 しの

 び
足
 あし

 になった。一階階段の前で案内板を見て、水場をみつけて顔を洗い、ついでにごくごくと水を飲む。



　
寮
 りよう

 には生徒達の
面
 おも

 
影
 かげ

 がたくさん残っていた。
掃
 そう

 
除
 じ

 当番の書かれた黒板には最後の
罰
 ばつ

 当番がいまだ残され。
傘
 かさ

 
立
 た

 てにはなぜか
昇
 しよう

 
球
 きゆう

 
技
 ぎ

 のバットがささっている。
玄
 げん

 
関
 かん

 に
飾
 かざ

 られたケースには多数の賞状とトロフィーが並び、それ自体忘れられたかのような忘れ物箱にはいまも持ち主を待っているいじらしいブルーのノートがあった。アイはそれらをぱらぱらと
捲
 めく

 って読んだりした。



「ところですごくお
腹
 なか

 が
空
 す

 きました」



　二階と三階の間にいた、
石
 せつ

 
膏
 こう

 製の誰かエライ人に向かってアイは宣言し、ちょっとばかり
大
 だい

 
胆
 たん

 に寮を
探
 たん

 
索
 さく

 し始めた。とにかくキリコかユリーを見つけてご飯を手に入れようと思った。一階を重点的に回って、玄関を
覗
 のぞ

 きなおしたり、守衛室を冷やかしながら歩いて行く。なかなか興味深い物もおいてあるが、いまは食い気が優先された。



　そうしてアイは食堂を覗き、てくてくと横断して食器の
戻
 もど

 し場を不思議そうに見上げた。



　そしてそれはキッチンにいるケラ・ヴェナからは丸見えだった。



「そんなところで何をしてるんだい」



　すっかり油断していたアイはひゃ！　と飛び上がって声の主をきょろきょろと探した。



「こっちだよ」



　食堂とキッチンを
繫
 つな

 ぐカウンターから、ケラが顔を出してアイを見ていた。



「は！　はじめまして！　アイ・アスティンと申します！」



「はいよ。はじめまして。あたしはケラ・ヴェナ。ここの管理人
兼
 けん

 コックだよ」



　アイはびしりと気をつけ！　をして、お腹の底から声を出した。



「あ、あの！　二階の
地
 ち

 
球
 きゆう

 
儀
 ぎ

 は最初から外れてたんです！」



「……いきなりなにを言い訳してるんだい……おもしろい子だねぇ」



　そういってケラはすぐにキッチンに
引
 ひ

 っ
込
 こ

 んだ。アイはどうしていいか分からず。しばらくその場に
突
 つ

 っ
立
 た

 っていた。



「ほら」



　と、戻ってきたケラがカウンターに
盆
 ぼん

 を
載
 の

 せた。



「？　なんですかこれ？」



「食事だよ。いらないのかい」



　少し
背
 せ

 
伸
 の

 びして盆を覗く。するとそこにはほかほかのパンと具がたっぷり入ったシチューがあった。



「いただきます!!
 」



　アイはそれを大急ぎでテーブルに運び。声も高らかに
叫
 さけ

 んだ。







「ごちそうさまでした!!
 」



　たったの数口でパンとシチューを食べ
尽
 つ

 くしたアイは、キッチンへと食器を返す。



「あの、おいしかったです……」



「そうかい。ありがとさん」



　ケラはキッチンの
椅
 い

 
子
 す

 に
腰
 こし

 
掛
 か

 けたまま、新聞から目を
離
 はな

 さずに返事をした。彼女はふっくりと
固
 かた

 
太
 ぶと

 りした中年の女性で、少し皮肉気な
笑
 え

 みを常にたたえている人だった。



　アイはカウンターに両手をのせて顔を乗り出し、



「死者なのに。お料理。上手ですね」



　ぱーん！　と神速で盆が
振
 ふ

 り下ろされた。アイは痛みよりも、何をされたのか分からなくて目をぱちぱちと
瞬
 まばた

 かせた。



「あんた、そういうときは『お料理上手ですね』だけでいいんだよ。『死者なのに』とか余計なお題目のっけてんじゃないよ。なんだい？　死んでたら飯をうまく作っちゃいけないのかい？　よおし、それならあんたに、いっちょ味覚に
頼
 たよ

 らないケラ
小
 お

 
母
 ば

 さんの科学料理講座を
聴
 き

 かせてやろうかい」



「あ、や、その、すみませんでしたー!!
 」



　カウンターの下に落っこちたアイは、再び顔を出して
謝
 あやま

 った。



　ケラはその前にコトリコトリとカップを置いた。ほんのりと苦いお茶のかおりがした。



「お上がり」



　コップは二つ。小さいのと大きいのがあった。アイは少しだけ迷ったあと、
遠
 えん

 
慮
 りよ

 して
玩具
 おもちや

 のように小さいほうのカップを取る。



「苦っ！」



　お茶は
粘
 ねん

 
度
 ど

 さえ感じられるほど
濃
 こ

 く、熱く、そして苦かった。



「おばか。そっちはあたし用だよ」



　ひょいとアイの手から茶器を取り上げて、ケラは暗黒の液体を
舐
 な

 めるように飲んだ。



「あんた、デヴァ茶は初めてかい？」



　舌を外に出したままコクコクとうなずく。苦すぎて返事も出来ない。



　お茶はオルタスの特製で、死者が飲む一番茶はとにかく濃くて苦くつくられていた。アイは押してよこされた大きいほうのカップを
慎
 しん

 
重
 ちよう

 に口に運ぶ。そこに入っているのは二番茶を半分に
薄
 うす

 めた〝生者用〟だった。



　ケラは、気まぐれのようにアイの世話を焼き、また、ふとキッチンに戻って
煮
 に

 える
鍋
 なべ

 を見にいった。アイはその背中に大きな声を
掛
 か

 ける。



「あ、あの！」



「なんだい」



「ユリーさんとキリコさんを知りませんか!?
 」



「大男なら朝からでかけたよ」



　車を修理工に見せに行ったらしい。電信所と薬局の場所も聞かれたからそっちにも寄ってくるんだろう、とケラはいった。



「キリコの
坊
 ぼう

 やは仕事だね。夕方には帰ってくるんじゃないかね」



「キリコさんはここに住んでいるんですか？」



「そうだよ……ああ、城に行ったのなら、やっぱり夜になるかもね」



「お城？」



「
姫
 ひめ

 さまに会いにね」



　そういえば彼は、初対面で自分を姫と
間
 ま

 
違
 ちが

 えた。



「キリコさんは、お姫様と知り合いなんですか？」



「ああ、そうだよ。
恐
 おそ

 れ多くも友人あつかいしてそうだよ──なんだい、なんにも言ってないのかいあの子は」



「いろんなところで
下
 した

 っ
端
 ぱ

 をやっているとしか……」



「下っ端なのは確かだよ。ここではあたしの子分だし。お城では姫さまの子分だしね」



　へぇーとアイは感心し、お茶をずずずと飲み干した。



　ごちそうさまをして、カウンターに茶器を返す。



　さて、と時計を見るとお昼をすこしまわっただけで、一日はだいぶ残っていた。



　しかし、何もする事がない。



　アイはカウンターに
頰
 ほお

 
杖
 づえ

 をついて
忙
 いそが

 しそうに動き回るケラを見たり。こちこちこちこちと時間を刻む時計の振り子に耳を
澄
 す

 ませたりした。



　こんな風に何もしていない時間が出来たのは、村を出て以来だった。



「あの」



　アイはすぐに、じっとしていられなくなった。



「あの、わたしも出かけて来ていいですか？」



　ケラは苦い顔をして、



「大男はなんて言ったんだい？」



「なにも言い
 ませんでした」



　言ってはいない。本当だ。



「……なら別に、あたしに止める理由はないね。──だが気をつけるんだよ、オルタスが閉じてはや九年、みんなもう、生者との付き合い方なんか覚えちゃいないんだ」



「そうなんですか？」



「そうだよ」



「でも、ケラさんは、……なんか、
普
 ふ

 
通
 つう

 ですよね」



「そりゃ、料理人
 だからね。それなりに付き合いはあるよ──で、あんたは
何
 ど

 
処
 こ

 に行くんだい」



「昨日、来る
途
 と

 
中
 ちゆう

 にみた〝仮面通り〟に行ってみようかと思いまして……」



「ああ、あそこならいいね。──入国カードは持ったかい？」



　アイは新品のカードを見せびらかす。



「道に迷ったり、何かトラブルがあったら、その辺の人間にそれをお見せ。なるべく建物に入ってる店の人間がいいね。──あとはじゃあ、あんた、これをつけてお行き」



　ケラがキッチンの
棚
 たな

 から、
場
 ば

 
違
 ちが

 いな物を取り出して
渡
 わた

 した。



「お面？」



「仮面通りに行くのに、面をしてかないでどうするのさ。……それにあんたちょっと目立つからね。
厄
 やく

 よけだよ」



　面は異国
情
 じよう

 
緒
 ちよ

 ただよう
子
 こ

 
狐
 ぎつね

 の面で、昨日見た不思議な死者達の
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 によく似ていた。



　厚紙と、
糊
 のり

 の
匂
 にお

 いが鼻につく。



「似合いますか？」



「いいじゃないか。
髪
 かみ

 を下ろしてごらん。……あとはそうだね、コートはやめてこっちの『はおり』を引っかけて行きな」



　金の髪が
肩
 かた

 から落ちて背中を
叩
 たた

 き、黄色のブランケットがその身を包んだ。



　
麦
 むぎ

 わら
帽
 ぼう

 
子
 し

 を
被
 かぶ

 った、金毛の子狐がそこにいた。



「いいじゃないか。デビューしといで」



　アイはすこし楽しくなり「コン！」とひとなき。



　昼の街へと走っていった。
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猫
 ねこ

 、馬、
鬼
 おに

 、
猿
 ましら

 、
鷲
 わし

 、
竜
 りゆう

 、
鼬鼠
 いたち

 、牛、
虎
 とら

 、象、
梟
 ふくろう

 、
面
 めん

 
頰
 ぼお

 、死に顔、生き顔、



　通りは仮面で
溢
 あふ

 れていた。建物の
壁
 かべ

 という壁は売り物の面で
埋
 う

 め尽くされ、店主はもちろん、道行く人の多くもその顔に第二の顔をはりつけている。
仮面舞踏会
 マスカレイド

 でもなく、全くの
普
 ふ

 
段
 だん

 
着
 ぎ

 で仮面をつける人々の姿は白昼夢のように現実感がなかった。



　オルタスにおける仮面の
需
 じゆ

 
要
 よう

 は大きい。



　死者の多くは、みな己の顔をなにかで
装
 よそお

 って過ごしていた。小は
化
 け

 
粧
 しよう

 、大は整形までと
幅
 はば

 
広
 ひろ

 いが、その中でもっとも手軽な手段として仮面は市民権を得ている。



　仮面通りはそんな市民の要望に
応
 こた

 えるべく、
露
 ろ

 
天
 てん

 の安物から専門店の受注生産品まで、ずらりと
揃
 そろ

 えて待ち構えていた。



　通りは
緩
 ゆる

 やかな
勾
 こう

 
配
 ばい

 にあって十分に広く、買い物客以外に冷やかしもいて。またそれ目当ての
喫
 きつ

 
茶
 さ

 
店
 てん

 も多かった。



　その、一角。



　通りの外れの、さびれた露店の
面
 めん

 
棚
 だな

 に
隠
 かく

 れるようにして、
一
 いつ

 
匹
 ぴき

 の子狐がいた。



　子狐は生まれてはじめて巣穴から外を見るように、恐る恐る看板から顔をだしていた。面にあいた二つの穴の
奥
 おく

 には、どきどきとわくわくを足して倍にしたような緑の
輝
 かがや

 きがあり、いままで見た事がない暴力的なまでの街の
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 と、その
全
 すべ

 てが死者であるという事実を見つめていた。



「おい、そこのチビ」



　いい加減にしびれを切らしたのか、となりで店番をしている、年若い
雄
 おす

 ライオンが言った。



「棚が見えねーだろ。買わねーなら、どいてくれ」



　子狐がくるりと振り返る。ライオンの店は通りにありふれたポピュラーなもので、
梯
 はし

 
子
 ご

 の
横
 よこ

 
幅
 はば

 をぐんと広くしたような棚に面を
飾
 かざ

 れるだけ飾り、その前に店主が
座
 すわ

 って客引きをする。この手の露店はたいがいが売り出し中の仮面職人の店で、
腕
 うで

 の差が激しく、売り上げを左右するのはもっぱら売り子の力量である。その点からみるとライオンは落第点もいいとこで、店の前のすり切れた
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 にどっしりと座り
込
 こ

 んで、客をほっぽり出して手元の
素
 す

 
面
 めん

 の仕上げに専念している。子狐に投げた言葉は明らかに方便だった。



　子狐は言われたままの姿勢で今度はライオンをじーっと見つめ、ふと、棚から離れた。そしてそのまま
何
 ど

 
処
 こ

 ぞに去るかと思ったら。なぜかライオンの
隣
 となり

 にぺたんと座り込んでしまう。



「……おい」



「あ、や、その、すぐにどっか行きますので……ちょっと、
疲
 つか

 れちゃいまして……」



　ライオンはようやく手元から顔を上げ、まともに子狐の
面
 かお

 をみる。



　
獅
 し

 
子
 し

 面にあいた二つの穴から
驚
 おどろ

 きがもれた。



「おい狐、おまえその面、どこで手に入れた」



「これですか？　これは借りたものですよ。ケラさんから」



「……ああ、そういうことか。なるほどね」



　ライオンは勝手に疑問を解決して
頷
 うなず

 き、あとは手元の作業に
戻
 もど

 って、もう立ち去れとは言わなかった。



　とりあえずそこにいる事を許された子狐はふう、と
吐
 と

 
息
 いき

 を
漏
 も

 らして仮面の下の
汗
 あせ

 を
拭
 ぬぐ

 う。



　なんか、疲れた。



　アイはあたらしいものを大量に見て、疲れてしまった
瞳
 ひとみ

 をしばし閉じ、通りのざわめきだけを聞きながら
膝
 ひざ

 を
抱
 だ

 いて座った。不規則に流れる雑音の中で、ライオンの木面をけずる音だけが、しゃき、しゃき、と一定
間
 かん

 
隔
 かく

 で
刻
 きざ

 まれている。
暗
 くら

 
闇
 やみ

 の中で音は
心
 ここ

 
地
 ち

 よく、疲れとも
眠
 ねむ

 
気
 け

 とも取れるような不思議な
倦
 けん

 
怠
 たい

 感が体に満ちた。



　うっすらと目を開けると、夢のような風景があり。現実感はどこか遠くへ行ってしまった。



「ん」



　ふと、
肘
 ひじ

 にあたる
感
 かん

 
触
 しよく

 で顔を起こした。そちらを見るとライオンがなにか
小
 こ

 
袋
 ぶくろ

 を
突
 つ

 きだしていた。



「……なんですかこれ？」



「
香棒
 フレーバーステイツク

 。疲れが取れる」



　
袋
 ふくろ

 に入っていたのは
香
 こう

 
草
 そう

 を
煮
 に

 
詰
 つ

 めて
柔
 やわ

 らかくしたものだった。アイは一本を手にとって仮面の下からそっと口元に運ぶ。



「わ！　すごいミント！」



「だから、疲れが取れるんだ」



　面の下でライオンがくつくつと笑う。スティックは
清
 せい

 
涼
 りよう

 感の固まりみたいでびっくりした。だが
嚙
 か

 み続けるとなかなかおもしろい味だった。眠気が
吹
 ふ

 き飛ぶ味だった。



「なんか、飲み物が
欲
 ほ

 しくなりますね。単純にお水が合いそうです」



「飲み水なんてここらにゃねーよ。──それにおまえ、便所に行きたくなったらどうするんだ。それだってオルタスには数えるほどしかねぇんだぞ」



「え？　そうなんですか？」



「たりめぇだろ。
死者
 おれら

 は食うもん食わなければ、出すもんも出さねえんだからな。
生者
 おまえら

 とは
違
 ちが

 うよ」



　そこで
珍
 めずら

 しく客が来た。店主も店主なら客も客なのだろう、二人はひとことも会話を
交
 か

 わさずに指の動きだけで商談をこなした。



　猫面猫耳のお客が帰るまで、アイはまち。



「どうして、私が生者だと気付いたんですか？」



　麦わらと仮面とブランケットのおかげで、
肌
 はだ

 は一カ所も出ていない。一見して生者には見えないはずである。現に昨日は車に乗っていても注目されたのに、今日は
誰
 だれ

 も気にとめていない。



「その面」



　ライオンは仮面の下から嚙み終えたスティックを取り出してくず入れに捨ててから、



「それ、学校を出るときに俺が作って、
小
 お

 
母
 ば

 さんにあげた
奴
 やつ

 だ」



「？　それで分かったんですか？」



「──そうじゃなくてもてめぇ、水飲みてぇとか、疲れたとか言ってる時点でおやっと思うだろが。全然隠せてねぇぞ」



「別にそこまで隠す気もないですよ」



「そこは隠しとけよ
馬
 ば

 
鹿
 か

 。トラブルの元だ」



「む、なんでですか」



「たとえば、だ」



　ライオンが
顎
 あご

 を引いて面を
傾
 かたむ

 けた。すると面のおうとつに
影
 かげ

 が流れ込んで、そこに表情を作り出した。
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　獅子面は、倦怠と
怒
 いか

 りを表した。



「お前が、死者で、目の前に生きている奴が居たら、どう思う？」



「……わかりません」



「たとえば、俺が、お前を見て、どんな感情を抱いていると、思う？」



「……わかりません」



　
羨
 うらや

 ましくないと言ったら
噓
 うそ

 になる。とライオンは言った。



「死んでる奴の前で、
生
 せい

 を見せびらかすなんてまね。やめときな」



「……」アイは、小さく、うなずいた。



「……すみません」



「あやまるこっちゃねぇよ。…………本当はそんなもん、全部こっちの問題なんだからな。お前は生きてて、俺らは死んでる。ただ、それだけの話だよ。お前が申し訳なく思うこっちゃ、ねぇさ」



　
慰
 なぐさ

 めの言葉をもらっても、アイは小さくなったままだった。



　ライオンはそれを見て落ち着かない様子で膝を
揺
 ゆ

 すらせ、へこんでいる子狐に
香棒
 フレーバーステイツク

 の袋を突きだした。



「
辛
 しん

 
気
 き

 くさい顔してんじゃねぇよ。食え」



「え、でも、まだ口の中にさっきのが……」



「ああ、じゃあもう、全部もってけ！」



　ぐいと手元に押し込まれる。



　ライオンはふんと鼻を鳴らして、
苛
 いら

 
立
 だ

 たしげに膝を叩いて
今
 いま

 
更
 さら

 ながらに『安いよ安いよ！』と下手な売り口上を述べはじめた。アイはそれを聞きながら狐面の
下
 した

 でへらっと笑った。
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　午後をだいぶまわって、通りの人出はますます増えていった。他店の売り子がそれにあわせるように声を張り上げて、ライオンの店も段々と客がついて
忙
 いそが

 しくなってきた。



　しかし、そんな
盛
 せい

 
況
 きよう

 のなかで、ライオンはぱたぱたと店をたたみ始めた。



「せっかく、忙しくなってきたのに、もうお店を閉めちゃうんですか？」



「忙しくなってきたから、閉めるんだよ」



　作業が出来ねぇからな、とライオンは悪びれもせずにいう。アイは
呆
 あき

 れていいのか感心していいのか判断がつかなかった。



「じゃあな」



　と、ライオンは面と道具入れをまとめて立ち上がった。空いたスペースにはすぐさま別の仮面売りが入って自分の店を作り始めた。



　アイは、なんとなく別れがたいものを感じて、がちゃがちゃと鳴る道具箱の後ろをとことこついていく。ライオンは通りをくだって路地に入るまでそれを
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に無視して、



「…………おまえも帰れよ」



「もうちょっと、ライオンさんとお話したら帰ります」



　ライオンはくるりと
振
 ふ

 り返り、路地の暗がりを獅子面に乗せて、
迫
 はく

 
力
 りよく

 ある
拒
 きよ

 
絶
 ぜつ

 をえがいた。



「い、ま、帰れ。この辺の太陽は足が
速
 はえ

 ーんだ。ぐらぁっと傾いたら、すとんと落ちてそれっきりだ。夜のオルタスは俺みてーにやさしくねーぞ」



「……ライオンさんだってやさしくないですよーだ」



「んだと！」



「そこまで言うなら、結構です！　さよなら！」



　
子
 こ

 
狐
 ぎつね

 はそう
叫
 さけ

 ぶと、たたたと軽い
靴
 くつ

 
音
 おと

 を
響
 ひび

 かせて走っていった。



「……ふん、知るかボケ」



　ライオンはそう
嘯
 うそぶ

 き、荷物をがしゃりと
担
 かつ

 ぎ直した。
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「なー、もー、かえろーぜー」



　仮面通りの外れにある、茶屋である。



　ライオンは二階の、通りを見下ろせるテーブルをひとつ
占
 せん

 
拠
 きよ

 して、体全体で『うんざり』を表現していた。



「もうちょっと！　もうちょっとだけ！　これが見たかったんです！」



　子狐は
欄
 らん

 
干
 かん

 から身を乗り出して、通りを練り歩く
百
 ひやつ

 
鬼
 き

 
夜
 や

 
行
 こう

 を大喜びで
覗
 のぞ

 いていた。



　もう、とっくに、夜である。



「なー、本当に帰ろーぜ。お前だって腹へったろ。俺が小母さんに
叱
 しか

 られちまうよ」



「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 です！」



　なんの保証もない言葉だった。ライオンは疲れ果ててがっくりと
項
 うな

 
垂
 だ

 れた。



　──通りを練り歩く、百鬼夜行の正体は劇団員の群だった。彼らはチンドン屋と芸人の中間みたいな仕事をしていて、火を吹いたり手品をやる一方でチラシを配り、愛の
囁
 ささや

 きや悪を
糾
 きゆう

 
弾
 だん

 するついでに〝ボリビエ洋品店〟の宣伝をした。もしかすると宣伝のついでに芸をしているのかもしれないがそのあたりは
定
 さだ

 かではない。



　彼らも、やはり
声
 せい

 
援
 えん

 が大きいと
嬉
 うれ

 しいのだろう。二階で盛大にきゃーきゃーいう子狐はよく目につくのか、そこに花を投げたり、
鳩
 はと

 を飛ばしたり。はては四人がかりで
櫓
 やぐら

 を組んでいきなり目の前に現れ、



「〝買える理性は買ってしまおう！　ノーレ仮面店をよろしくね！〟」



「は、はい！　よろしくされました！」



　子狐が、そっとチラシを受け取ると、櫓はばらばらと消え去って、もとの中空には通りの
喧
 けん

 
噪
 そう

 しかのこらなかった。



　アイはそれでも、そこにまだ何かがのこっているように宙を
眺
 なが

 め、やがて受け取ったチラシをテーブルの上で
綺
 き

 
麗
 れい

 にたたんだ。



「んなもん後生大事にするこたぁねぇよ」



「いいんです！」



「はいはい、悪かった。よけいなこったな」



　子狐はチラシがポケットに入りきらなかったらしく、いったん全部出して整理している。そこにはライオンがやった
香棒
 フレーバーステイツク

 以外にも、見知らぬ苦り
飴
 あめ

 や小さな
飾
 かざ

 りのついた留めピンなどがあった。全部が全部もらい物だ。



　ライオンはそれらを横目で眺め、
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 きたい気分でそっと
呟
 つぶや

 く。



「……分かってたんだ。ガキの
頃
 ころ

 から分かってた。俺みたいな悪党にもなりきれない小悪党が、一番馬鹿を見るんだってことは……」



「何か言いましたか？」



　なんも言ってねーよと返し、ライオンはなぜこんな
状
 じよう

 
況
 きよう

 に自分がいるのかを思い出す。







　あれからまっすぐねぐらに帰ったライオンは、ふと、帰りに筆を買うはずだった事を思い出した。それは、事実ただの忘れ物で、いつもならば舌打ち一つで
腰
 こし

 を上げるだけのものだったのに、今日だけは、なにかの言い訳のように感じてしまい。
明日
 あした

 でもいいからと理由をつけて、
強
 ごう

 
引
 いん

 に
尻
 しり

 を
沈
 しず

 めて作業を続けた。



　しかし、どうにも
座
 すわ

 りがわるい。



　作業に手足を使う一方で、頭は仮面通りの
片
 かた

 
隅
 すみ

 で
迷
 まい

 
子
 ご

 になっている子狐をものすごく簡単に想像した。想像はさらに簡単に
膨
 ふく

 らみ、子狐のまわりにかどわかしの
婆
 ばばあ

 と死体商人の
手
 て

 
長
 なが

 
男
 おとこ

 を配置した。



　
頰
 ほお

 の線引きに二回も失敗したところでライオンは腹をくくり、
獅
 し

 
子
 し

 面に
猛
 たけ

 
々
 だけ

 しい
赤
 あか

 
化
 げ

 
粧
 しよう

 を引いて
駆
 か

 けだした。その姿はまさしく獅子であり、
瞳
 ひとみ

 が路地の
闇
 やみ

 を
裂
 さ

 いて、金の
軌
 き

 
跡
 せき

 を
描
 えが

 いて走った。



　夜をまじかに
控
 ひか

 えた通りはますます人を
呑
 の

 んで混み合い、昼、店を開いた場所にはさらに
違
 ちが

 う奴がいて子狐など見なかったという。獅子は
疲
 つか

 れぬ体ですぐさま通りを駆け上がり、知り合いを
片
 かた

 っ
端
 ぱし

 から
捕
 つか

 まえて子狐の
特
 とく

 
徴
 ちよう

 を告げてまわり、もうこうなったらオルタスの闇を
全
 すべ

 て
攫
 さら

 ってでも見つけてやると息巻いた矢先にあっけなく見つけた。



　子狐は、仮面通りの
大
 おお

 
店
 たな

 、〝ゴリアス仮面店〟の〝千容のゴリアス〟その人の
膝
 ひざ

 に座って、まわりの名だたる
爺
 じい

 
婆
 ばあ

 に頭を
撫
 な

 でられていた。



　獅子は大急ぎで無様な化粧を落とし、
平
 ひら

 
謝
 あやま

 りに平謝りでなんとか子狐と再会する。



　そこで色気を出したのがよくなかった。



　こんな機会は二度と無いと、ライオンはゴリアスに謝罪と感謝をのべ〝もしよければ〟と名を覚えてもらおうとした。



　返答は
流石
 さすが

 のゴリアスであった。



〝獅子が狐の
威
 い

 を借るでない〟



　ぴしゃり、と言葉の
鞭
 むち

 で打たれた気がして、ライオンは
這
 ほう

 
々
 ほう

 の
体
 てい

 で
逃
 に

 げ出した。子狐は歴戦の爺婆の留意を断って、そんな
尾
 お

 を垂れた獅子に迷うことなくついていった。



　それからのことはよく覚えていない。ただ子狐に散々ぱら帰れ帰れと、言った気がする。



　子狐はライオンの失意を知ってか知らずか、ずっとそばにいてうるさいくらいにはしゃいでいた。



　ライオンは欄干に
頰
 ほお

 
杖
 づえ

 をついて、もはや
見
 み

 
飽
 あ

 きた喧噪を見つめる。



　するとそこに見慣れぬものを見つけた。



「お、
姫
 ひめ

 さまだ」



「え？」



「あそこ、『
銀
 ぎん

 
環
 かん

 劇場
新
 しん

 
喜
 き

 
劇
 げき

 
檄
 げき

 
劇
 げき

 ──コロシオハケと死者の姫』あぶねータイトルだな。城に許可とってねーだろ」



　ライオンの指の先に、
御
 み

 
輿
 こし

 に担がれた少女の姿があった。少女の頰は赤く、
肌
 はだ

 は真っ白に
粉
 こ

 を
吹
 ふ

 かれてなめらかだった。生者を模しているのは明白であったが、
舞
 ぶ

 
台
 たい

 
化
 げ

 
粧
 しよう

 であることから、姫、にしてはだいぶ
過
 か

 
剰
 じよう

 な化粧だった。



　そしてまた、姫にしては愛想がよすぎる。



『新幕！　新幕だよ！　オルタス神話に新たな一筆をいれる！　
銀
 ぎん

 
環
 かん

 劇場
新
 しん

 
喜
 き

 
劇
 げき

 
檄
 げき

 
劇
 げき

 の新幕だよー！　みなさ～ん！　アミエッタです！　この
度
 たび

 ！　初！　メインをまかされました！　どうぞよろしくおねがいしま～す！』



　
娘
 むすめ

 は
輿
 こし

 から愛想とチラシを
等
 とう

 
間
 かん

 
隔
 かく

 に振りまいていた。



「ありゃ全然ダメだろ。──おい！　この大根役者！」



　ライオンはいきなり
吠
 ほ

 えあがった。子狐がぴょんっ、と
椅
 い

 
子
 す

 の上でびっくりしていた。



「それが姫さまかよ！　ふっつーの
田舎
 いなか

 娘じゃねえか！」



　娘はすぐにヤジの主を見つけて
睨
 にら

 みつける。



「なによ！　この三流仮面師！　うちの組の
解
 かい

 
釈
 しやく

 に文句あるわけ!?
 　残念ながらあんたみたいなむっつりスケベが大好きな、おじょーひんなお姫様は出てこないわよ！　おとぎ話が好きなら絵本でも
抱
 だ

 いて
寝
 ね

 てればぁ？」



　ライオンはすぐに両手を挙げて降参し「うるせぇ！　このあばずれがっ！」と捨て
台詞
 ぜりふ

 をはいてバルコニーの
影
 かげ

 に消えた。



「あばずれで結構！　あんた達！　お
堅
 かた

 いあたしと、ゆるーいあたし、どっちが好き!?
 」



　そういって娘はよからぬ動きでぴらりと
裾
 すそ

 をまくってふくらはぎの白さを見せた。男共はどっと笑って
喝
 かつ

 
采
 さい

 を浴びせ、娘はたちまち通りの花となって、チラシが飛ぶように消えていった。



「あいつ、ベリベラっつってよ、
俺
 おれ

 らの同級生」



　三流男の演技をして、テーブルに
伏
 ふ

 せたままライオンがいう。



「あいつはいつか、
炎
 えん

 
金
 きん

 
座
 ざ

 でメインを張るのが夢なんだ」



　はるかとおくを見つめるように、とおりで
踊
 おど

 る姫を見ていた。



「──そんときゃ俺のつくった面で、
演
 や

 ってくれるんだとよ」



「すごいじゃないですか！」



「ああ、『それまでにオルタス一の仮面師になってなさい』だとさ。たく、なに様だよ」



「大変ですね」



「まあな、でも──」



　屋店の明かりを
斜
 なな

 めに受けて、獅子面に
獰
 どう

 
猛
 もう

 な
笑
 え

 みが
浮
 う

 き上がった。



「元々それが、俺の夢だからな」



　子細ねぇさ。とちいさくつぶやく。



　そのとき、ぱちぱちぱち、と小さなはくしゅが響いた。



「すごいです」



　見ると、子狐が控えめに手を
叩
 たた

 いている。



「ライオンさん。かっこいいです」



「おまっ、
拍
 はく

 
手
 しゆ

 とかやめろアホ」



　子狐はもちろん言う事を聞かず。キラキラした
眼
 まな

 
差
 ざ

 しでライオンを見ていた。



「たく、……お前は夢とかあんのか？」



「私の夢、ですか？」



「おう」



「いや、あの、その……」



「お、なんだよ。あんのか、言ってみろよ」



　
子
 こ

 
狐
 ぎつね

 は急にしどろもどろになった。



「あの……聞いても笑いませんか？」



「笑わねえよ」



「どん引きしません？」



「……どん引きするような夢なのか？」



　子狐はあーとかうーとか言って回答を
伸
 の

 ばし、それからおそるおそる、言った。



「私は、世界を救いたいんです」



「へぇ」



　ライオンは笑いも引きもせず、敬意をもってその答えを受け
容
 い

 れた。しかしその感情を表すには、いまだ、ライオンの
腕
 うで

 は足らず、獅子面はただ無表情を
貼
 は

 り付けて子狐を
慌
 あわ

 てさせる。



「ひ、引いてません？」



「いや、べつに。──なんだお前、どっかで言って
馬
 ば

 
鹿
 か

 にでもされたか？」



「あの、キリコさんにいったら『馬鹿な夢』って……」



「あいつか……」



　きゅうに、ライオンのまとう気配が変わった。



「あの
阿
 あ

 
呆
 ほう

 のいうことは、気にするな……」



　言葉には
隠
 かく

 しきれない
怒
 ど

 
気
 き

 があって、子狐はそれ以上なにも言わなかった。



　ライオンは自分が作ってしまった気まずい気配にすぐに気付いてなにかフォローしようとしたが、うまく言葉は出てこなかった。アイは通りに視線を移してそちらに熱中しているフリをする。



　ライオンはもはやあきらめの境地で、あとはキリコに任せようと思った。



　全部あいつが悪いのだから。





　幕間『キリコとウッラ』









　神様は月曜に世界を作った。







　神様は火曜に死にいたる傷を負った
 。







　悪魔は水曜に勝利を祝って世界を呪った
 。







　
呪
 まじな

 いは木曜に世界を犯した。







　神様は金曜に悪魔と相打った。







　そして神様は土曜日に──











「
瀕
 ひん

 
死
 し

 の神様は土曜日に、一人の人間に世界を正す力を
与
 あた

 えたんだ」



　キリコはやさしく、いいふくめるようにいった。



「それがウッラ、きみだよ」



　ちらりと様子をうかがう、するといつも通りの応答に、ウッラは案の定ふくれていた。小さな
顎
 あご

 をぶすっと引いて、真白い頰をぷっくり膨らましている。キリコはわりとマズイ状況にもかかわらず、その、かわいらしい仕草にすこし
和
 なご

 んだ。



「きみがこうしているだけで、世界は救われているんだ」



　わたしはなんにもしてないよ、と姫さまはいう。



「それで良いんだ。なにも神様は試練としてその力を与えたわけじゃないんだもの。……ウッラがこうして勉強したり食事をしたり、日々の生活をしているだけで、世界は救われていくんだよ」



　遊んでいても？　お
菓
 か

 
子
 し

 たべてても？　
眠
 ねむ

 っていても？



「もちろん。ただ注意して、ウッラ。きみが生きているだけで世界は救われていくけれど。でもそれは生きていないとだめなんだ。……あの文言のラストを思い出して──そして世界は日曜に、救われた──きみはやがて来る日曜の時代をまって、お城で安全に隠れていればいいんだ。みんな君を守るよ。もちろんこの
僕
 ぼく

 も。だから……」



　キリコは、は──っとながい
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いて言うのだ。



「外出なんて絶対に認めません」



　それからウッラはすっかりぐれてしまい、その日はもう
喋
 しやべ

 ってすらくれなかった。
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　お城勤めを終える
頃
 ころ

 にはもう、街はすっかり夕方になっていた。春先の、ただでさえ弱々しい太陽はそうそうに店じまいを決め
込
 こ

 んで
外
 がい

 
壁
 へき

 の向こうで赤くなっている。



「うわ、寒い」



　城壁を出たあたりで、キリコはシャツのボタンを上まで留めた。マフラーを持って出なかったのが
悔
 く

 やまれる、冷え込みだった。真白いシャツと
紺
 こん

 のブレザー、同色のパンツ姿がいかにも寒々しい。



　キリコは外気に
晒
 さら

 されている
頰
 ほお

 や首をさすって温め、ぴゅうと吹かれて縮こまってしまったうすい青の
髪
 かみ

 をなでつける。



　そして出てきたばかりのお城を見上げた。



　真っ黒いお城の、その一角に無理やり増築したような、
妙
 みよう

 に優美な
尖
 せん

 
塔
 とう

 がある。キリコはそちらを見ながら小さく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。



「また
明日
 あした

 。ひめさま」



　バスが来た。



　オルタスの
傾
 けい

 
斜
 しや

 を全部
昇
 のぼ

 ってきたおんぼろバスはお城の前でひと息つくようにブレーキを
掛
 か

 けた。ぷしゅー。



　運転手にパスを見せて中に入る。鋼鉄の手すりはこちらの体温を吸い取るように冷たく、革張りの椅子に
尻
 しり

 をのせるときは少しばかり勇気が必要だった。



　
木
 き

 
床
 ゆか

 の向こうにあるエンジンの
振
 しん

 
動
 どう

 を体で感じながら、キリコは窓の向こうの尖塔をずっと見ていた。そうして段々と眠たくなった頃、バスは発車した。



　すこしばかりの
寂
 さび

 しさを断ち切って、バスはキリコを城から運ぶ。



　人を乗せたり降ろしたりしながら、バスはオルタスを下って行き、やがて
地国の一丁目
 メインストリート

 の停留所についた。いつもなら終点近くの
寮
 りよう

 前まで乗っていくのだが、今日はケラに買い物を
頼
 たの

 まれていたのでそこで降りる。



　通りにはもう、夜の
灯
 あかり

 が入っていた。
石
 いし

 
畳
 だたみ

 には細く、冷たい
靴
 くつ

 
底
 ぞこ

 と、死者達の異形の影が踊っている。



　死者の、おおくは
睡
 すい

 
眠
 みん

 
欲
 よく

 が減退し、中には年中
不
 ふ

 
眠
 みん

 の死者もいるほどだ。それもあってオルタスの夜は長く、人々は
地
 ぢ

 
国
 ごく

 の住人に
相応
 ふさわ

 しく月の下を好んだ。



　キリコは知り合いと
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を
交
 か

 わしながら通りを歩く。「
姫
 ひめ

 さまの様子はどうだった？」と聞かれては「元気だったよ。ますます
綺
 き

 
麗
 れい

 になったかも」と言葉を返し、「遊ぼうぜ」と
誘
 さそ

 う悪友には「また今度」と答える。



「にーちゃんお城はいれてずるい」



「ずるい～～～！」



「そ、そんな事いわれても……」



　ウーグル
兄
 きよう

 
妹
 だい

 が両足にコンビでしがみついてくるのを引きずってウーグル雑貨店の店先にもっていく。兄妹は母親にげんこつを
貰
 もら

 ってようやく足から
離
 はな

 れてくれた。



　平謝りの女店主に、ついでとばかりに食材の追加を頼み、その場で受けとってバッグに
詰
 つ

 める。「配達しようか？」というおばさんの言葉を断って通りを最後まで下りきる。



　そこでキリコは
振
 ふ

 り返り、オルタスをみた。



　もう、よるのいろになってしまった空の下に、お城のあかりがぼんやりと浮いている。そこからくだる〝一丁目通り〟にまさにいま、電気の灯がはいり、ぽつぽつっと一番星がともるように街を
彩
 いろど

 っていく。



　そのなかで、みんなが笑っている。



　キリコはそれにつられてにこっとひとつ幸せになり、そのあとなにか変なものを見つけて目を
凝
 こ

 らした。



（仮面通りに……あれはベリベラか？　へぇ……姫さまの公演か）



　級友がノリノリで
御
 み

 
輿
 こし

 に担がれていたので、キリコはなんの気なしにそちらに近づいた。



　すると、思いもよらぬ声を聞いた。



「あ！　キリコさんだ」



　通りの向こうから金毛の子狐が走ってきて目の前に止まった。



「……ひょっとしてアイ？」



「ひょっとしなくても私ですよ」



　ほら、と
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 仮面がめくられ、その下にあるみずみずしい生者の顔が
晒
 さら

 される。キリコは慌てて仮面を
戻
 もど

 させた。



「きみなんだってこんな時間にこんな所にいるのさ！　もちろん
誰
 だれ

 かと
一
 いつ

 
緒
 しよ

 だよね!?
 」



「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ですよ！　ライオンさんと一緒ですから！　ほら！」



　だれそれ？　と思って指の先を見るが、そこには路地の
宵
 よい

 
闇
 やみ

 しかなかった。



　宵闇が口をきいた。



（おい狐、おまえそいつと一緒に帰れ。俺はもうしらねぇよ）



　キリコはその声に聞き覚えがあった。



「……シャッドか？」



（いんや、おれはライオンさんだよ──じゃあな）



「あ、待って下さいライオンさん！　また、明日！」



　アイがそこへむかって元気に挨拶をさけぶ。



　それを聞いてふと、宵闇は立ち止まったように、



（……明日じゃねーよ。もうくんなお前）



「やです。また来ます」



（……ふざけんな）



「ふざけてません」



（……）



　宵闇は、そこで、なにか決意したようだった。



（……口で言っても、分かんねえんだろうな、手前ぇはよ……）



　──だしぬけに、
闇
 やみ

 から冷たい
腕
 うで

 が
伸
 の

 びて、アイの頰を張った。



　
狐
 きつね

 面がカラカラと路地の
奥
 おく

 へと転がっていった。面に隠された、死者にはどうやっても持ち得ない、
輝
 かがや

 く顔が晒された。



「おい、シャッド！　何をするんだ！」



（手前は
黙
 だま

 ってろ、このペテン師）



　アイはじんわりと
涙
 なみだ

 をにじませて頰をさする。



「……いたいです」



（痛いですむうちに、この街を出て行け。──楽しい思い出だけ持って、生者の居場所にかえれ）



　光と闇の境界に転がった弧面が、すっと
浮
 う

 かんで完全に
没
 ぼつ

 した。



（お前はオルタスの闇を、なにも知らない）



　それっきり、もう闇は口をきかなかった。
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　夜の、まばらな電気灯の下を、二人は会話をしながら帰った。と言っても喋るのはもっぱらアイで、さっきから頼みもしないのにキリコにその日あった出来事を楽しそうに喋り続けている。ライオンとの出会いと別れ。一人の
冒
 ぼう

 
険
 けん

 。そして再会と
百
 ひやつ

 
鬼
 き

 
夜
 や

 
行
 こう

 。



「それでライオンさんはすっかりびびっちゃって、ゴリアスさんに頭ぺこぺこ下げたんですよ。もう見てらんない！　って感じでした。ああいうお
爺
 じい

 さんはああいう態度が一番
嫌
 きら

 いなのに、分かってないですねー」



　石畳をこつこつと歩く。このあたりは元学校区で、一年前の閉校からこっち、区画整理の
板
 いた

 
挟
 ばさ

 みにあって空き家が続いている。



　すれ
違
 ちが

 う人はいなく、外灯を一つ一つ通り過ぎながら、己の
影
 かげ

 を追いかけて追い
越
 こ

 していく。アイの影は自分のものとはちがって時折ぴょんと意味もなく
跳
 は

 ねて楽しげだった。



「ライオンさんはもうちょっとストイックな所を
徹
 てつ

 
底
 てい

 した方が格好いいと思うんですよ」



「……はあ、へえ、そうかもね……」



　さっきからライオンさん、こと、シャッドの話ばかりだった。



　キリコはどう返していいのか迷いながらあいまいな相づちを打っていた。ちらりと、仮面をはずしたアイの頰を見ると、平手の
跡
 あと

 がすこしだけ残っていた。でもアイはそれについてなにも言わない。だからといって無視しているという風もない。



「……あのさ、アイ、シャッドのこと、気に入ったの？」



「シャッド、という人のことは知りませんが。ライオンさんのことは好きですよ」



「えと、でも、ひっぱたかれた事は……」



「気にしてないって言ったら、
噓
 うそ

 になりますけど。でも気にしてません。……なにか、ああしなきゃいけないと、思ったのでしょう」



「………………きみ、なんか、すごく冷静だね……」



　そうでしょうか？　とアイはすこし照れたあと。



「私、暴力を
交
 こう

 
渉
 しよう

 手段の一つだと思い込んでいる人としばらくいたので、平手の一発や二発なんてちょろいもんです」



「そ、そうかい……」



「ちなみにその人はお父様でした」



　どう答えればいいのだろう。



「ライオンさん。ちょっとお父様に似てるんですよねー」



　本当にどう答えればいいのか分からなかったが、アイが
嬉
 うれ

 しそうだったのでとりあえず『よ、よかったね』とだけ言っておいた。
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「はい、よかったです」



「いいんだ!?
 　……君って、変な子だねぇ……」



「な、なんですか急に、失礼な」



「いやだって、実際変な生者だよ、きみは──
死
 し

 
霊
 りよう

 都市に自分から入っていって、知り合いつくって。
普
 ふ

 
通
 つう

 の生者は、もうちょっと死者に対して
嫌
 けん

 
悪
 お

 感を持つもんだよ」



　キリコがいままで見てきた生者の商人や役人は、そのあたりだいぶひどかった。絶対に街に入らないで外で商談を望む人や、寮に入ってもケラの作った料理に手をつけない者。生きてるというだけで「自分は正しい！」と説教をしてくる者。十五年以上前のかびくさい
倫
 りん

 
理
 り

 感で『死んだ人間はうろうろせずに墓にもぐって後に残った者を
惑
 まど

 わすべきじゃない。
脳
 のう

 
味
 み

 
噌
 そ

 
腐
 くさ

 って『わがまま』になる前に墓守に
埋
 う

 めてもらえ』などと言ってくる口の
臭
 くさ

 い者達。キリコはそんな連中に慣れきって、もはや
怒
 いか

 りも
湧
 わ

 いてこない。



　アイはおめでたい
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を一瞬だけ引っ込めて、前を見ながら言った。



「そりゃあ、私は、死者に育てられましたからね」



　
納
 なつ

 
得
 とく

 と
驚
 おどろ

 きが同時にやって来て、一瞬
喉
 のど

 がぐぅっと詰まった。



「そ、そうだったのか。
何
 ど

 
処
 こ

 の集落？」



「もう
壊
 かい

 
滅
 めつ

 しました」



　ぐうっ。



「それは！　………………ごめん、なんと言ったらいいか……」



「ちなみに壊滅させたのはお父様でした」



「さっきからがんばって
突
 つ

 っ
込
 こ

 まないようにしてきたけど！　もー言わせてもらう！　どんな父親だよそれ！」



　仕方なかったのですよ、とアイは三つ先の外灯を見ながらいった。



「私には、みんなやさしかったですけど。村の裏側には人を殺す〝悪〟があったのですから……
破
 は

 
綻
 たん

 は、時間の問題でした」



「…………」



「そして父も死にました」



　こんな時期に、ひとり
孤
 こ

 
独
 どく

 に電気灯をまわっていた羽虫が、ひらひらと落ちてきて死んだ。まるで孤独に
堪
 た

 えかねて身を投げたかのようだった。



　二人はなんとなく、その死体を
踏
 ふ

 まないために
距
 きよ

 
離
 り

 を置いた。



　離れた距離はそのまま元には戻らなかった。



「ねえ、キリコさん」



「なにさ」



「ライオンさんが言った、〝オルタスの闇〟って、なんなんでしょうね」



　キリコはシャッドを
恨
 うら

 んで、
呪
 のろ

 いの言葉を
石
 いし

 
畳
 だたみ

 に
吐
 は

 いてから、



「──さあね、そりゃオルタスだって、完全な都市ってわけじゃない。当然いろんな問題を
抱
 かか

 えているから、闇なんて言われても分からないな。外交なんて安定したためしがないし、世界情勢は刻一刻と変わってきている。なかに目を向ければ、〝我が
侭
 まま

 な死者〟がどうしてもうまれてしまうし、その逆の〝無気力な死者〟も問題だ。ぱっと思いつくだけでいくつかあるよ」



「そうですね私も、ぱっと思いつくだけでいくつかありますよ
 」



「…………」



　キリコは、だまった。



「話しては、くれませんか……」



　アイは悲しい角度で
俯
 うつむ

 いて、
頰
 ほお

 にさわる
髪
 かみ

 を
搔
 か

 き上げて後ろに流した。



　古い、外灯の下だった。その場所だけ、光はすくなく、色は夕暮れのように
濃
 こ

 かった。



「私は」



　アイは、自然に話し始めた。



「私は墓守なのですよ」



「……………………は？」



　電球がふわふわと
揺
 ゆ

 れる光を放つ。



「正確には墓守と人間のハーフで、
歳
 とし

 も本当は一二
歳
 さい

 です。母はアルファ、父はキヅナ。ユリーさんは父のご友人で、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さんはそのときに出会った墓守でした」



「ちょ、ちょっと待って！　ちょっと待ってくれ!!
 」



　キリコはあわてて立ち止まり、通りの
隅
 すみ

 
々
 ずみ

 まで目を
凝
 こ

 らした。誰もいない。



「…………マジで？」



「マジです」



　アイの
瞳
 ひとみ

 はどこまでも自然で、噓の気配は何処にもなかった。



「……なんでそんな事、
僕
 ぼく

 に教えるのさ……」



「目的なんかないですよ」



「……噓だ。何を
企
 たくら

 んでいる」



　キリコさんって、そういうのばっかりですね、と少し
呆
 あき

 れられる。



「目的なんか、ないですよ。ただ、あなたには言っておいた方がいいかなって、思っただけです」



「……信じられない」



「それは私の責任ではありません」



　ご自分で何とかしてください。そう言って、アイは、明るい場所へと歩き始める。



　キリコは置いて行かれそうになって、
慌
 あわ

 てて小走りで追いかける。



「君、何を言っているのか分かっているのか？　オルタスで墓守は存在すら許されないんだぞ！　──そうだよ！　こんなの、
誰
 だれ

 かが軍警にたれ込んだら、すぐにぶっ殺されて逆さまに墓穴送りだ！」



「キリコさんはそうしないんですか」



　ぴたり、とキリコの足が止まった。ぴたり、と今度はアイも止まった。



　キリコはがしがしと頭を搔く。



　それを見てアイはへらっと笑った。むかつく
笑
 え

 
顔
 がお

 だった。キリコはほっぺたを引っ張ってやりたくなった。



「ほぇ！　あにふるんへふは！」



「うるさい、だまれ、もっと伸ばすぞ──って痛っ！」



　アイはキリコのすねを
狙
 ねら

 った。上空で頰が
摘
 つま

 まれ、地上で
鋭
 するど

 いローがはいる。



「なんだっていうんだよ……」



　キリコは悪態を
吐
 つ

 いてデコピンをし、さっさと歩き出した。その後ろを、額をさすりながらアイが続く。



　アイは、自分が言いたかっただけだという言葉通り、それ以上はなにも
喋
 しやべ

 らずに無言で歩いた。



　さきに
沈
 ちん

 
黙
 もく

 に堪えられなくなったのはキリコだった。



「……君が、世界を救いたいって、言ってたわけは分かったよ……納得はしないけどね」



　
渡
 わた

 されたものがあまりに大きすぎて、言葉には反動のようないらだちがこもった。



「ひとつ、聞くけど。──君が言う世界を救うって、具体的にどういう
状
 じよう

 
況
 きよう

 を言うの？」



　アイは額をさする手を止めた。



「教えてよ。君が望む世界に、死者は
 、死者の街の居場所はあるの
 ？」



「いいえ……」



　アイは、なにも
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 さないで、
素
 す

 
直
 なお

 に答えた。



「私が考えた、一番単純な世界の救済は、十五年前の、人が生まれ、死者が死ぬ世界に
戻
 もど

 る事でした。手段はなにも分かりませんが、そこを目指せばいいのだと、思いました」



「その世界に死者はいるの？　
死
 オ

 
霊
 ル

 
都
 タ

 
市
 ス

 は存在するの？　百鬼夜行は夜を
踊
 おど

 って、みんなは笑っていられるの？」



「……いいえ」



　アイは、俯いて、石畳を
眺
 なが

 めた。



「私は、死者の
皆
 みな

 さんに、『幸せな最後』を
迎
 むか

 えて
欲
 ほ

 しいと、思っていました……」



「なんだよそれ」



　キリコは
軽
 けい

 
蔑
 べつ

 の
声
 こわ

 
色
 いろ

 を
隠
 かく

 そうともしない。



「その『幸せな最後』って、誰が決めるんだよ。当然その当人だよな？　君はそれを、助けるっていうのか？　ふうん、ご立派。じゃあたとえば『世界を
滅
 ほろ

 ぼして死ぬことが幸せ』なんて人の願いも、助けてあげるのかい？」



「……いいえ」



「その返事はおかしいな。
矛
 む

 
盾
 じゆん

 している。君は助ける相手を明確に区別しているじゃないか。なにが『幸せな最後』だよ。それって君にとって
 幸せだと思える最後、でしかないじゃないか」



　アイは返事も出来ない。



「オルタスはもう最後すら
 望んじゃいないのに」



「……ええ」



「みんなを見ただろ？　ぼく達はもう幸せなんだよ」



「……わかってます……」



「ふん。きみ、考えもしなかったんだろ。死んで、それでも生き続けて、世界に対応している人達がいるってことを」



「…………はい……」



「世界を救いたいって、立派な事だけどさ。それちゃんと世界に聞いた？　世界、救って欲しいって言ってた？」



「………………いいえ」



　アイは、完全に
凹
 へこ

 んでいた。
肩
 かた

 を落として
頭
 こうべ

 を垂れて、
若
 じやつ

 
干
 かん

 
涙
 なみだ

 
目
 め

 で、キリコのほうを
一
 いつ

 
切
 さい

 見ないで進行方向を向いている。



　明らかに言いすぎだった、だが、なぜか責める言葉があとからあとから湧いて出て止まらなかった。



「……きみの事情は分かったよ。そんなきつい人生おくってきたら、そんなおおきな夢をみても仕方ないと思う。でもさ、正直、君には荷が重いよ」



「……………………………………」



「世界を救うの、
諦
 あきら

 めたら？」



　ずず、と鼻をすする音を最後に、アイの言葉は
止
 や

 んだ。キリコも止めた。もう言うべき言葉は
嫌
 いや

 み一つも残ってなかった。



　俯く女の子が横を歩いている、顔は下を向いて見えず、金の髪は外灯のよわい光を浴びてしょんぼりしている。キリコはがしがしと頭を搔いた。なぜ、自分が
喧
 けん

 
嘩
 か

 を売ってしまったのかが分からなかった。明らかに言い過ぎた。どうしてこんなことを言ってしまったのか。いつもなら、皮肉を言ったり説教をしてくる生者にだって大人の対応ができるのに。なにを言われても、堪えられるのに。



　なぜか、アイの話を聞いてから、堪えられなくなってしまった。



　キリコは大きく
溜
 ため

 
息
 いき

 を吐き『ごめん、言い過ぎた』といおうと口を開いた。



　その、
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 前だった。



「……でもね、キリコさん。私、諦めないんです」



　アイの瞳が持ち上がる。



「……なぜ？」



　と、キリコは聞いた。



「諦めるまで諦めないって、決めたからです」



「……あっそ。なら好きにしなよ」



　はい、好きにします！　とアイは
応
 こた

 え。なぜか急にもじもじと照れながらキリコを
上
 うわ

 
目
 め

 
遣
 づか

 いで見つめた。



「っで、
早
 さつ

 
速
 そく

 好きにしたいのですが。……私、すこーしキリコさんに聞きたい事が……」



　今すぐその場を
逃
 に

 げ出した方がいい気がした。



「逃げないでください」



　ぐっと、一歩進んだところで
袖
 そで

 を
摑
 つか

 まれる。



　
振
 ふ

 り返るまでもなく、その緑の瞳が
好
 こう

 
奇
 き

 
心
 しん

 に光り
輝
 かがや

 いているのが分かった。



「ね、キリコさん。キリコさんはどうして生きているんですか
 ？」



　岩山に登るように、
弓
 ゆん

 
手
 で

 
馬
 め

 
手
 て

 と
腕
 うで

 を
手
 た

 
繰
 ぐ

 って、アイは真っ正面に回ってキリコを
覗
 のぞ

 く。



　キリコは食事をする。水を飲む。トイレに行く。
睡
 すい

 
眠
 みん

 もとる。



　それは生者の反応で、そしてここは
死
 し

 
霊
 りよう

 都市だ。



「ねえ、何でですか？」



　キリコは
眩
 まぶ

 しい光を
避
 さ

 けるように、緑の瞳から目を
逸
 そ

 らした。



「……なに、ぼく存在否定されてるの……」



「はぐらかさないでください。どうして死者の街に住みながら、あなただけ
生
 せい

 を許されているんですか？」



「……」



　キリコは、こういうことが
嫌
 きら

 いなはずだった。腕を摑まれて、瞳を覗かれ、勝手に
懐
 なつ

 いて、勝手に過去を
押
 お

 しつけて、勝手に心に入ってくる。そういう連中が、キリコは大嫌いなはずだった。



　でも、



　その時は、べつにいいかなと、思った。



「ぼくは死者だよ」



「……ほほう……」



　アイは、反論もせずに受け
容
 い

 れた。



「……人に説明とか、したことないから、ぼくが聞いた話
 、そのままでいい？」



「？　ええ、いいですけど……」



　それはこんな話だった。







　──あるところに五人の人間がいた。五人は性別も
歳
 とし

 も育った
環
 かん

 
境
 きよう

 もすべて
違
 ちが

 う人間だったが、不思議と気があって仲良く暮らしていた。五人はやがてはこの中から
結
 けつ

 
婚
 こん

 するものがうまれ、子供もその輪に加わるだろうと、楽しい想像を遊ばせていた。



　ところが世界は終わってしまい、五人は五人のまま、
円
 えん

 
環
 かん

 となって閉じてしまった。



　五人はそれを
疎
 うと

 い、
魔
 ま

 
女
 じよ

 のもとを
訪
 おとず

 れた。



　彼らは、自分たちの後に続く者が、欲しかった。



　魔女は言った。



『あんたたちが、心の底から、本当に、子供が欲しいと思っているなら、その願いはいまこの
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 にだって
叶
 かな

 うさ』



　五人は反論した。自分たちは本当に心の底からそれを願っていると。



『そうかい、だがね、それが叶っていない以上
 、残念なことにそういうこと
 になっちまうのさ。だからアタシが出来るのは、あんたたちの願いをねじ曲げて叶えることだけさ』



　それでもいい、と五人は願った。



　魔女はすぐさま
節倹
 ヴエルエラ

 から右目を、
故国
 オリアス

 から左目を、
紅雪
 デイーヴア

 から心臓を、
強攻
 レツクス

 から男根を、
悪疫
 ポツクス

 から
髄
 ずい

 
鞘
 しよう

 を、そして全員から必要なだけの骨と肉と脳を
抜
 ぬ

 き取った。



　五人はすぐさま死んだ。



　そうして抜かれた部品は組まれ、六人目となった。







「それがぼくだよ」



　話の終わりを
象
 しよう

 
徴
 ちよう

 するように、キリコは一歩
踏
 ふ

 み出した。



「そしてその五人ってのが、
悪疫
 ポツクス

 、
強攻
 レツクス

 ──この二人は会ったよね？　
紅雪
 デイーヴア

 、
故国
 オリアス

 、
節倹
 ヴエルエラ

 のことだ。ぼく達は六人で〝
欠
 ラ

 
落
 ツ

 
五
 プ

 
芒
 ス

 
星
 タ

 〟とか呼ばれたりするね」



　アイは、
驚
 おどろ

 きに開きっぱなしだった口を閉じて、その後に続く。また新しい外灯の、新しい
影
 かげ

 を踏む。



「どうなるのか
誰
 だれ

 にもわからない試みだったけど、なんとか成功したらしくてさ。だけど、全部生きていたパーツを使ったせいなのか、ぼくはまるで、生きている様に死んでいるんだ。だから食事をしたりトイレに行かなくちゃならない。
極
 きわ

 め付けなのが、墓守もぼくの事を誤認するらしくて、
埋
 う

 められずに外を出歩く事が出来るんだ」



「……でもそれって
普
 ふ

 
通
 つう

 に、生者として生まれたってことじゃあないんですか？」



「違うよ。ぼくは十三年前に作られた
 んだけど、その時の外見
年
 ねん

 
齢
 れい

 は十四
歳
 さい

 。……それからだいたい十年に一歳分くらいしか肉体的には成長しないんだよ」



「？　じゃあキリコさんおいくつなんですか？」



「……ぼくは十七、八歳だと思ってる。──あの五人はもうすこし下に見てるけどね」



　彼らはやはり、キリコを子供のように思っているらしく、
過
 か

 
剰
 じよう

 に
子
 こ

 
供
 ども

 
扱
 あつか

 いする。



「……そういえば、なんで残った五人──
悪疫
 ポツクス

 さん達はあんなふうに半分半分になってるんですか？」



「足りなくなったパーツを
相
 そう

 
互
 ご

 に補うため、らしいよ」



「？　べつに、死者なんですから、少しくらいパーツたりなくても平気では？」



「うん。みんなもそう思ってる。──だからあれは、単純に魔女がやってみたかっただけだろうって言ってたよ」



　それは……とアイは口ごもる。



「ひどい人ですね……」



「ひどい人らしいよ。みんな魔女のことは思い出したくない
 みたいだからよく知らないけどさ。……ん」



「どうしましたか？」



　キリコは急に
眉
 まゆ

 をしかめ、立ち止まった。



「ん……もう君知ってるから演技もしないけれど、
強攻
 レツクス

 から
連
 れん

 
絡
 らく

 があった」



「え？」



「
脳
 のう

 
味
 み

 
噌
 そ

 
溶
 と

 け
込
 こ

 んでるからね。本人同士と
僕
 ぼく

 は限定的に
繫
 つな

 がってるんだ」



　アイは、もう、ぽかんである。



「例の、生者の町の代表と
接
 せつ

 
触
 しよく

 できたらしい」



「……あの人達、これからどうなるのですか？」



「それをこれから決めるらしい。ん～～と──いまから
支
 し

 
援
 えん

 やらなにやら
含
 ふく

 めて協議だってさ。大変だね」



　うえ～と失礼な反応がかえる。



「なんか、変な気にならないんですか……想像しただけで気持ち悪いんですけど」



「慣れだよ、慣れ。……十三年分の、慣れだよ」



　言って、また歩き出す。



　帰路はもう
僅
 わず

 かで、前方には
寮
 りよう

 の明かりがあった。



「さ、早く帰ろう。
小
 お

 
母
 ば

 さんが待ってる」



「うー、もうちょっと聞きたい事とかあるんですけど……」



「うぇ、まだ何かあるの？」



「はい、キリコさんオススメのお
茶
 ちや

 屋さんとか聞きたいです。わたし、
明日
 あした

 もまわる予定なので！」



「……なにそれ？」



「なにって……なにがですか？」



「さっきの質問の後が、それなの？」



「？　？　？　変ですか？」



　キリコはがっくりと肩を落とし、低い位置にある緑の
瞳
 ひとみ

 をちらりと覗いた。



「変な子だよ君は」



　アイはすねを
狙
 ねら

 った。







　寮には
地
 じ

 
獄
 ごく

 の
獄
 ごく

 
卒
 そつ

 と化したケラと、
猛
 たけ

 り
怒
 いか

 る
野
 や

 
獣
 じゆう

 と化したユリーが
熱
 ねつ

 
烈
 れつ

 にアイを待っていた。



　死ぬかと思った。
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　三日目はあいにくの雨だった。



　オルタスに雨は
珍
 めずら

 しく、年間通して春先と秋口にしか降らない。またその雨も僅かに地面を
湿
 しめ

 らす程度のささやかなものだ。



　しかしそんなよわい雨でも、体がミイラ化している死者には大変
厄
 やつ

 
介
 かい

 なものだった。雨は
黴
 かび

 と虫を呼び、過剰な
湿
 しつ

 
気
 け

 は
腐
 ふ

 
敗
 はい

 を速める。
乾
 かわ

 きと
徹
 てつ

 
夜
 や

 にはめっぽう強いオルタス市民も、雨の日だけは
勘
 かん

 
弁
 べん

 であった。



　だからこんな日の彼らは〝熱風
風
 ぶ

 
呂
 ろ

 〟と呼ばれる、生者完全お断りの
湿
 しつ

 
度
 ど

 
零
 ゼロ

 ％サウナに
篭
 こ

 もって過ごしている。



　らしい。



　手元の〝アフターライフ誌～春号～〟の特集ページにはそう書いてある。記事には続いて〝
憂
 ゆう

 
鬱
 うつ

 な雨季を逆に快適に過ごそう！　室内
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 十二種完備！　ご家族お友達とご
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に！　ユモクハイパー健康ランドへ!!
 　（※ミイラ化法以外の死後処理をしたお客様は、入場を断らせていただく場合があります）〟と書いてあった。



　だから通りが無人だったのだ。



　アイは深く
納
 なつ

 
得
 とく

 する。



「
暇
 ひま

 ～～～～」



　さらさらと、
霧
 きり

 のような雨が窓を
叩
 たた

 いていた。ここはアイと
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の客室である。



　三日目はきちんと朝起きたアイはおおいに張り切っていた。朝食をしっかりと食べてからまた何とかして仮面通りに行くつもりだった。アイは
拳
 げん

 
骨
 こつ

 の一発二発、説教の一時間二時間で
懲
 こ

 りるような
性
 しよう

 
根
 ね

 の持ち主ではなかった。



　さすがにチェックが厳しかったが、昼前には何とか抜け出し通りに向かった。しかし、その
頃
 ころ

 から雨がしとしとと降り出して、仮面通りに着いたときにはあれだけ
賑
 にぎ

 わっていた出店も客も消えていた。



　昨日、ライオンが店を開いていた場所にも、なにもなかった。



　街全体が店じまいしたかのように、オルタスは本物のゴーストタウンになってしまった。



　それからアイはとぼとぼと寮に帰り、本格的にする事がなくてこうして窓辺で
黄昏
 たそが

 れている。



「……アイ？」



　その時ベッドから
寝
 ね

 
起
 お

 きのぼんやりとした声が上がった。



「あ、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん、起きましたか」



　話し相手が出来て
嬉
 うれ

 しく、アイはすぐに窓辺を
離
 はな

 れた。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はゆっくりと
腕
 うで

 をついて上体を起こし、ぼんやりと部屋を
見
 み

 
渡
 わた

 す。



「昼……ですか？　私はいままで寝ていたのですか？」



「そうですよ。昨日とあべこべですね。──ご飯食べられますか？」



　ベッドは病人用に様変わりしていた。サイドテーブルには
琺
 ほう

 
瑯
 ろう

 の洗面器と水差しがおかれ、ベッド
脇
 わき

 には黒金のストーブがあって、なかで石炭が灰をかぶって燃えている。その上には
蓋
 ふた

 を落とされた
土
 ど

 
鍋
 なべ

 があった。



　
全
 すべ

 てケラが用意してくれたものだ。アイもちょっとは手伝った。



　アイは
鍋
 なべ

 
摑
 つか

 みをしっかりと装備して蓋を開ける。なかにはショウガと
蜂
 はち

 
蜜
 みつ

 入りの
甘
 あま

 い
麦
 むぎ

 
粥
 がゆ

 があった。



「……あんまり
食
 しよく

 
欲
 よく

 がないのですが……」



「ちょっとだけでも」



「……それは、命令ですか？」



　わりといやな気分になった。



「命令ではありません。でも……食べて
欲
 ほ

 しいです」



「……いただきましょう」



　ひとくち、食べさせてみると、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は意外なほど粥を食べた。アイがわざと多めに盛った最初の
一
 いつ

 
杯
 ぱい

 を全て食べきったほどだった。



　空っぽの
器
 うつわ

 を受け取ってアイはぼそりと、



「………………命令じゃ、なかったですよ？」



「いえ……食べたら意外と入ったもので」



　それを聞いてアイはへらっと笑った。



「おかわりします？」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は少しだけためらったあと、結局、小鍋ひとつを空にした。



「ユリーは、どうしましたか？」



　食後の
白
 さ

 
湯
 ゆ

 を飲みながら、ふと、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が聞いた。



「今日もお出かけです。くるまの具合を見てー、注文品を受け取ってー」



　電報を打ってー、と指折り数える。ユリーは本当はアイを見張っていたかったのだが、
滞
 たい

 
在
 ざい

 中にくるまの修理や物品の補給など、やらなければならないことが山ほどあって苦い顔をしながら出かけた。



　こんな事ならついていけばよかった、とさっきまでは思っていたが。いまは、こうして
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の看病が出来てよかったと心から思う。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はふうっと息を
吐
 は

 き、
座
 ざ

 
椅
 い

 
子
 す

 の後背に深く
座
 すわ

 った。



　すこし、風が出てきて窓ガラスをぴしりと鳴かせ、ふたりは静かにときをすごした。



　そのとき、じりんじりんとドアベルが鳴った。



「はーい！」



　と返事をして、アイは立ち上がって歩き出す。この部屋は
隣
 となり

 の部屋にいちど出ないと
廊
 ろう

 
下
 か

 に行けない。アイは
扉
 とびら

 を
抜
 ぬ

 けてユリーのベッドをこえて、
奥
 おく

 の扉へ声をかける。



「どなたですか？」



「キリコ」



　お城に行っているはずのキリコだった。アイは扉を開いて
迎
 むか

 える。



「どうしたんですか？」



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さんのお
見
 み

 
舞
 ま

 い。あとついでに人を連れてきた──って、おわ！」



『ハイハイ、キリコ君じゃまー。やあアイ君。一日ぶりだね。君は健康そうでなにより』



「
悪疫
 ポツクス

 さん！」



　キリコをぐいと
押
 お

 しやって。二人二
脚
 きやく

 の死者。
悪疫
 ポツクス

 が現れた。



「あれ？　でも、あれ？」



　しかしその姿には
違
 い

 
和
 わ

 感があって、まず先日の軍服とは
違
 ちが

 って白衣を着ている。そして
悪疫
 ポツクス

 の位置が右半身から左半身になっている。いや、それ以前にペアになっていた
強攻
 レツクス

 の姿が見えない。



　目の前の人物の右半身は、
黒
 くろ

 
髪
 かみ

 黒目の、見た事のない美女だった。



『やーん！　あなたがアイちゃんでしょ！　かーわいー♪　すべすべー。ぷよぷよー』



「ちょ、なにするんですか!?
 」



　見知らぬ右半身はいきなり
抱
 だ

 きついてきた。



「は、放して下さい！」



『いやよう♪　ああ、これはいい、これはいいものだ～♪』



『コラコラ、
紅雪
 デイーヴア

 ！　
挨
 あい

 
拶
 さつ

 もせずになんだ！』



　
悪疫
 ポツクス

 が器用に右半身を
諫
 いさ

 める。はたから見ると不器用な一人
芝
 しば

 
居
 い

 であった。



『ハッ、……ごめんなさいアイちゃん。ちょっと我を忘れてしまって。──はじめまして、あたしは
紅雪
 デイーヴア

 といいます♪』



「……はじめまして」



　アイは
警
 けい

 
戒
 かい

 
心
 しん

 むき出しでいった。



「……なんなんですかキリコさん、
悪疫
 ポツクス

 さん。この人は……」



「何って、見ての通りだよ」



「見ての通りの変態さんですか」



『それもあるわね♪』



「あるんですか!?
 」



『まあ、それはひとまず置いといて♪』



　
紅雪
 デイーヴア

 はついっと白衣の
裾
 すそ

 を持って一礼し、首に下げている
聴
 ちよう

 
診
 しん

 
器
 き

 を
振
 ふ

 って見せた。



『見ての通りの、お医者さんよ♪』



　確かに格好は医者に見える。



「……
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さんを、見に来てくれたんですか？」



『そうよー。これでもオルタス
御
 ご

 
殿
 てん

 医の
紅雪
 デイーヴア

 ちゃんよ♪　さあ！　あたしが来たからにはどんな病気もずばっと解決！　もはやなんの不安もないわ♪』



　もはや不安しかなかった。



　アイはむごんでその右半身を指さし、ふるふると首を振った。



「……気持ちは分かる、でもほんと腕だけは確かだから、
診察
 み

 せてみない？』



「……キリコさんがそう言うなら、お通ししますけれども……」



　アイは
渋
 しぶ

 
々
 しぶ

 二人組を部屋へと通す。



「じゃあ、ぼくはこっちの部屋で待ってるね」



　キリコは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 に手を振って、それから右手に
提
 さ

 げた
医
 い

 
療
 りよう

 
鞄
 かばん

 を置いて扉を閉じた。



『さーて、お仕事お仕事♪　いやー生者の
患
 かん

 
者
 じや

 は久しぶりだわー。やっぱたまには基本に返らないとね♪』



「…………あなた、死者のお医者さんなんですか？」



『うん？』



「そんな人が、生きてる人を
診察
 み

 るんですか？」



　自分で言っててよく分からない皮肉だが、アイはとりあえず
指
 し

 
摘
 てき

 してみた。



『あたしは健康の味方よん♪　そこに生きてる死んでるの違いはないわ♪』



「……死んじゃってて、健康も不健康もあるもんですか……」



『それがあるのよねー』



　
紅雪
 デイーヴア

 はかくんと
項
 うな

 
垂
 だ

 れて言う。いちいちアクションの大きな人だった。



『生者の病気や
怪
 け

 
我
 が

 は、ほとんど肉体に現れるけど。死者の病気や怪我は、精神に現れるのよ～。よくいわれるのが〝我が
侭
 まま

 になる〟ってやつね。三大
欲
 よつ

 
求
 きゆう

 の暴走とか。死生観の消失とか。──いまでは脳外科的処置と薬科的処置、それに心理的処置で、だいぶうまくいってるけど。それでもやっぱり、死者の精神は不安定なのよ～』



　アイは、目をしろくろさせた。



『まあ、確かにアイちゃんの指摘もイタタタタではあるわね。あたし最近心理
療
 りよう

 
法
 ほう

 ばっかりで、全然外科療法してないもの。いまではそっちが本職っぽいし～』



「……ふーん」



『あら、そのふーんはなんのふーんかしら』



「なんでもないです」



　アイはすたすたと先頭を行く。



『ふふふ、ほーんと、
可愛
 かわい

 い子ね♪　……そして変♪』



『……お前は、本当にその
喋
 しやべ

 りさえなんとかなればなぁ……』



『だーって本当に変なんだもの。それに
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ♪　あたしがまずい事言ったときは
悪疫
 ポツクス

 や
強攻
 レツクス

 が、こうしてフォローしてくれるし♪』



『そのためにわたしらは
一
 いつ

 
緒
 しよ

 になったんじゃないんだがなぁ……』



　二人は異形の
掛
 か

 け合いをしながら部屋を
渡
 わた

 り、ベッドの脇に座った。



『はぁい、こんにちは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん。どんな具合なのかしら？』



「……頭痛と、
僅
 わず

 かな吐き気があります。それと胸が張って、痛みます」



『それはいつから？』



「
一昨日
 おととい

 、入国したときから違和感はありました。昨日がピークだったようですが……」



　そうだったんですか？　とアイも
驚
 おどろ

 く。



『ふむふむ、ちょっと熱はからせてね～。これ脇に
挟
 はさ

 んで。──生理は？』



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はぴたりと口ごもった。この世界、子供は生まれないが精通や生理は、以前と変わらず存在した。しかし墓守に、それらはない。



　アイはたらりと、
冷
 ひ

 や
汗
 あせ

 をかき、この
接
 せつ

 
触
 しよく

 は失敗だったかと思い始めた。



「いえ、私に生理はありません」



『そう、
了
 りよう

 
解
 かい

 。──持病は？』



　
紅雪
 デイーヴア

 は
流石
 さすが

 に医者らしく、そのデリケートな反応を受け流した。



　それからまた、いくつかの質問を
紅雪
 デイーヴア

 はした。



　なにか最近
嗜
 し

 
好
 こう

 が変わったりした？　自分が
情
 じよう

 
緒
 ちよ

 不安定だと思う？　または
誰
 だれ

 かに言われたりした？　将来に不安はある？



『はい、どーもありがとね。──ねつは
微
 び

 
熱
 ねつ

 。じゃあ、ちょっと前はだけてー』



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がシャツの前を開ける。少し赤らんだ
肌
 はだ

 と
仄
 ほの

 
白
 じろ

 い
乳
 ち

 
房
 ぶさ

 が
晒
 さら

 された。



『あら？』



「……なにか」



『あ、いえいえ～♪　べつにー』



　
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 、
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をしたあと、
紅雪
 デイーヴア

 は聴診器を
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 に当てる。吸ってー吐いてーまた吸ってーを背中側でも
繰
 く

 り返し、『ちょっと失礼』といって
肩
 かた

 や下腹部、手足の指をみる。



『………………ふぅむ……』



「あの、なにか分かりましたか……」



　
紅雪
 デイーヴア

 の態度が
診
 しん

 
察
 さつ

 を始めてからずいぶん
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 なものになっていった。それは本来なら
歓
 かん

 
迎
 げい

 されるべきものだが、この場合はなんだか
不
 ふ

 
吉
 きつ

 だった。



「ひょっとしてなにか重い病気とか……」



『ん？　あーやだやだ♪　そんなことないわよ』



　ただね、と
紅雪
 デイーヴア

 は人差し指を
突
 つ

 きつけた。







『あなた。墓守ね？』







　しん、と空気が冷めた。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 と
悪疫
 ポツクス

 が
緊
 きん

 
張
 ちよう

 している。



「あ、はい、そうですね。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さんは墓守ですよ」



『あら、
潔
 いさぎよ

 いじゃない。ちなみにアイちゃん、ちょっとあーんしてくれる』



「？　あーん」



　とアイは口を開く。



『うーん？』と
紅雪
 デイーヴア

 がのぞき込む。



『やっぱり♪　乳歯が四番どころか三番まで残ってる。アイちゃん、あなたもしかして十五歳以下なんじゃないの？　十二歳くらいかしら？』



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がゆるゆると殺気を放ちながらこの部屋をどう戦場にしてやろうかと考えはじめた。
悪疫
 ポツクス

 はそれをどう
回
 かい

 
避
 ひ

 しようか手を進めはじめた。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がベッドの下のショベルへいたる三手を考える。おそらく二手は
罠
 わな

 。
悪疫
 ポツクス

 が武器を取られるデメリットとアイの人質としての価値を算出している。おそらく
零
 ゼロ

 。墓守と
至
 し

 
近
 きん

 
距
 きよ

 
離
 り

 で同室。
状
 じよう

 
況
 きよう

 は
圧
 あつ

 
倒
 とう

 
的
 てき

 にこちらの不利。



　
濃
 のう

 
密
 みつ

 な殺気が火花を散らすなか、
紅雪
 デイーヴア

 はなおも油を注ぐ。



『なんで分かったかって？　簡単よ♪　彼女の体が
完
 かん

 
璧
 ぺき

 すぎるんだもの。
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 にいかなる
瘢痕
 あばた

 もなく、内臓は完全に
対
 たい

 
称
 しよう

 
性
 せい

 を保っている。そんな人間、いるわけないじゃない』



　
紅雪
 デイーヴア

 は、たしかに
優
 ゆう

 
秀
 しゆう

 な医者だった。だが
戦
 いくさ

 
人
 びと

 としては有害もいいところで、
悪疫
 ポツクス

 は
殴
 なぐ

 ってやりたくて仕方がなかった。



「あ、はい？　あれ？　
紅雪
 デイーヴア

 さん自分で気付いたんですか」



　アイも、まるで状況にそぐわない脳天気な声を出す。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は横の
死
 し

 
闘
 とう

 にもうちょっと気を
遣
 つか

 って
欲
 ほ

 しいと切に思う。



『それはそうよ♪　っていうかそれ以外にどんな方法で知るのよ？』



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が動いたら、
悪疫
 ポツクス

 は
撃
 う

 つつもりだった。



「キリコさんから知ったのかと思いました」



　
悪疫
 ポツクス

 が動いたら、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は動くつもりだった。



『え？　キリちゃんからって……それってどういう……ていうか知ったってなに？　あの子あなた達のこと知ってたの？　その上で知らせなかったの？　え、という事は……』



　そして、
全
 すべ

 てが動き出した。



『すごいわ、
悪疫
 ポツクス

 ！　キリちゃんが私たちに
隠
 かく

 し
事
 ごと

 してる！　アーンド♪　なんと出会って数日のアイちゃんに私達の事打ち明けてるのよ！』



　
紅雪
 デイーヴア

 がひょいと手を
伸
 の

 ばしてアイに抱きついた。
悪疫
 ポツクス

 がまったく予期せぬ動きに対応できずにずっこけた。アイは一人で
踏
 ふ

 ん張ってなんとか大人ひとり分の体重を受け止めようとした。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がアイを人質に取られまいと
襟
 えり

 
首
 くび

 を引っ張った。



　結果、全員が同時にベッドの下に落っこちた。



　混乱の中、真っ先に動いたのは
紅雪
 デイーヴア

 だった。



『ありがとね、ありがとねアイちゃん♪　あの子ほんっとに人見知り激しくて、そんな深い話しができる友達二、三人しかいないのよ。仲良くして上げてね。お願いね。く～泣けるわぁ♪　これが母性なのかしら　──しかも！　そうよ隠し事まで！　は、これがいわゆる
反
 はん

 
抗
 こう

 期かしら!?
 　母は、母はどうしたらいいの!?
 　ちょっと
悪疫
 ポツクス

 ！　なに
倒
 たお

 れてるのよ！　キリちゃんにお友達が出来たのよ！　あと反抗期よ！　第二の芽生えよ！』



「あ、あの！　そんな！　友達とか！　そんな、そんな
恐
 おそ

 れ多いです～～～!!
 」



　その
頃
 ころ

 には
既
 すで

 にショベルと
拳
 けん

 
銃
 じゆう

 を突きつけあっていた二人は、まったく同じタイミングで全てが
馬
 ば

 
鹿
 か

 らしくなって
獲
 え

 
物
 もの

 を下ろした。



　四人はもぞもぞと起き上がる。一番下の二人は結局死闘に気付かず、世界一たいせつな話をしているかのようにテンション高く言い合っている。



『なに言ってるのよ！　そこまでの話が出来る関係なんて、友達以外にないわよ♪』



「と、友達？」



　アイは、まるで不意打ちでも
喰
 く

 らったかのように、その言葉を受け取った。



「キリコさんと、私は、友達なんですか？」



『そうよ。
間
 ま

 
違
 ちが

 いないわ♪』



　それはどうかなと
悪疫
 ポツクス

 なんかは思うが、空気を読んでなにも言わない。



「……………………」



『あら？　どうしたの♪』



　アイは、お湯にのぼせたような顔で、



「わたし……友達って……初めてです」



　といって、てへへと照れた。



　
紅雪
 デイーヴア

 は
萌
 も

 えあがった。



『かわいい！　なにこの子、スペック高すぎるわ！　どういった
奇
 き

 
跡
 せき

 が奇跡的に奇跡だったのよ！　ちょっとアイちゃん！　あなた今度から一人称『
僕
 ぼく

 』にしてみない？』



『落ち着け
紅雪
 デイーヴア

 、他人にお前のツボを強要するんじゃない』



「ぼ、僕ですか？」



『アイ君！　変態の要求に
応
 こた

 えちゃダメだ！』



　おそかった。



『ふああああ！　たまらない！　いなめない！　やるせない！　略して『た、い、や』！　おおおお、
紅雪
 デイーヴア

 ！　
発進し
 イキ

 マーす！』



『だから落ち着け。だれもついてこれてないぞ』



　左半身が右半身をこきゅっとした。
紅雪
 デイーヴア

 はきゅう、と言い残して静かになった。
悪疫
 ポツクス

 は
後
 こう

 
悔
 かい

 とか
羞
 しゆう

 
恥
 ち

 とか
慚
 ざん

 
愧
 き

 とか残念とかそういったものに
苛
 さいな

 まれた表情で二人をみた。



『……いろいろな意味ですまん』



「……いえ、別にいいですけど」



『そうね♪　ドンマイ♪』



「復活はやっ！」



『そりゃ死者だもの♪』



　そういいながら、二人は協力して
床
 ゆか

 に落ちたカルテを拾った。



『……結局お前は何がしたかったんだ……』



『あ、
診
 しん

 
察
 さつ

 
診
 しん

 
察
 さつ

 、いけないわ♪　私の
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 の社会的価値がどっかいっちゃう』



『そうじゃなくて……気付いても、別に言わなくてよかったんじゃないか？　彼女たちが秘密にしているんだから……気付かないふりくらいしてあげてもよかったじゃないか』



『あら、それは無理よ♪　だって私は医者なんだもの。──
患
 かん

 
者
 じや

 のためが、第一義よ♪』



　そう言って、
紅雪
 デイーヴア

 は
真
 しん

 
剣
 けん

 な顔に
戻
 もど

 った。



『そのためにはどうしても言っておかなければならなかったの。──聞いてもらえるかしら、あなたが墓守だと知った上での私の見立て
 』



「教えてください」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は言った。



「私はいったい、何をわずらわっていると、いうのですか？」



　
紅雪
 デイーヴア

 は言った。



『想像
妊
 にん

 
娠
 しん

 よ』







　……〝想像妊娠〟



　想像妊娠とは妊娠していないにもかかわらず、妊娠したかのように身体反応が出る
心
 しん

 
身
 しん

 
症
 しよう

 をいう。十五年前から急速に増え始め、現在では女性の心身症トップスリーに入るほど広がっている。これは死者にも発生し、精神
分
 ぶん

 
裂
 れつ

 の原因にもなりかねないので早めに医師の診察にかかる事が重要である（ごくまれに、男性にも反応がある）。



　と、手元のオルタス
防
 ぼう

 
疫
 えき

 省発行の『死後健康～家庭に一冊すぐわかる！～』には書いてあった。



『
慢
 まん

 
性
 せい

 的な
吐
 は

 き
気
 け

 と微熱、嗜好の変化。初乳の
分
 ぶん

 
泌
 ぴ

 。あと、さっきの口頭質問でもそうと見られる結果になったわ。それでちょっと聞きたいんだけど』



　
紅雪
 デイーヴア

 はちらりとアイを見てから、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の耳元で何か
囁
 ささや

 く。



「いえ、経験ありません」



『そう。……もう正直に聞くけど、子供が欲しいと思ったことある？』



「ないですね」



『うーん。なんかちぐはぐね。細かい部分は完璧なのに、……大筋が全部はずしているような。子供を意識しないまま想像妊娠するケースなんて聞いた事ないんだけれど……うーん、他になにか心当たりはない？』



　そうは言われても、と
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は困った様子だった。



「心当たりといえば、声ぐらいしか……」



『声？』



　アイが『それがあった』とばかりにうなずく。



『……どんな声？　どんな時に聞こえるの？』



「この街に入った時や、
寝
 ね

 
入
 い

 りばななどに、聞こえるのですが。……その声はささやかなもので、『助けて』とわたしに言いました……」



『……』



　三人は二人で
円
 えん

 
陣
 じん

 を組んでひそひそと話した。



「何か分かりましたか？」



『フムフム『小さな声』『助けて』というのが子供のことと
解
 かい

 
釈
 しやく

 していいのでは？』



『
悪疫
 ポツクス

 はそういう無理なこじつけ好きねー。でもそれお医者様的には大却ーっ下』



　結論は、『よく分からない』というものに決定した。



『ま、とりあえず栄養とって、ゆっくりしなさい。動けるようなら動いてもいいし。行動制限なんかもないわよん♪　むしろ気分
転
 てん

 
換
 かん

 はおすすめよ♪』



「そんなんでいいんですか？」



『確かにとんでもなく
珍
 めずら

 しい事例だけれど、対処法は
一
 いつ

 
緒
 しよ

 のはずよ。ただやっぱり不思議な事でもあるから、容態が変化したらすぐに言ってね。外に出た後も、手紙
頂
 ちよう

 
戴
 だい

 ね♪』



　そういって
紅雪
 デイーヴア

 は道具を
鞄
 かばん

 に片付けはじめた。



『食事はケラさんに
頼
 たの

 んでおくわね。薬の処方はさすがに
恐
 こわ

 いからやめとくわ♪　それじゃ、お大事に～♪』



「あ、あの」



　片付けをすべて終えた
紅雪
 デイーヴア

 ／
悪疫
 ポツクス

 に、アイはおずおずと声を
掛
 か

 けた。



「本当に、いいんですか？　私たち、
噓
 うそ

 ついて入国したのに、その……」



『言わなきゃ
誰
 だれ

 も、気付かないわよ、そんな事♪』



「でも
紅雪
 デイーヴア

 さんは、気付きました」



『………………もう、あなた、そんなにあたしの
狂気
 ほんね

 が聞きたいの？』



　アイの言葉をきっかけに、
紅雪
 デイーヴア

 の表情がどろりと変わった。それは
絡
 から

 みつくようなどぎつい
笑
 え

 
顔
 がお

 で、見るもの、見られるものの生死を
脅
 おびや

 かす学者の
瞳
 ひとみ

 だった。



『正直に、言わせてもらえば♪　〝十五歳以下の少女〟と〝想像妊娠する墓守〟には興味がつきないわぁ♪　こんなのどちらか一つだけでも〝次世代問題〟の研究対象たり得るすばらしい素材だもの♪　解体して解明して、あなた達の
奥
 おく

 まで見て♪　まだ見ぬ地平に立ってみたいわぁ♪』



　
紅雪
 デイーヴア

 の、冷たい右手がアイの
顎
 あご

 を
摑
 つか

 む。灰色の瞳が心の底から楽しそうに緑の瞳の奥を
覗
 のぞ

 く。



『でもね』



　右手がすっと引かれる。視線がさっと
逸
 そ

 らされる。



『私はそんなこと、しないの。──興味は、それこそ死ぬほどあるけれど。それでも私はそんなこと、しないのよ』



「……どうして、ですか？」



『私がよわいからよ』



　右手がそっと、左半身を
抱
 だ

 く。左半身はそっと、それに
応
 こた

 える。



『そんな、ね。そんな巨大な
 ものに立ち向かえるほど、私は強くないのよ。そんな、世界を救う研究
 みたいなものに立ち向かったら、自分がどうなるか、分かってるのよ。──きっと私はその夢に人生をのまれて〝わがままに〟なってしまうの。親しい人を切り捨てて、大事だったあやふやなものを全部切り捨てて、帰って来れなくなってしまうわ。それが分かっているから、あなた達には絶対に手を出さないの』



「……よく、わかりません……」



『夢は、
生
 い

 け
贄
 にえ

 を求める。そういう話よ♪　──アタシは医者で。そして医者でありたい者
 なのよ……』



　アイは、もうすこし、夢の話を聞きたかったけれど。
紅雪
 デイーヴア

 にそれ以上話す気はないようだった。



『さて♪　それじゃあ私たちは城に帰るわね』



　
紅雪
 デイーヴア

 ／
悪疫
 ポツクス

 が立ち上がり、
扉
 とびら

 まで歩いた。アイは自主的に鞄を持って後を追った。



「あ、そうだったそうだった♪　アイちゃん。あなた──」



　扉を開け、キリコに鞄を
渡
 わた

 したところで、
紅雪
 デイーヴア

 が言った。



「あなた、
姫
 ひめ

 さまとも友達になる気、ない？」



　キリコがおもしろいくらい、
嫌
 いや

 そうな顔をした。





　　　　II






　くぁっと、おおきな
欠伸
 あくび

 が出た。



　アイはぱしぱしと
瞬
 まばた

 きをして目の中の
眠
 ねむ

 
気
 け

 を追い
払
 はら

 おうとする。



　オルタス城、
謁
 えつ

 
見
 けん

 の間。



　白を基調としたオルタスの中で、このお城だけが
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の石で造られていた。通された部屋もまた
光
 こう

 
沢
 たく

 ある黒大理石で出来ていて、床も
天
 てん

 
井
 じよう

 も全てが
闇
 やみ

 にひかる星々の様に
瞬
 またた

 いていた。



　最初はそのことにいたく感動したアイだったが、さすがにここまで待たされると、星も闇も眠気を
誘
 さそ

 うだけのものになってくる。



　
紅雪
 デイーヴア

 ／
悪疫
 ポツクス

 の誘いを受けて、アイは張り切って出かける準備をしたのだが、向こうから呼んだくせして城の人々はアイを待たせて待たせて待たせまくった。



　まず、昼過ぎまで
寮
 りよう

 で待たされ、城に着いた所で照会のため待たされ、通された
控
 ひか

 え
室
 しつ

 で忘れられたんじゃないかと不安になるくらい待たされ、ようやく謁見室に通されてもまだ待たされている。



　この
状
 じよう

 
況
 きよう

 で
緊
 きん

 
張
 ちよう

 を保てというほうが無理というものだ。アイはたるみきった目元をごしごしと
擦
 こす

 ってもうひとつ欠伸をし、また、こっくりこっくり船をこぐ。



　そのとき星が瞬いた。



　
一
 いつ

 
切
 さい

 の物音を立てずに、部屋の
隅
 すみ

 からスーツを着た死者達が現れて
玉
 ぎよく

 
座
 ざ

 の前に
御
 み

 
簾
 す

 を引いた。さらに部屋の四隅にも同じ格好の男女が現れて直立不動の姿勢を取る。



　部屋の辺にはいつの間にか三人の
人
 ひと

 
影
 かげ

 があった。その
端
 はし

 にキリコの姿もある。



「ウッラ様ご入場」



　誰かの野太い声が
響
 ひび

 き、奥の扉が開け放たれる。そこから小さな
影
 かげ

 が音もなく中央により、
椅
 い

 
子
 す

 の影にふっと
沈
 しず

 んだ。



「オルタス城、城主。ウッラ・ヘクマティカ様ご入場である」



　そう言ってから、
儀
 ぎ

 
仗
 じよう

 長が
眉
 まゆ

 をしかめた。アイが立ち上がって礼をとらなかったからだ。キリコはその横ですこし同情する。──そんなの急に言われてやって来たんだから無理だと思う。



「来訪者、名乗れい」



　死者の声が命じる。



「……」



　アイは名乗らなかった。



「来訪者、名を、名乗れい」



「……」



　キリコはおや？　と下座を見た。アイは椅子に深く
腰
 こし

 を下ろして
俯
 うつむ

 いてしまっている。



「失礼します」



　さっと列を
離
 はな

 れてアイの元へ三歩で至った。背中に儀仗長の嫌みっぽい視線が
刺
 さ

 さるが気にしない。



「来訪者、名を、名乗れぃ！」



　アイは顔を上げることも出来ない様子だった。



「アイ、緊張してるかもしれないけど、
普
 ふ

 
通
 つう

 でいいから、とりあえず立って名前を──」



「来訪者、名を、名乗れぃ！」







「………………ｚｚｚ、むにゃむにゃ、もう食べれません……」







　最悪の事態だった。



　神様でも
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 せない、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な
寝
 ね

 
言
 ごと

 が部屋に響いた。



　儀仗長は歯を
握
 にぎ

 り
締
 し

 めて殺人的な視線でキリコを
睨
 にら

 み、
百
 ひやく

 
戦
 せん

 
錬
 れん

 
磨
 ま

 の警備までもがぷるぷると
震
 ふる

 えて笑いの波に
堪
 た

 えている。



「貴様！　謁見をなんと心得──」



「起きろ！　この
馬
 ば

 
鹿
 か

 ！」



「うぇ!?
 　あ、いや、寝てないですよ？　ちょっと夢見てただけですよ？　夢見がちな
年
 とし

 
頃
 ごろ

 なだけですよ？」



「起きたんならその寝言をひっこめろ！　──儀仗長！」



　機先を制してキリコは
憤
 ふん

 
慨
 がい

 に打ち震える老人を
見
 み

 
据
 す

 えた。



「見ての通り！　こんな子供が相手では礼をしった謁見は望めません！　ここは我々〝
五
 ご

 
芒
 ぼう

 
星
 せい

 〟に任せていただきたい！」



「しかし……」



　小走りで
駆
 か

 け寄り、さらに耳元で
囁
 ささや

 く。



「元々、成典でやりたいとねじ
込
 こ

 んできたのはあなた方でしょう。ここは引いて下さい」



　それでも儀仗長は食い下がった。



「……それは
故国
 オリアス

 が責任をもつ、ということか？」



「いいえ、あくまで
僕
 ぼく

 です」



　なお
強
 ごう

 
欲
 よく

 に
言
 げん

 
質
 ち

 をとろうとする老人に舌を巻きつつ、キリコは冷静に言い返す。



　老人はふんっと不満そうに鼻をならし、もはや取り
繕
 つくろ

 うこともなく舌打ちをして去っていった。



「悪かったね、アイ。……公式じゃない、もっと簡単な場になるはずだったのに、儀仗長がねじ込んで来てさ……まったく。あいつ、姫さまの前でなんて態度を……」



「あ、あれ？　ここは
何
 ど

 
処
 こ

 ですか？　あ、さっきの場所か、でもなんですかこの
薄
 うす

 布。向こうになにかあるんですか？　実はわたし、お城ときいていろいろと想像してきたんですよ。たとえば、こうパーティ的な何かを。なのでお昼は控えめにしてきたのでまだまだぜんぜん
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 です。夢のなかでもちゃんと秋鳥の丸焼きを辞退してきたところですので」



「──って！　この規格外馬鹿！」



　アイがなんの
躊躇
 ためら

 いもなく御簾に手を掛け、キリコが
襟
 えり

 
首
 くび

 に手を
伸
 の

 ばすが、もう
遅
 おそ

 く。



　ひょいと、御簾を
手
 た

 
繰
 ぐ

 り上げられた。



　そこに、ひとりの少女がいた。



　少女の
髪
 かみ

 はこの部屋のどんな黒石よりもくろく、少女の
肌
 はだ

 はこの国のどんな白石よりもしろかった。その白と黒はまるで光の性質のように周囲のものを照らし出す。無骨なだけだった玉座は少女をのせることで
威
 い

 
厳
 げん

 と
華
 はな

 やかさを得て、少女の着る、うす
桃
 もも

 
色
 いろ

 のドレスは花を得た
花
 か

 
瓶
 びん

 のようにその
輝
 かがや

 きを増している。



　それはまるでお話にあるような、完璧なお姫様だった。



　ただし、



　その
口
 くち

 
枷
 かせ

 と
目
 め

 
隠
 かく

 しを除けば。
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　少女の口は、革の
細
 ほそ

 
帯
 おび

 で鼻の下まで
幾
 いく

 
重
 え

 にも
封
 ふう

 じられ、少女の瞳もまた、一本の
革
 かわ

 
紐
 ひも

 によって封じられていた。



　アイの心に言葉はなく、ただ『すごいものをみた』という
素
 す

 
直
 なお

 な感動があった。その感動は大きすぎて、もはや心を
揺
 ゆ

 らすことはなく、アイはただ、光に手を伸ばす子供のように
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をした。



「はじめまして。アイです。──アイ・アスティンです」



　しかし、少女は返事をかえさず、ただ小首を
傾
 かし

 げるのみだった。



「この無礼者！　姫さまに直接お声
掛
 が

 けするなんて──」



　われに返ったキリコが、すぐに少女の目の前に立って
叱
 しつ

 
声
 せい

 を飛ばす。しかし、その声はすぐに止められた。



　少女が目の前の背中を不満そうに
押
 お

 しやって、
隠
 かく

 し持っていたノートを
捲
 めく

 って体の前にかざした。



〝ウッラ・エウレウス・ヘクマティカ〟



　紙面にはそう、書いてあった。



〝私の名前〟



　ノートはよどみなく捲られ、自己
紹
 しよう

 
介
 かい

 の文字が現れる。あらかじめ用意された、その言葉たちはとびきりやさしく、あたたかな
歓
 かん

 
迎
 げい

 にみちていた。



〝よろしくね〟



　そう、ノートを
手
 た

 
繰
 ぐ

 り、ウッラは
頰
 ほお

 だけで
微笑
 わら

 ってみせた。



　アイもまた、にこりと微笑んだ。



　けれどその後、自分の笑みが相手に見えていないことに気付いて、すこし悲しい気持ちになった。







　謁見の続きは別の部屋で行われた。冷たい石の間から暖気をいっぱいにとったティールームにアイは通される。そこは様々な美術品が節操なく並べられた部屋で、
地
 ち

 
球
 きゆう

 
儀
 ぎ

 の横に
古
 いにしえ

 の
竜
 りゆう

 
骨
 こつ

 がならび、
陶
 とう

 
器
 き

 の
虎
 とら

 の上で
黒
 くろ

 
猫
 ねこ

 が欠伸をしている。



　アイとウッラは向き合ってソファに
座
 すわ

 り、その横にキリコがコの字形に控える。



「どこから来たんだ」



「え？」



　辺りの調度に視線を取られていたアイが聞き返した。



「姫さまがお聞きだ」



　見ると、キリコの右手が
隣
 となり

 の
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けに置かれ、そこにウッラが人差し指を走らせている。



「え、えと！　この街の東に山脈がありますよね？　その山の、村から来ました」



「その村で育ったのか？」



「はい」



「なぜ旅に」



「村が、無くなっちゃったので……」



「だったな……深くは聞かないよ……」



　キリコは
冷
 ひ

 や
汗
 あせ

 が止まらなかった。右手の
甲
 こう

 にはいまも『どうして？』という疑問が
踊
 おど

 っている。そんなの聞こうとする
姫
 ひめ

 さまも姫さまだけれど、聞いたらあっさり答えそうなアイも
恐
 こわ

 い。



「あの、姫さまは声、出ないんですか？　あと目も……」



　こっちはこっちで普通だったら聞きにくいことをあっさりと聞きやがって……。



　キリコは心の中で
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。



「姫さまを
愚
 ぐ

 
弄
 ろう

 する気か？　下草のものが姫さまの
御
 お

 
声
 こえ

 、
御
 お

 
眼
 まな

 
差
 ざ

 しを受けられるわけが無かろう」



〝キリコはちょっと固いの〟



「それ以前に君はもう少し
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 を学ぶべきだ。いや、さらにその前に常識を学ぶべきかも知れないな」



〝私のことも、ウッラ、って呼んでほしいって、いつも言っているのに、二人きりのときにしか呼んでくれないの〟



「なるほど」



「
納
 なつ

 
得
 とく

 したか？　だいたい君は生活の
全
 すべ

 てが雑だ。テーブルマナーもなってない。──よし、今夜の食事から
僕
 ぼく

 がみっちり見てやる」



〝アイにも、──あ、その前にアイって呼んでもいい？〟



「良いですよ」



「お？　
殊
 しゆ

 
勝
 しよう

 な態度じゃないか。えらいぞ」



〝わたしのことも、ウッラって、呼んで欲しいの〟



「ウッラ」



「なんでいきなり呼び捨て!?
 　──って姫さま!!
 」



　右手とノートを
巧
 たく

 みに使って
内
 ない

 
緒
 しよ

 
話
 ばなし

 をしていた二人の
企
 くわだ

 てはすぐにばれた。



〝あぅ、ごめんなさい。二人の時に、って書けばよかった〟



「書けばよかった、じゃありませんよ！　勝手な事しないで下さい！　決まりなんですから守っていただかないと！」



〝ちゃんと守ってる。声は出してない〟



「
揚
 あ

 げ
足
 あし

 
取
 と

 りを！」



〝ね、キリコは固いの〟



「ですね、固いですね」



　女子二人はあっと言うまに結束した。



「そういえばキリコさんは、初めて会ったときに私の事を〝姫さま〟──ウッラと
間
 ま

 
違
 ちが

 えたんですよ」



〝そうなの？〟



「は？」



　キリコにまったく覚えはない。



「そうですよ。なので私は、似てるのかなとちょっと期待していたのですが……」



　アイは
金
 きん

 
髪
 ぱつ

 、ウッラは
黒
 くろ

 
髪
 かみ

 、顔かたちも似ているようには思えない。



「
特
 とく

 
徴
 ちよう

 なんて、生きてる
 ことくらいしか似てませんよ」



〝なんでキリコは間違えたの？〟



「あ、いや、その、ちょっと
寝
 ね

 
惚
 ぼ

 けてて……」



〝？　寝惚けてる状態で初めて会ったの？〟



　さぁて、まずいことになった。



　とりあえず『それはですね──』と口を開きかけているアイを
黙
 だま

 らせる。



（ふがっ！　何するんですか！）



（しっ！　静かに！）



　ウッラから見えないのをいいことに、二人は頰を引っ張り合って小声で話した。



（
頼
 たの

 むアイ！　口裏を合わせてくれ！）



（何でですか？）



（彼女には僕が危険な目にあったこと、言ってないんだ！）



（……隠し事ですか）



　アイの視線が険しくなる。



（頼む。心配かけたくないんだ！）



（……まあ、いいですよ──）



「──ええ、その時はちょうど夜で、キリコさんは完全に寝惚けて、月をライトに、
腰
 こし

 
蓑
 みの

 ひとつで踊っていましたから。──いま思えば気にした自分が馬鹿でした」



　……この
糞
 くそ

 
餓
 が

 
鬼
 き

 が……。



「そ、そうなんだよ。いやー
恥
 は

 ずかしい所をみせてしまって、すまなかったね」



「いえいえ、その後の形態模写シリーズに比べたらまだ見られたものでしたから。謝罪は結構です。──なんなんですか？　あの『水冷二
気
 き

 
筒
 とう

 エンジン』とかいう芸は」



〝わあ、
面
 おも

 
白
 しろ

 そう！　キリコ。私の前ではそういうの、やらないよね？〟



　また、この子はそういうことにすぐに興味をもって……。



　キリコは今すぐこの場から
逃
 に

 げたかった。



　アイはにやりと
悪
 あく

 
魔
 ま

 的な
嗤
 わら

 いを
浮
 う

 かべて、
攻
 こう

 
勢
 せい

 に出る。



「──そういえば二人はどういうご関係なのですか？」



〝それはね──〟



「ああ、もう！　僕は姫さまのご学友で！　同時に教師だ！」



「？？？　その二つは両立するのですか？」



「……ぼくは他の五人と限定的に
繫
 つな

 がっていて、その
記
 き

 
憶
 おく

 にアクセスして知識を引き出せるからな」



〝ずるなの〟



「ぼくのせいじゃないよ！」



「ずるいですね」



「あのねぇ……」



　キリコはがりがりと頭をかいた。



「…………いっとくけど、こんなの全然良い事じゃないよ……ぼくはそのせいで自我が
薄
 うす

 くて、姫さまに会うまでは他の五人と自分の
違
 ちが

 いが本気で分からなかったんだから……」



　そこまで聞くと、さすがのアイも悪いと思ったようだった。



「…………あう、失礼しました」



〝……わたし、そんなの初めて聞いた〟



　ウッラは、ひどく不満そうに紙面を見せ、そのつづきに強い感情をぶつけるように万年筆を走らせた。



〝ね、キリコってずるいでしょ？〟
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　今日も返信はなかった。



　ユリーは修理工を
覗
 のぞ

 いてから一丁目通りまで歩き、そこで
故国
 オリアス

 とあった。午後は
卸
 おろし

 
問
 どん

 
屋
 や

 と雑貨屋を冷やかして電話
交
 こう

 
換
 かん

 所を
訪
 おとず

 れた。期待していた返信はなく、その日は四通の電報を打って
寮
 りよう

 に帰った。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の具合はだいぶ良くなっていた。血色もよく、
食
 しよく

 
欲
 よく

 もあるようでもらい物の
葡
 ぶ

 
萄
 どう

 干しを
与
 あた

 えると無言で受け取って食べた。ユリーは最近、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の表情がすこし分かるようになっていた。基本は全て
笑
 え

 
顔
 がお

 で、そこに
僅
 わず

 かに他の感情が交ざるのだ。その判断法からいえば、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は喜んでいるようだった。



　机に
腰
 こし

 
掛
 か

 けて手紙の文面を練っていると、昨日よりはだいぶ早い時間にアイが帰ってきた。アイはえらく興奮していて食事中もずっと上の空で今日起きたことをうれしそうに語っていた。



　部屋に
戻
 もど

 ってもアイはとまらず、ユリーはウッラという少女について姿かたちまで思い浮かぶほど
詳
 くわ

 しくなった。



「よかったな」



　ユリーの相づちはほとんどがそれだったが、アイは一つも気にせず楽しそうだった。



　二人は
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の
邪
 じや

 
魔
 ま

 にならぬよう、ユリーの部屋で
喋
 しやべ

 っていた。ユリーは机で書類に目を通し、アイはベッドの
縁
 ふち

 に腰掛けて足をぶらぶらさせている。その手元には久しぶりのショベルがあった。



　語っても語ってもまだ足りない。そんなふうにアイは語り、その果ての幕間に、ぽつりと、ショベルに向かって言葉を
漏
 も

 らした。



「もしかしたら……」



　そこに
誰
 だれ

 かがいるかのように、報告でも、するように。



「友達が二人も、出来たかも知れません……」



　ショベルはなにも
応
 こた

 えなかった。だから代わりにユリーは立ち、その無骨な手でぐいぐいと頭をなでてやった。



「よかったな」



「はい。えへへ……」



　アイの言葉はやっと止まった。



　それを感じて、ユリーは
隣
 となり

 に
腰
 こし

 をおろした。ベッドがそちらに
沈
 しず

 み込み、アイはころんと転がりそうになる。



「さて、アイ。
俺
 おれ

 からも少し話があるのだが。……いいか？」



「はい」



　その
真
 しん

 
剣
 けん

 な声をうけて、アイもすぐさま居ずまいを正す。



「……街の者に、君たちの正体がばれたそうだな」



「はい」



　アイは堂々と応えた。



「いけませんでしたか？」



「いや、いけなくはないよ」



　ユリーの声に
怒
 いか

 りはなかった。



「…………
怒
 おこ

 られると、思ってたんですが……」



「怒りはしないさ、……あの
丘
 おか

 で、俺は言ったろう？　『君を助ける』と。正直、俺は君の
願
 ねが

 いが
叶
 かな

 う手段を知らない。だから、出来る事は君のサポートだけだ。君は君が思うままに動けばいい。まあ、お小言は言わせてもらうがね。俺の精神安定のためにも」



「……ありがとうございます」



「だが、危なかったぞ、もし相手が〝
欠
 れ

 
落
 ん

 
五
 ち

 
芒
 ゆ

 
星
 う

 〟じゃなかったら、どうなっていたかわからん。良くて強制退去、悪くて死。もっと悪くて死後
埋
 まい

 
葬
 そう

 。さらに悪くて実験動物だ。きみはそれを、理解していたか？」



「いいえ。私は、そういった判断はつきませんでした」



　
愚
 おろ

 かな答えを返す声は、しかし冷静だった。



「でも、ユリーさんがそこまで
 強く言わないのなら、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だろうと思いました」



　この子は、とユリーは舌を巻く。



「ずいぶん高く見てくれたな、……だがそれだけか？」



「後はキリコさんの性格とか、街の
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 とか、私たちの戦力とか、そういうのも
含
 ふく

 めて、最終的には、
勘
 かん

 で」



「勘か」



「あと適当に」



「適当か」



　
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 きたくなるが。だが、こうしてすべてうまくいった後では何事も言い
難
 にく

 い。この子はひどく
無
 む

 
邪
 じや

 
気
 き

 な面がある一方で、まるでそれらすべてが演技だったかのようにうまくこと
 を繫げたりする。



「……君は、そういうのを天然で
把
 は

 
握
 あく

 する子だなぁ。……空気を読めるのに使えないというか……
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 
正
 ただ

 しい無法者というか……真正面から場外戦法というか……」



「あの、それ
褒
 ほ

 められてるんですか？　それとも
貶
 けな

 してるんですか？」



　俺もよく分からん、とユリーは返す。



「ユリーさんは──」



　アイが聞く。



「ユリーさんは、この街のことかなり深く知ってたんでしょう？　キリコさん達の事も」



　こういうみょうに
鋭
 するど

 いところがなぁ、とユリーは思う。



「……………………妻がな」



　妻を亡くしたときに、ユリーは
娘
 むすめ

 と三人で過ごせる場所を求めて地方を旅した。しかし当時の世界は死者に対していまよりも開かれておらず、一家は辺境を
彷徨
 さまよ

 った。



「そのとき、この街にも
訪
 おとず

 れたんだ。……結局折り合いがつかずに住むには至らなかったがね。──その後〝
魔
 ま

 
女
 じよ

 〟に会って、妻の
死後処理
 エンバーミング

 を頼んだのだが、
奴
 やつ

 は断ってな。代わりに居住地やらなにやら用意してくれた」



「？　断ったのに、ですか？」



「……奴はいったよ〝お前達、
凡
 ぼん

 
人
 じん

 の幸福は
退
 たい

 
屈
 くつ

 だ。だが不幸は
極
 ごく

 
上
 じよう

 だ。その一助となるのならサイン一枚安いもんよ〟とな……それから何があったかは、君も知るだろう」



　死者は人食い
玩具
 おもちや

 に食い散らかされて、娘は死んだ。そしてユリーは死にに行き、死にぞこなってここにいる。



「そのとき〝
欠
 れ

 
落
 ん

 
五
 ち

 
芒
 ゆ

 
星
 う

 〟の一人と友人になってね。キリコも、さすがに五分の一人の友人までは認識しきれなかったようだ──今日は、その友人と会ってきた。
故国
 オリアス

 という」



「また、半分半分の人ですか？」



「ああ、他の三人とはまたおもむきが違うがね」



　ユリーは気息を整え、アイの様子を見ながら言った。



「……彼が言うには、出国したら、二度と入国しないで
欲
 ほ

 しいそうだ」



　アイは、ぶらぶらと
振
 ふ

 っていた足をぴたりと止めた。



「良くて強制退去と、言ったろう。……それよりさらに条件はいい。あくまで
要
 よう

 
請
 せい

 で、永久追放ではないのだからな」



　足は止まったままだった。



「ウッラやキリコさんや、知り合った
皆
 みな

 さんとは、会えなくなりますか……」



　ユリーは言い訳するように言葉を重ねた。



「……手紙は、かけるさ」



「そう、ですね。いまだって、ウッラとは、手紙でやり取りしているようなものですからね……はっはっは……はぁ……」



　そう言って、アイはしょぼくれたように
俯
 うつむ

 いた。



「……今日、お城で、ウッラに言われましたよ。『オルタスに住まないの？』って」



「それはっ！」



　ユリーは
大
 おお

 
袈
 げ

 
裟
 さ

 な動作で振り向く。



「わかってますよ。ユリーさん」



　しかし、アイは冷静だった。



「ちゃんと
 、お断りしましたから
 」



「……きみは、気付いていたのか？」



　なににですか、とアイは応える。その視線はどこかうつろで、
荒
 こう

 
野
 や

 の果てを見るような遠いものだった。



「ユリーさんこそ、私が気付いていた事に、気付かなかったんですか？　私はそんなに、おめでたそうに見えましたか？」



「……」



　しん、と空気が冷めた。アイは感情を含まない
瞳
 ひとみ

 で遠くを見はらし。独り言のように
呟
 つぶや

 いた。



「ライオンさんも、純な人ですよね〝オルタスの
闇
 やみ

 を、なにも知らない〟なんて。よりによって
 私に言うなんて。……仕方ないですね。私がどんな、
隠
 かく

 し
事
 ごと

 のなかで育ってきたか、知らないんですから」



「アイ、君は……」



「わたし、そういう気配には鼻が利くんです」



　たはは、と笑って、そのときだけ、アイは
自
 じ

 
慢
 まん

 そうに言った。ユリーはそんな痛々しい言葉を止めてやりたかった。だが、自分にその手段はない。



「ねえ、ユリーさん、あなたはどうして、死んじゃった
奥
 おく

 さんと、生きていた娘さんと、家族でこの街に住まなかったんですか？」



「……」



　ユリーは応えなかった。アイは
淡
 たん

 
々
 たん

 と秘密を
暴
 あば

 いた。



「分かりますよ。オルタスは死者の街で、死者だけの街で、生者は住む事が許されていないからです。──では、それでもオルタスに住みたい生者は、どうしたらいいのでしょうか？」



　ユリーは答えない。



「答えは簡単です。死ねばいい
 」



　ゆっくりと、アイはこちらを向いた。



「いつ、気付いたんだ……」



「……ちょっと想像すれば疑問に思いますよ。そしたらヒントもたくさん転がってましたしね。たとえばこの学校とか……ライオンさんの言葉とか……ね」



　その言葉と共に、アイの瞳に色が戻った。



「どうして……」



　それは怒りの色だった。



「……どうして、みんな、この情報をわたしに隠したのですか？　ユリーさんも、キリコさんも、
悪疫
 ポツクス

 さんも、
強攻
 レツクス

 さんも、
紅雪
 デイーヴア

 さんも、ライオンさんも──」



　緑の瞳は燃え上がり、むき出しの太陽のようにユリーを
叩
 たた

 いた。



「……べつに隠していたわけじゃないさ、オルタスも情報は公開している」



「でも私には隠しましたね
 ？」



　子供の瞳は怒りに燃え、大人はすっと視線を
逸
 そ

 らした。



「……私はべつに、責めたいわけじゃないんですよ。皆さんの気持ちも分かりますからね。……ユリーさんは私が傷つかないように守ろうとしただけですし。キリコさん達にしても、そんなことをわざわざ言って、
驚
 おどろ

 かせたくなかっただけだと、分かりますよ。……でもね」



　アイはベッドに
座
 すわ

 ったまま、
拳
 こぶし

 の骨が割れるほど
握
 にぎ

 り
締
 し

 めた。体温があがるほど筋肉をこわばらせ、人を殺せるほど視線を燃やしていた。
誰
 だれ

 にもぶつけられない怒りに
堪
 た

 えるために、必死で体を
押
 お

 さえつけた。



「わたしは、そういうことが、ほんとうにいやなんです
 。私の知らないところで私のことが決められて、ぜんぶ
手
 て

 
遅
 おく

 れになって
全
 すべ

 てを知るのは、もう二度とごめんなんです」



　すべてを
優
 やさ

 しく隠した村人達、隠されるふりの自分、
偽
 いつわ

 りの日常、
噓
 うそ

 の世界。



　それらと決別するために、アイはいった。



「私は、二度と、知らないままで過ごすことをしないって、決めたんです。──目を閉じて、耳を
塞
 ふさ

 いで、死んだふりして生きていかないって、決めたんです」



「……そうか」



「はい、だから、ユリーさん。これからはそういう事、全部話してください。私が傷つくとか、不幸になるとか、そういうことは全部いいですから。それは私が決めますから
 」



「……分かった」



　ユリーは両手を挙げて降参のポーズをとる。噓だな、とアイは思う。ユリーは多分、その必要があると感じたら、噓を吐いたり隠し事をするのを、ためらわない。



「信用します」



　それでもアイは噓を吐いた。二人は噓の約束を
交
 か

 わした。



「……しかし、君はそれを知ってどうするつもりだ？」



「その前に、オルタスが入国者にどういった態度を取っているのか教えてください。あとその理由も」



　ユリーは言った。



　オルタスの入国政策は『来る者
拒
 こば

 まず、去る者追わず』だった。
頼
 たよ

 ってきた死者は〝我が
侭
 まま

 な者〟以外原則として受け
容
 い

 れ、生者はまったく受け容れない。トラブルで行き着いただけの者には
無
 む

 
償
 しよう

 で
近
 きん

 
隣
 りん

 集落まで送り、それまでの住居も保証した。
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 、もう行き場のない生者だけに死を進めて入国を
促
 うなが

 している。
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「でも、どうして死なないとダメなんですか？　生者と死者で、
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に暮らせばいいじゃないですか？」



　ユリーは決然と首を振った。



「無理な理由はいくつかある。まずオルタスのインフラが死者を前提につくられている点。上下水道は一部を除いて存在すらせず、病院は精神科以外は存在しない。そしてなにより食料供給ができない。この土地は本来、人など住めない不毛の大地なのだ。──ごく
稀
 まれ

 に訪れる俺たちみたいなのや、街門の向こうで商売やっている分は何とかなっているが、
恒
 こう

 
久
 きゆう

 的に供給するのは不可能だ」



「……でも、それだけなら」



「ああ、確かにこれだけなら、どうってことはないさ。大変な事だが、不可能じゃない。……だがね、アイ。オルタスにはこんなものよりはるかに
巨
 きよ

 
大
 だい

 なものが、生者を拒んでいるんだよ……」



「なんですか……それは？」



「住民感情だ」



　オルタスの
民
 たみ

 は死者であり、当然、ここで生まれた者はいない。彼らの多くは生者から
爪
 つま

 
弾
 はじ

 きにあって荒野を
彷徨
 さまよ

 い合流した者達である。その差別は厳しく、ほとんどの者達がその
途
 と

 
中
 ちゆう

 で墓守に
埋
 う

 められてきた。それはオルタスという集団自体にも言える事で、彼らの母体である遊牧民族はありとあらゆる面で差別され、
皆
 みな

 
殺
 ごろ

 しの
憂
 う

 き
目
 め

 に
遭
 あ

 う事さえ
珍
 めずら

 しくはなかった。



　だから、この地はそういった人達の夢の場所なのだ。生者に差別されず、墓守を
恐
 おそ

 れず、ついには国際社会における立ち位置まで確立した。そんな場所。



「そんな彼らが、生者と暮らす事を拒むのを、非難できるか？」



「……」



「ただでさえ、初期の死者と、現在の死者──昨日までは差別していた連中──との間で
軋
 あつ

 
轢
 れき

 があるんだ。もし、仮に生者の居住を許したとしたら、オルタスは二つに割れて大混乱になるだろう」



「……」



「これを解決するにはな、アイ。君の人生を必要とするよ。一年、十年、ひょっとしたら百年かかる仕事かもしれない」



「そんなに時間が
掛
 か

 かったら……」



「だれも生きてはいない
 。そう、それが反対派の一番の主張でもある。そんな努力をしたところで、あと百年もすればすべての生者は死に絶える。……彼らはそれを待っている」



　アイは、
衝
 しよう

 
撃
 げき

 を受けて、
肩
 かた

 を落とした。



「そんなことを考えているなんて……」



「だが、道理は通っている」



「そうですか？　……私にはどこにも通じていない、
袋
 ふくろ

 
小
 こう

 
路
 じ

 にしか見えませんが……」



　アイは、そう言って
頰
 ほお

 
杖
 づえ

 をついて瞳を閉じた。ユリーはそろそろ、なにか
慰
 なぐさ

 めの言葉を掛けてやったほうがいいのではないかと考えはじめる。



　その矢先だった。



「よし！」



　と、アイが
叫
 さけ

 んで立ち上がった。



「どうしたね？」



「この件は保留します！」



「げ、元気いっぱいに言う事かねそれが」



「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 です！　空元気ですから！」



　言葉通りにアイはショベルで空気を
八
 や

 つ
裂
 ざ

 きにしたり、
無
 む

 
駄
 だ

 に
跳
 と

 んだり
跳
 は

 ねたりした。



「たしかに……おれも保留がいいと思うよ。きみはもっと、世界を見るべきだ。そして自分というものを育てるべきだ」



「はい。私は、全力で保留したいと思います」



「全力で保留か。良い言葉だな。……出来る事から、やっていこうか」



「はい」



　アイは元気に返事をし、そしてようやく本題
 を切り出した。



「でしたらユリーさんに、お願いがあります」



「なんだね？」



「ウッラ
 ・ヘクマティカについて調べて下さい
 」



　アイは誰にも聞かれない
距
 きよ

 
離
 り

 で言った。



「私も
探
 さぐ

 ってみますが。なにか、
臭
 にお

 うんです」



　ユリーは
厄
 やつ

 
介
 かい

 な
要
 よう

 
請
 せい

 に
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。



「彼女がなぜ
 、生きているのか
 」



　そうして三日目の夜は誰のもとにも等しく訪れ、去っていった。
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　四日目。



　キリコは
忙
 いそが

 しかった。



　
悪疫
 ポツクス

 ／
強攻
 レツクス

 は先日の町との
交
 こう

 
渉
 しよう

 推移をひっきりなしに送ってくるし。
紅雪
 デイーヴア

 ／
悪疫
 ポツクス

 は
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の様子を朝夕かならず聞いてくる。かと思えば
故国
 オリアス

 は勝手にユリーに会って、あまつさえ友達だとか
抜
 ぬ

 かして容量の重い
記
 き

 
憶
 おく

 を送ってきて頭痛を起こさせる。アイはアイで、朝から「今日はいつ城に行くのか？」と何十回も聞いてきて、「午前中は役所で仕事だ」と答えて
逃
 に

 げ出すと、なんと、昼には自力でバスを乗り
継
 つ

 いで役所までやって来やがった。



　仕事の
邪
 じや

 
魔
 ま

 をしないから！　とその時点で邪魔なアイに
疲
 つか

 れはて、キリコは城に着く
頃
 ころ

 にはぼろぼろになっていた。



「キリコさんの番ですよ」



　言われてはっと目を見開く。
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 意識が飛んでいた。



　場所は先日のティールーム。座る位置もなにもかも昨日と同じだが、一つだけ
違
 ちが

 う物があった。三人が囲むテーブルの上には、一つの
双
 すご

 
六
 ろく

 がある。



　それは部屋に転がるガラクタの一つで、アイが
目
 め

 
敏
 ざと

 く
発
 はつ

 
掘
 くつ

 した物だった。いまはそれを広げて三人で遊んでいるところだ。



「あ、ああ、ごめん」



　キリコは言って、サイコロを
放
 ほう

 る。



「それ。……四だね。──一──二──三──四……」



　アイが書かれたマスを、ウッラのために読み上げる。



「『水の出しっぱなしが原因で一家
離
 り

 
散
 さん

 』妻と子供を失い一人になる」



「ちょっと待て！　なんでだよ！」



　ツッコミをものともせずにアイはキリコのカードを
冷
 れい

 
酷
 こく

 に取り上げる。



〝『つぎわたし』『──えい！』『……どう？』〟



　ウッラがサイコロを
振
 ふ

 りながらノートをめくる。ノートは昨日のものよりも使いやすくなっていて、よく使う会話文は清書されたカードになっていた。アイには
内
 ない

 
緒
 しよ

 にして欲しいそうだが、昨日夜なべして作ったそうだ。



「三です。──『職を失い、……まぁ色々あって性別が変わる』」



「〝色々〟ですむ事じゃないだろそこは！　言葉を
濁
 にご

 すな！　原因と結果の間をはしょりすぎだ、このゲーム！」



「この場合、
結
 けつ

 
婚
 こん

 関係どうなるんでしょう？」



〝男同士になっちゃうね〟



「まあ、認められる国もあると聞きますし、良いんじゃないですか」



〝そうだね〟



「順応性たかいな君たちぃ！」



　キリコのツッコミは誰にも届かず、二人のゲーム進行に一分の乱れも生じない。



「ウッラさん。青マスなので、サイコロもう一回お願いします」



〝あ、そっか、──えい！　どう？〟



「六です。──『結婚していれば女の子が生まれる』」



「だれから!?
 　ねえ、だれから生まれるのさ!?
 」



〝
謎
 なぞ

 ね〟



「謎ですね」



「謎でも何でもないよ！　こんなのただの
欠
 けつ

 
陥
 かん

 ゲームだろ！　……ねえもうやめようよ」



「続けまーす」



〝続けましょー〟



　キリコはがっくりと肩を落とした。この二人がなぜこんな
混
 こん

 
沌
 とん

 を
煮
 に

 
詰
 つ

 めてでっち上げたゲームに熱中するのかさっぱり分からなかった。
壁
 かべ

 
掛
 か

 け時計を見ると
驚
 おどろ

 くべき事に三時間が経過していた。このゲーム、ひどいのは内容だけではないようで、一プレイにとんでもなく時間がかかる。



　まあ、そのおかげで二人は余計な話
 はしないから、そこだけは感謝しても──、



「私の番ですね。──五です。一、二、三、四、五──あ」



　アイが一つのコマに止まる。



「『五
歳
 さい

 、年をとる』えーと、現在の私の
年
 ねん

 
齢
 れい

 がこれで九十六歳。
老
 ろう

 
衰
 すい

 チェック入ります。サイコロ三つ振って……十二。計算シートどこですか？」



「ほら」



　それからアイは平均
寿
 じゆ

 
命
 みよう

 計算、健康チェック、保険計算を全部行ってようやく。



「死にました。
享
 きよう

 
年
 ねん

 九十六歳。二人の夫と六人の孫と十二人のひ孫と六人のひひ孫に囲まれた幸せな最後だったとのことです」



「………………へえ、…………え？　それでどうするんだこのゲーム」



「
終
 しゆう

 
了
 りよう

 です」



「終わるのかよ！」



「ええ、『人生をシビアに再現！　あなたもこのゲームで違う人生を生きてみませんか？　そして死ね！』が
謳
 うた

 い
文
 もん

 
句
 く

 ですから」



〝おもしろかったね〟



「おもしろかったですね」



「……ああ、そうなんだ、君たちが楽しんだなら、ぼくもう何でもいいや」



「いやー勝ちました勝ちました」



「ああ、それ勝ちなんだ」



「ええ、ここに『終わりよければ全て良し！　みんなも幸せな最後を
迎
 むか

 えよう！』って書いてありますから。なかなか良いこと言いますね」



「…………ふぅん。〝幸せな最後〟ねぇ」



　キリコはなるべく、
平
 へい

 
坦
 たん

 な声を出した。でもアイはすぐにそれを
勘
 かん

 
違
 ちが

 いしてあからさまに視線を
逸
 そ

 らし、



「ずいぶん昔の……ゲームですね……十五年以上前の、ゲームですね……」



「そうだね……さ、片付けよう。もうこんな時間だ」



　アイはそれ以上なにも言わずに片付けを手伝ってくれた。キリコは密かに
冷
 ひ

 や
汗
 あせ

 を
掛
 か

 く。──また、危ない橋をわたった。昨日からこんなのばっかりだ。



〝もうおわりなの？〟



「ええ、もうこんな時間ですから。食事の時間までには帰らないと」



〝アイ、あしたも、来る？〟



　もちろんです！　とアイが元気に答えた。正直なところこれ以上二人を会わせたくはない。だがキリコにそれを止めさせる権限はない。



〝あさっては？〟



「たぶん、平気ですよ」



〝しあさっては？〟



「それは……」



　その日には、アイはオルタスを出なければならず、とても城には来れない。そのことはウッラも知っているはずだった。



「たぶん……無理です」



〝そう……〟



　気まずい
沈
 ちん

 
黙
 もく

 が下りた。



〝アイ、オルタスに住めばいいのに〟



「すみません。昨日お断りしたように。それだけは
駄
 だ

 
目
 め

 なのです」



　アイがきっぱりと断る。キリコはその態度が昨日から気になっていた。その言葉には
覆
 くつがえ

 しがたい
響
 ひび

 きがあって、
普
 ふ

 
段
 だん

 のアイが持っている、あやふやでふわふわした態度からはかけ
離
 はな

 れているように感じた。



　──いや、



　前に、一度だけ、こんなふうに強い言葉を放ったアイを知っている。



　
突
 とつ

 
然
 ぜん

 、キリコの背中にぞくりとする感覚が走った。



　いまのアイは、二日前の帰り道、自分が墓守だと告白し、キリコに
素
 す

 
性
 じよう

 を語らせた、あの時に似ていた。



〝……どうして？　あなたの夢のため？〟



「そうです、そのために私はまだ、」



　死ぬわけにはいかないのです。



　そう、続くはずだった言葉が、空気を
震
 ふる

 わす事はなかった。



　キリコが無音で席を立ち、アイの口を
塞
 ふさ

 いでいた。



　知っていたのか！　とキリコは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しを向ける。心臓がばくばくと鳴り響いていた。その反対にアイはこの
状
 じよう

 
況
 きよう

 すら予測していたかのように冷静だった。



　なぜ止めるのか？　と、アイはいぶかしげに
眉
 まゆ

 を寄せる。



〝？　私はまだ、なに？〟



　数秒の沈黙を
訝
 いぶか

 しんで、ウッラがノートを
捲
 めく

 った。



　キリコは〝
頼
 たの

 むからいまは言わないでくれ！〟と
懇
 こん

 
願
 がん

 し、アイは〝絶対にあとで話してもらう〟という意志を視線に込めて、目の力を抜いた。



「……私がまだ、旅を続けなければならないからですよ」



　そう、アイが
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 して空気が元に
戻
 もど

 った。



　すべては
封
 ふう

 ぜられた
目
 ま

 
蓋
 ぶた

 の向こうで行われ、ウッラが何かに気付く事はなかった。











　帰りのバスまで、アイは待った。



「さ、話して下さい。……さっきはなんで、私を止めたんですか」



　オルタスを下るバスの中だった。二人は同じ
椅
 い

 
子
 す

 に
腰
 こし

 
掛
 か

 け、周囲に聞くものはいない。



「……いまは言えない」



「ではいつ教えてくれるのですか？」



「……君がこの街を出て行くときに、教えるよ」



　アイは眉を不快そうにしかめる。



「こんな所で
粘
 ねば

 ったところで、どうせ
無
 む

 
駄
 だ

 ですよ。あなたが答えなくても、
明日
 あした

 またウッラに言えばいい事ですから」



「いいや、それは無理だ」



「？　なぜですか……？」



「さっき、
悪疫
 ポツクス

 ／
強攻
 レツクス

 から
連
 れん

 
絡
 らく

 があった」



「それがなんだと……」



「例の町、あったろ」



「
竜
 たつ

 
巻
 まき

 にやられた町のことですか？　それがなんだと……」



「住人百五名がオルタスへの居住を希望した」



　アイは驚愕と共に振り返った。



「それって……！」



「ああ、たぶんその想像で合ってるよ。──彼らは死んで、
死
 し

 
霊
 りよう

 都市の住人となる」



　キリコの表情にはまっくろな決意の色があった。



「もともと行き場所なんてなかったんだ。僕を
浚
 さら

 ったり、
強
 ごう

 
盗
 とう

 の
真
 ま

 
似
 ね

 
事
 ごと

 なんてやっても、
破
 は

 
綻
 たん

 は
免
 まぬか

 れなかった。ふん、だったら最初から
素
 す

 
直
 なお

 に死んでおけば良かったんだ」



　そのとき、街中をサイレンが鳴り響いた。それは終末を告げる
怪
 かい

 
鳥
 ちよう

 の鳴き声のように
不
 ふ

 
吉
 きつ

 にオルタスの夕暮れに響きわたり、アイの
蝸
 か

 
牛
 ぎゆう

 を
軋
 きし

 ませた。



「たったいまからオルタスは
戒
 かい

 
厳
 げん

 
令
 れい

 だ。これより東西南北すべての門は閉門。南門商業取引区は
封
 ふう

 
鎖
 さ

 される。並びにすべての入国者は入国証に
記
 き

 
載
 さい

 された宿舎にて待機すべし。──聞いたか」



「え、ええ」



「ならば、アイ・アスティンへの通達はキリコ・ズブレスカが
完
 かん

 
了
 りよう

 したものとみなす。──他の全員も確認した。いまから
寮
 りよう

 に最短で帰る、僕のそばを絶対に離れるんじゃないぞ。軍警への報告は今すませたから、これから先一人で外をうろついていたら問答無用に
拘
 こう

 
束
 そく

 されるぞ」



「ちょ、ちょっと待って下さい！　そんな横暴な話！」



「だまれ。そんなのは百も承知だよ。これは最初から横暴で
残
 ざん

 
酷
 こく

 なお話なんだ」



　キリコの
瞳
 ひとみ

 にはもう、さっきまであった不安や迷いはなくなっていた。そこにあるのはどこかほっとしたような
安
 あん

 
堵
 ど

 と、決意の振りをした
頑
 がん

 
迷
 めい

 さだった。







「百五名の
屠
 と

 
殺
 さつ

 は明朝おこなわれる。ついで
 で死にたくなければ、絶対に表を出歩くな」





　　　　[image: ]






　キリコはアイを部屋の中までしっかりと
押
 お

 し
込
 こ

 めて、ユリーと
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の三人がそろっているのを確認して去っていった。



　アイはその直後から
檻
 おり

 に入れられた
狸
 たぬき

 よろしくぐるぐるぐるぐると部屋を練り歩いた。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の
枕
 まくら

 
元
 もと

 から始まって
化
 け

 
粧
 しよう

 台の前を通り、二つのベッドを追い
越
 こ

 してユリーが
座
 すわ

 る作業机の後ろを通り、窓に至って外を見る。外は真っ暗。いつもなら見えるお祭りの
如
 ごと

 き夜光がなりをひそめ、夜風に笛の音の一つも混じっていない。それを確認して、アイは同じルートを逆にたどってまた部屋を練り歩きはじめる。ユリーが
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをして『
埃
 ほこり

 が立つ』と
抗
 こう

 
議
 ぎ

 するがアイは気付かなかった。



「……アイ、少しは落ち着いたらどうですか」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がぐったりと横たわりながら注意する。アイはハッと気付いて立ち止まった。



「すみません
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん。……あの容態はいかがですか？」



「良くはありません……」



　あれから
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の容態は
芳
 かんば

 しくなかった。肉体的に
危
 あや

 ういところは一つもないが、精神的に弱った状態がずっと続いている。



「うるさいですね……」



「あ、すみません。気に
障
 さわ

 りましたか……」



「あなたではありません。……この声……いったいなにを『助けて』ほしいのか……」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はとくに、以前いっていた
幻
 げん

 
聴
 ちよう

 に
悩
 なや

 まされている様子だった。その言葉は冷静さを保っていたが、もはや
尋
 じん

 
常
 じよう

 とは言い
難
 がた

 かった。



「……
寝
 ね

 て下さい。寝れば、治りますよ」



「ええ、……そうします」



　アイはベッド
脇
 わき

 に座って
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の顔に落ちた
前
 まえ

 
髪
 がみ

 を
払
 はら

 ってやり。頭を
撫
 な

 でて時を過ごした。それは幼い
頃
 ころ

 、自分が看病されたときのおもいでの姿だった。それに気付いて、
繰
 く

 り返す内に、アイの心も落ち着いていった。



「
眠
 ねむ

 ったか？」



「はい、よく眠ってます」



「……となりで話そうか」



　そう言ってユリーは
隣
 りん

 
室
 しつ

 へ向かい、もはや定位置となった机に座った。アイも後につづいて、外へ通じる
扉
 とびら

 を開く。
鍵
 かぎ

 は
掛
 か

 かっていない。引き開けて外を
覗
 のぞ

 いても
暗
 くら

 
闇
 やみ

 があるだけで、特に見張りなどはいなかった。



　ぱたん、と閉めてベッドに腰掛ける。



「状況は分かりますか？」



「ある程度は。そっちはどうだ」



　二人は自然と頭を寄せてぼそぼそと小声で情報
交
 こう

 
換
 かん

 した。



　この件に関してユリーは新しい情報を持っていなかった。



「それで、君はどうするつもりだ」



「どうって？」



「彼らを救うつもりか」



「もちろんです」



　ユリーはおおきなおおきな
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。



「…………方法とか、その後どうするかとか、君は絶対に考えてないよな……」



「もちろんです」



「だよなぁ……」



　ユリーは溜息を吐いて頭を
抱
 かか

 えた。



「……とりあえず情報を全部交換しよう。ウッラについて調べた」



「なにか分かりましたか？」



「折にふれて人に聞き込んでみたが。……
流石
 さすが

 に一日では
微
 び

 
妙
 みよう

 だな、……みなに敬意を
抱
 いだ

 かれて、愛されている。評判はいい。……ただ──」



「ただ？」



「なんだろうな、一部の人間が
妙
 みよう

 な反応をしたな、あれは、尊敬というよりも、
畏
 い

 
怖
 ふ

 ？　いや
恐
 きよう

 
怖
 ふ

 に近かったな」



「……うーん、よく分からないですね」



「ああ、
俺
 おれ

 もよく分からん。だから、知ってそうな人間に当たろうとしたんだが──」



　この始末である。



「──だがひょっとすると。ここまで来てくれるかもしれないな」



「？　どういう人ですか？」



「俺よりもむしろ君の方が
詳
 くわ

 しいよ。さっき伝言を頼んだから
今
 いま

 
頃
 ごろ

 ──」



　そのとき、



　こんこん、とノックの音が聞こえた。しかしその音は扉からではなく、窓からしている。



「？　なんでしょう」



　アイが窓に歩み寄り、カーテンを開く。



（俺だ、開けろ）



「ライオンさん!?
 」



　そこにはいつかの
獅
 し

 
子
 し

 面がいた。アイは
慌
 あわ

 てて窓を開ける。



「なに考えてるんですか！　ここ三階ですよ！」



「慣れてっから、別にどってことねぇよ。……どけ」



　くるん、と運動神経のいいところを見せて、ライオンはしなやかに室内に
這
 はい

 入る。そのまま油断なく辺りを見回し、ユリーを見つけて『
警
 けい

 
戒
 かい

 』の
影
 かげ

 を面に落とす。



「……おい、
狐
 きつね

 。お前、あの手紙はなんのつもりだ」



「手紙ってなんですか？」



「ああ、俺が書いて出した
奴
 やつ

 だ」



　シッ！　とネコ科の
威
 い

 
嚇
 かく

 音を出してライオンはユリーを
睨
 にら

 む。



「……ユリーさん。どんな手紙出したんですか？」



「これだ」



　ライオンがふところから一枚の紙を取り出した。その表面には。



『シャッド・ワルズ様へ。助けて下さい。　～アイ・アスティン～』



　と書いてあった。



「どうりで変だと思ったんだ。文面も変だし。リッコのガキは
渡
 わた

 してきたのは大男だと言うし。だいたいこいつは俺のフルネームを知らないはずだし……」



「ん？　そうだったのか」



「そうですよ！　ライオンさんはライオンさんで。その時わたしは
一
 いつ

 
匹
 ぴき

 の子狐でしたから……」



「なるほど。分からん。……わからんがしかし、君はこうして、この子のために
駆
 か

 けつけてくれた。ありがとう」



　そう言ってユリーはアタマを下げた。ライオンは無言でその頭頂部を見下ろしている。



　それがアイには意外だった。あんな紙切れ一枚でライオンが
壁
 かべ

 まで這ってここまで来たのはなんだからしくない気がする。



「ライオンさん。私を助けに来てくれたんですか？」



　たぶん『んなわけねーだろ』とか『
馬
 ば

 
鹿
 か

 いってんじゃねー』とか言われるはずだった。



　しかしライオンの返事はそのどれでもなかった。



「その通りだ
 」



「え？」



「俺はお前を助けに来たんだよ」



　本来、獅子面の表情は〝無〟から動かしようがない。しかしライオンは面に
刻
 きざ

 まれた
微
 び

 
細
 さい

 な
陰
 いん

 
影
 えい

 に流れる光と影を
操
 あやつ

 る事によって、複雑な
喜
 き

 
怒
 ど

 
哀
 あい

 
楽
 らく

 を表していた。アイはそれを、かなり正確に読み解けるつもりだった。



　その判断法によるとそこにあるのは〝
焦
 あせ

 り〟だった。



「お前、
姫
 ひめ

 さんに会ってるんだって？」



「ええ」



「悪い事はいわねえ。もう二度と会うな」



「……あなたもキリコさんと同じ事を言いますか」



　獅子面に〝安堵〟が表れた。



「そうか、やつも反対したか。……最後の良心は残っていたか……」



　良心？



　その言葉はちぐはぐなものに思えた。あの時、あの場所で、不吉なサイレンに聞き
惚
 ほ

 れながら『二度と会わせない』と宣言したキリコの顔にそんなものはなかった。あそこにあったのは、──たとえるなら子を守るためにいかなる非道も決意した親の顔だった。



　しかしライオンはそれを見ていない。



「なぜ私とウッラを引き
離
 はな

 そうとするのですか？　それが私を助ける事になるのですか？」



「──お前、もう街にも出るな、ここで出国の日まで大人しくしてろ」



「答えて下さい」



「
頼
 たの

 むから言う事を聞け！」



「でしたら理由を教えて下さい」



「うるせえガキが！　世の中にはてめぇが知らない方が幸せな事がごまんとあんだよ！　聞き分けろ！」



「またそれですか！」



　そしてアイは
爆
 ばく

 
発
 はつ

 した。



「また！　それなんですか！　みんなみんな！　私が不幸になるとか、幸せじゃなくなるとか、勝手に決めて！　何様のつもりなんですか！　それは全部わたしのです!!
 　私が不幸になるのも！　幸せになるのも！　ぜんぶ私が決める事です！　勝手に
隠
 かく

 して、
噓
 うそ

 吐いて！　それでなんになるんですか!?
 　そうやってすべてが台無しになるまで気づかなかった人がどんな気持ちになるか！　分からないんですか!?
 」



「！　こいつっ!!
 」



　ライオンが
襟
 えり

 
首
 くび

 を引っ
摑
 つか

 んで右手を
振
 ふ

 り上げる。アイは決然と
頰
 ほお

 を差し出した。



「
叩
 たた

 くなら叩きなさい！　
蹴
 け

 るなら蹴りなさい！　
血
 ち

 
反
 へ

 
吐
 ど

 はかせて
命
 いのち

 
乞
 ご

 いさせたいなら、させてみなさい！」



「そ、そこまではしねぇよ！」



「だったらこの手を放しなさい！」



　言葉の矢に
射
 い

 
貫
 つらぬ

 かれて、ライオンはびくりと
震
 ふる

 えてアイを落とした。アイはすとんと両足で着地し、そのまま
沈
 しず

 み込んだかのように
俯
 うつむ

 いた。



「う」



　そしてアイは、



「お、おい狐？　どうしたんだ？」



「う、ひっく、う、う～～～～……」



　アイは泣いた。



「お、おい！　なんでそこで泣くんだよ！　意味わかんねえだろ！」



　アイは、泣いた。
涙
 なみだ

 の理由は自分にだけは分かっていた。



　いままでもやもやと抱えていた二つの
核
 かく

 
心
 しん

 が、爆発と共にぶつかり合って片方を
砕
 くだ

 いた。『死者には幸せに死んでもらいたい』と願った夢が『不幸も幸福も、その人だけのもの』という信念に打ち砕かれてしまった。



　二日前の、仮面通りの帰り道でキリコが言った『幸せな最後。それって君にとって
 幸せだと思える最後ってだけじゃないか』という言葉が胸に
刺
 さ

 さった。あの言葉がいま、信念によって保証されてしまった。



　夢の
傍
 かたわ

 らを打ち砕かれて、アイは泣いた。その理由は
誰
 だれ

 にも伝わらず、ユリーとライオンを
困
 こん

 
惑
 わく

 させるだけだった。



　ライオンはただ、立ち
尽
 つ

 くしてその
雫
 しずく

 を見ていた。涙は後から絶え間なく
湧
 わ

 きだして宙を
舞
 ま

 った。



　死者は、泣かない。すくなくともこんな風に、こんこんと清水が湧くような涙を流すことはない。



　獅子面にもはやなんの感情もなかった。光はただひかりとして面をてらし、影は、ただかげとして暗がりを作っていた。
精
 せい

 
妙
 みよう

 に表されていた感情は一つもなく、面はただ死に顔のように
沈
 ちん

 
黙
 もく

 した。



「……泣くなよ」



　風が運ぶとおくの調べのように、ライオンは言った。



「泣くなんて……ずるいぞ……話してやるから……泣くな」



　二人は、けしてわかり合ったわけではなかった。アイがなぜ泣いたのかライオンには分からなかったし、ライオンがなぜ心変わりをしたのかも、アイには分からなかった。



　それでも二人は、わかり合えなくても、わかり合うことにした。



　ライオンは話し始めた。







「一年と少し前まで、オルタスにはごく
僅
 わず

 かな生者がいたんだ」



「わかります」



　アイは
頷
 うなず

 く。



「あなた達でしょう
 ？」



　いまだ表情の
戻
 もど

 らぬ獅子面が、のそりと暗い穴をアイへむける。



「知っていたか」



「ええ……この寮を見れば
 わかりますよ」



　アイは、すっと視線を辺りに飛ばす。



　ここが元学校だと聞いたときから、アイは疑問を持っていた。なぜ寮には食堂が完備されているのか？　なぜ上水と下水が完備されているのか？　その使い込まれた
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 は建物にしっくりと
馴
 な

 
染
 じ

 んで、どうしても増設したものには思えなかった。そしてアイはトイレに残った学生のたわいない落書きから、ここが最初から生者のための学校だったと確信した。



　そしてそれらの生徒が
何
 ど

 
処
 こ

 へ消えたのかを想像して心を冷やした。



「まて、先走るな。……俺が言うのもなんだが、そう悪い事にはならなかったんだ」



　ライオンがアイの暗い想像を止める。



　この学校に通っていた生徒、それは入国者が連れてきた、生きた子供たちだった。



　九年前、オルタスがこの地に根を張ったときから、居住を希望する者達は後を絶たなかった。そこに生ける者と死ぬ者の区別は存在せず。彼らは居場所を失ってどこにも行くあてのない人達だった。生きている者も、ただ単純に墓守を
避
 さ

 けるためのもので、生に未練は一つもなかった。



　オルタスは当然、死後の彼らを受け容れたが、ただ一つ、生きている子ども達だけは例外とした。いかなる反対派からも、それに対する
抗
 こう

 
議
 ぎ

 はなかった。



　幼い子供を幼いまま永遠に
誘
 さそ

 う事は、だれもしようとはしなかった。



　彼らが、自意識に目覚める時間を、オルタスは守った。



　子ども達は十五歳になるまで
生
 せい

 を過ごし、それから二つの道を選ばされた。



　すなわち生きるか死ぬか。



　生きるならばオルタスを去り、死ぬならばとどまる。



「だいたい八対二くらいだな。生きるのが八、死ぬのが二」



「……出ていく人、そんなに多いんですか？」



「ああ、そしてそのうち七割が、すでに帰ってきている。言っちまえばこんなもん、旅行だよ。見聞を広げるためとかなんとか言って、一、二年そとを見てくる。……最後のほうの代はとくにそんな感じだった」



　子ども達の多くは、結局、オルタスに住む事を望んだ。それは
歪
 ゆが

 んだ鏡映しのようだった。彼らの親が死によって故郷を追われたのに対し、子供らは生によって
故郷
 オルタス

 を追われた。しかし、親たちと
違
 ちが

 って彼らは故郷に
拒
 こば

 まれてはいなかった。たった一つの物を投げ出せばすぐにでも帰る事が出来た。



　そして死に囲まれて育った子ども達にとって、命はもう、どうしても守らなければいけないものには思えなかった。



「俺は九年前にオルタスに入り、一年前に死んだ。十五
歳
 さい

 だった」



　
獅
 し

 
子
 し

 面には、やはり、なんの表情もない。



「オルタスに入る
奴
 やつ

 らは集団で入ってくるのが
普
 ふ

 
通
 つう

 だ。家族や友人なんかとな。だが俺はその逆で、捨てられてこの国にいれられた」



　いや、それは分からない。一年前に十五歳ということは、ライオンが捨てられた
歳
 とし

 は七歳ということになる。当時、すでに子供は貴重なものだという認識はだれにでもあった。人さらいがもっとも
狙
 ねら

 う商品が子供なのだ。
闇
 やみ

 に入れば売る所などどこにでもある商品を、
無
 む

 
償
 しよう

 で捨てていくとは考えられない。両親が
幼
 おさな

 
児
 ご

 を預けたのはなにがしかの事情があったはずだ。



　しかしライオンはその希望を捨てた。捨てられてなどいない、なにか事情があったのだと自分を
慰
 なぐさ

 める事を許さなかったし、他人にそうされる事も拒んだ。彼は当然のように不良となり、寮を
抜
 ぬ

 け出す常習犯となった。



　ライオンは別に、なにかを
恨
 うら

 んで日々を過ごす事はしなかった。



　それでも
死に相応しい歳になる
 屠殺される

 まで学校に通ってオルタス好みの
抹
 まつ

 
香
 こう

 くさい道徳やら格好のいい歴史を
詰
 つ

 め込まれるのはごめんだった。ライオンには学校が
養
 よう

 
鶏
 けい

 場か
養
 よう

 
豚
 とん

 場のように見え、自分がそこにいる事を許さなかった。



　それよりも彼は面が好きだった。



　仮面通りは七つの
頃
 ころ

 からのお気に入りで、ライオンはそこで、今のアイのように子ライオンの面をつけて飛び回っていた。彼はいつも死者と遊び、たまに学校に戻ると
濃
 のう

 
密
 みつ

 な生き物の
臭
 にお

 いに当てられてすぐに
逃
 に

 げた。



「
俺
 おれ

 は死ぬ事に、未練も
後
 こう

 
悔
 かい

 もなかったよ」



　ライオンは言った。



「面に関して、オルタスより進んでいる場所はこの世界の何処にもない。俺はすぐに十五の夜に死ぬ事を決めた」



　大人達は反対した。そのころには十五歳までというのは無実化していて、およそ十七以上で死ぬのが人格的にも上策だと考えられていた。ましてライオンは問題児であり、もうすこし人格形成に時間をおくべきだと教師は考えた。



　しかしライオンはもう、決めていた。ならば勝手に自殺するとまで言われて、教師はやむなく折れた。



　死は、ある新月の夜となった。



「その夜、死ぬのは俺とベリベラの二人だった。二人とも病院着みたいなもんを着せられて、一週間の
粗
 そ

 
食
 しよく

 と一両日の絶食の末に城に連れて行かれた。俺らはわりと
緊
 きん

 
張
 ちよう

 したよ。死後、どんな風になるかはよく知っていたが。どうやって死ぬかは知らなかったからだ。それ以前に死んだ奴らも、そこ
 に関してだけは口が
堅
 かた

 かった」



　──あれは、どれくらい待たされたか。



　城の
隅
 すみ

 、隠れにひっそりと死褥室が立てられた。これは
忌
 い

 み事を行うためわざわざたてられた一夜限りの小屋で、翌日には取り
壊
 こわ

 される場所だった。



　と、いうことは二人はそこで死ぬはずだ。



「だけどどこにも
凶
 きよう

 
器
 き

 がねえんだ。それどころか人もいなくて、
紅雪
 デイーヴア

 ／
悪疫
 ポツクス

 のねーちゃんと数人の城
詰
 づ

 めが
控
 ひか

 えるだけなんだ。死後処理を何処でやるのか聞いてもろくな返事が返ってこねえ」



　それからしばらく時がすぎ、見えない月が天上に
掛
 か

 かったとき、二人は臣下の礼をとるように命じられた。



「俺は面食らったよ。なんだって
姫
 ひめ

 さんがこんな場所にくるのかさっぱりわからなかった。それでも他の連中が
跪
 ひざまず

 くから、しかたなくそうした」



　果たしてウッラは現れた。キリコに連れられて。



「なんであいつが、って思ったけど。そんなもんすぐにどうでも良くなった」



　人の前に出るとき、ウッラは必ず
目
 め

 
隠
 かく

 しと
口
 くち

 
枷
 かせ

 をしている。その時もそうだった。



「それをあいつは外した」



　困惑の目の前で目と口をおおった
革
 かわ

 
紐
 ひも

 は落ちた。



　そしてウッラは目と口を開き、「ふわぁ」と小さく
欠伸
 あくび

 をした。



「俺らは思わずなごんじまったよ。姫さん、
寝
 ね

 
入
 い

 りばなを連れてこられたように
眠
 ねむ

 そうだったな。しばらくむにゃむにゃ言った後に、ありがたい事に目の前の俺たちを見つけてくれた。〝あなたたち、だあれ？〟ってな、姫さんの第一声は今でも覚えてる。他の奴らがなんにも言ってこないからよ。俺は開き直って
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 を教えてやった。『人に名前を聞くときはそっちから名乗りな』ってな」



　ベリベラはすぐさまライオンを張り
倒
 たお

 し、謝罪して拝んで
命
 いのち

 
乞
 ご

 いまでした。



　ウッラはその様子をびっくりしてながめ、そして静かに笑った。〝私の名前、知らない人ってはじめて〟そういってウッラは初めて名乗る事を知ったのだ。



「俺たちは、なんか知らねえけど、短い時間で仲良くなったよ」



　不思議と、従者の誰も止めようとしなかった。しかしやがてウッラはもう一度「ふぁ」と欠伸をし、「また」と約束をして去っていった。



「そしてその時にはもう、俺たちの心臓は止まっていたんだ」
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　暗い、寮の階段を上りながら、キリコはながいながい
溜
 ため

 
息
 いき

 をついた。連中がオルタスに入ってから今日で四日目。外出禁止は
明日
 あした

 中つづくからそれで五日目はつぶれる。おそらく六日目も、そうなったらもう七日目で、姫とアイが会うことはもう二度と無い。



　
全
 すべ

 てがうまくいっているように思える。それなのにキリコは
憂
 ゆう

 
鬱
 うつ

 だった。



（
悪疫
 ポツクス

 から
節倹
 ヴエルエラ

 へ、──予定時刻を過ぎているがどうした？）



　その時アタマの中に他人の思考が流れ込んだ。キリコは自分の思考をいったん止めて、
悪疫
 ポツクス

 からの伝言を
節倹
 ヴエルエラ

 に流す。



　……最近はこれをやるとひどく
疲
 つか

 れる。とくに五人全員と
繫
 つな

 がると、
悪
 お

 
寒
 かん

 に似た疲れがのこる。昔はずっと繫がっているのが当たり前だったのに。



　さっきからひっきりなしに通信を
要
 よう

 
請
 せい

 されている。メンバー全員が活動しているのだ。



　それなのに、キリコはこんな所で油を売っている。



「……しかたないじゃないか。他の五人がいくらすごかったからって。僕はただの若造なんだから……」



　百五名の入国という大イベントを
儀
 ぎ

 
仗
 じよう

 長が放って置くわけがなかった。あえなくキリコは追い出されて、こうして三人の所在確認に向かっている。



　最上階に着く。学生時代から慣れ親しんだ
廊
 ろう

 
下
 か

 を一歩一歩歩きながら、さて何号室だっけ？　と
記
 き

 
憶
 おく

 を
探
 さぐ

 るまでもなく、一つの
扉
 とびら

 から光が
漏
 も

 れていた。



　
嫌
 いや

 みや恨み言は
甘
 あま

 んじて受けよう。そう思ってキリコが
腕
 うで

 を
振
 ふ

 り上げたその時、部屋の向こうから声が漏れた。



（その時にはもう、俺たちの心臓は止まっていたんだ）



　シャッドの声だった。
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　それは何かの
比
 ひ

 
喩
 ゆ

 か？　とアイが真っ先に聞いた。



　言葉通りの意味だ、とシャッドは答えた。



「
狐
 きつね

 。お前コロシオハケって知ってるか？」



「え、ええ」



「それがウッラだ」



「は？」



「あの、派手な詩文あるだろ……〝その
瞳
 ひとみ

 は死の瞳。その言葉は死の言葉。その体には死が
溢
 あふ

 れ。生あるものを
逃
 のが

 しはしない。コロシオハケは逃しはしない〟ってな。あれは全部事実で、ウッラを
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 するために作られた伝説だ」



　アイも、ユリーも、
困
 こん

 
惑
 わく

 している。



「姫さんに見られた者
 、声を掛けられた者
 、触れられた者
 、それらすべての生者は死ぬ
 」



「そ、そんな
馬
 ば

 
鹿
 か

 げた話がありますか！」



「そんな馬鹿げた話があるんだよ」



　ライオンは血を
吐
 は

 くように言った。



「そもそも、オルタスという集団を生んだのが姫さんだ。彼女が生まれ落ちた
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、一地方の一部族に過ぎなかった生者の群は丸ごと死者の集団になった。
証
 しよう

 
拠
 こ

 なんて少し調べればいくらでも出てくるぞ。異常な戦績、異常な裏切り、あの人が何万人ころして来たか全部教えてやろうか？」



　ライオンの激高は部屋の隅にまで届いて窓をびりびりと
揺
 ゆ

 らした。



　それを聞いて
 キリコは出ていく事にした。







「困るなシャッド。そんなことを外部の人間に言われては」







　扉を開いて姿を現す。顔には
余
 よ

 
裕
 ゆう

 をたっぷり
含
 ふく

 んだ
笑
 え

 
顔
 がお

 をつくる。



　──まだ
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だ。この程度の秘密なら、どうとでもなる。



「……キリコ。彼の話は本当か？」



　機先を制してユリーが口を聞いた。さあて、とキリコは考える。



「本当ですよ。……確かに
隠
 かく

 している事ではありますが。
近
 きん

 
隣
 りん

 諸国のトップや
勘
 かん

 の
効
 はたら

 く者はとっくに気づいている情報ですしね」



　そうか、とユリーは
呟
 つぶや

 き、そしてゆっくりと立ち上がった。



「貴様、危険を知っていてアイを城に上がらせたのか」



　──おっと、そっちに引っかかったか。でも好都合だ。



「安全には十分気を
遣
 つか

 いましたよ。ユリーさんは知らないでしょうが、姫さまのあの
 姿を見たアイなら分かるでしょう」



「……あれは、本当に
封
 ふう

 
印
 いん

 だったのですね……」



　アイがぼそりと言う。キリコは笑みを
浮
 う

 かべたままそちらに向き直る。



「ええ、君は生者だからね。その辺りにはもちろん気を
遣
 つか

 ったよ」



「それでもアイが危険だった事には変わりないだろう！」



「だから
僕
 ぼく

 が必ず同席をしました」



「それになんの保証がある！」



「ユリーさん。待ってください、そのことはべつにいいです」



「良いわけがあるか！」



　
雷
 らい

 
鳴
 めい

 のような
怒
 ど

 
声
 せい

 が
響
 ひび

 き、場はますます混乱の色合いを深める。──いいぞ、とキリコは笑みを強化する。この場の
誰
 だれ

 も、そこから先
 には気付いていない。



「シャッド」



　キリコはさらにこの場をかき混ぜる言葉を放つ。



「らしくないじゃないか。君はなぜこんな事をしている？」



「うるせぇこの
寄せ集め
 ハンバーグ

 野郎。そっちのおっさんが
怒
 おこ

 ってんのと同じ理由だよ」



「そうかい？　でも他にもなにか言いたそうだけど？」



　……てめぇ、とシャッドは低く呟き、
獲
 え

 
物
 もの

 に
襲
 おそ

 いかかる
肉
 にく

 
食
 しよく

 
獣
 じゆう

 のように背をたわめた。



「……そこまでいうなら言ってやるが、俺はそもそも姫さんの今の
状
 じよう

 
況
 きよう

 が気にくわねえんだよ。
目
 め

 
枷
 かせ

 口枷
嵌
 は

 められて、外に出るときゃいっつもあれだ」



「仕方ないだろう。彼女の力は秘密なのだから」



「秘密でもなんでもねぇって！　手前さっき言ったろうが!!
 」



　ガルルルルッ、と
喉
 のど

 が
震
 ふる

 える。



「誰もが知っていても秘密である事が大切なんだよ、オルタス内部でなら、彼女の封印を解いて公表しても問題はないだろう、街に出て暮らす事さえ可能だ、だが近隣諸国に
与
 あた

 える
影
 えい

 
響
 きよう

 はあやふや
 なレベルに押さえたいんだ。それくらい分かるだろう！」



　そこで初めて、シャッドが言葉に
詰
 つ

 まる。



　──よし！　シャッドはやはり、そこまでだ。それ以上の事はなにも考えていない！　キリコは笑顔の下でぺろりと舌を出した。



　ユリーが言葉の
隙
 すき

 
間
 ま

 に割って入ろうとする。シャッドが『まだ話は終わってねぇ！』とさらに
嚙
 か

 みつく。混乱はほどよく
煮
 に

 
詰
 つ

 まって、過去の言葉の
揚
 あ

 げ
足
 あし

 
取
 と

 りレベルに落ち着こうとしている。



　──やった、良かった。これなら
慌
 あわ

 てて出てくる必要すらなかったか、ははは心配しすぎた。シャッドもこいつらも、あのこと
 には
欠片
 かけら

 も気付いていなかったんだ。



　キリコは勝った。



「キリコさん」



　そのはずだった。







「ウッラさんは、自分の事を知っているのですか？」







　その言葉は部屋に
沈
 ちん

 
黙
 もく

 をもたらした。言葉自体は、意味の分からないものでしかなく、事実ユリーとライオンにはなんの事か分からなかった。



　もし
 、キリコがそんな顔を
 しなければ、無視して自分の主張を続けただろう。



　キリコは、死でも見たかのように、アイを見ていた。



　ライオンが
訝
 いぶか

 しみながらアイに聞く。



「おい狐。お前なんつった？　姫さんが自分の事を知るかって、なんの事だ？」



「言葉通りの意味ですよ」



　アイは静かな言葉で
繰
 く

 り返した。



「ウッラさんは
 、自分の力について知らないんじゃないですか
 ？」



　足が震える。言葉が出てこない。冷たい吐き気が胃の底を
撫
 な

 でた。
恐
 おそ

 れていた日がやって来た。



　なにも言わないキリコに変わるように、シャッドがアイに反論する。



「なに言ってんだお前、自分の事だぞ？　聞く話だと生まれたときからの力らしいぞ？　気付かないはずがあるかよ」



「生まれたときからそうなら、むしろ気付かない可能性が高まりますね……。
途
 と

 
中
 ちゆう

 でそう
 なったのなら異変ですけれど、最初からそう
 だったのなら。それはもはや、その人にとって常識ですから」



　キリコはなにも言えない。アイの声があまりに強固すぎて、つけいるすきが全くない。



「彼女の目には死者しかうつりえない
 。となれば、周りの人間世界をまったく別のものとして教え込ませる事だってできますよ。たとえば彼らこそが生者だと教えたり、ね……」



「そんなことが……出来るのか？」



「可能ですよ
 。ね？　キリコさん」



　──だめだ、だめだ、だめだ、なにも反応しちゃ
駄
 だ

 
目
 め

 だ！



　キリコは震える右手で
顎
 あご

 を
摑
 つか

 み左手でその
肘
 ひじ

 を摑んで体をこわばらせた。アイの言葉を
一
 いつ

 
蹴
 しゆう

 することが出来ない。なぜならアイは単純に自分の中の事実を並べ立てているだけで、そこに討論の余地はないからだ。むしろ自分のほうが
動
 どう

 
揺
 よう

 して、
致
 ち

 
命
 めい

 的な言葉を吐いてしまいかねない。



　なにを言っても駄目だった。



　そしてなにも言わなくても、駄目だった。



　沈黙は力となるほど長く続き、アイの言葉は証明された。



「ち、
違
 ちが

 う！　そんなことがあるわけないだろう！」



　それに気付いて上げられた言葉はなにもかも
遅
 おそ

 く、誰の心にも届かなかった。



　全員の目に理解が広がった。



　キリコはがくりと
膝
 ひざ

 をついた。



「ちょっとまて、じゃあなにか？　
俺
 おれ

 たちは知らず知らずのうちに、お前達の片棒を
担
 かつ

 がされていたのか？」



　人を
騙
 だま

 す囲いは大きければ大きいほど良い。その意味ではオルタス市民全員がウッラを騙す囲いに利用されていた。



「てめぇ！」



　ライオンがキリコの
襟
 えり

 
首
 くび

 を摑んで
拳
 こぶし

 を振るおうと右手を
握
 にぎ

 った。



「やめてくださいライオンさん。
殴
 なぐ

 ったって、なんにもなりませんよ」



　どこまでも冷静にアイはいさめる。



「あ、ああ」



　ライオンはすぐに拳を下ろした。



　そのときこの場の支配権はすべてアイにあった。



「しかし狐。お前なんて発想しやがる。俺はそんなことまったく思いつかなかったぜ」



「わたし、こういうことには鼻が利くんですよ。慣れてますから
 」



　そういって、アイは立ち上がった。



　瞬間、消えた。



「放して下さいユリーさん」



　ぶわっと、風がキリコとライオンを襲って、そこで二人は初めてアイが移動したのだと気付いた。あわてて風上に顔を向けると、
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 身構えていたユリーがアイの左手を
捕
 つか

 まえていた。



「落ち着くんだアイ。どこに行くつもりなんだ」



「ウッラのところです」



　アイは、冷静に見えた。すくなくともその時までは。



「なぜ」



「なぜって、……そんなことも分からないんですか？」



「ああ、分からないね」



　緑の
瞳
 ひとみ

 に
狂
 きよう

 
気
 き

 がまざる。



「あの子が私だからですよ！」



　
蒼
 あお

 い理性が返す。



「違う。ウッラは君じゃない」



　緑の瞳に狂気がどろりと入り込み、あらゆる理性の
侵
 しん

 
入
 にゆう

 を
拒
 こば

 んだ。



「いいえ！　私です！　あの子は過去の、つい先日までの私なんです。村の中で、
噓
 うそ

 と
優
 やさ

 しさに囲まれていたあの日の私なんです！　あの子は助けを待っています！　私には分かるんです！」



「本当にそうか？　その子がそう、言ったか？」



「言わなくても分かります！　どうして分かってくれないんですか!?
 　ユリーさんなら分かるでしょう!?
 」



「いいや分からん。俺には分からない」



　蒼と緑、二つの視線は
激
 げき

 
突
 とつ

 し狂気と理性はお
互
 たが

 いをのみ込もうとせめぎ合った。



「そしてもう一度いうぞ！　ウッラ・ヘクマティカは、アイ・アスティンでは、ない！」



「──っ！」



　ユリーがアイの手をつり上げる。いくら墓守の力があったとしても、体重差はどうにも出来ない。
逃
 に

 げる事も
躱
 か

 わす事も出来ない
距
 きよ

 
離
 り

 で、なおもユリーは言葉の矢を放つ。



「だいたい君は何をするつもりなんだ。彼女が彼らに騙されているとして、それでもあの子はきちんと愛されている。君が何かすることで、誰かが幸せになるのか？」



　アイはそれに答えられない。答えられないが、狂気に
突
 つ

 き動かされた心と体は止まらない。〝過去、救われなかった自分を救えるかも知れないチャンス〟を目の前に、アイはじっとしていられない。
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 が己の正義のために切り捨てたものを助けるチャンスを、アイはどうしても
見
 み

 
逃
 のが

 すことができない。



「ふっ！」



　小さな体がユリーの膝と
肩
 かた

 を
蹴
 け

 って背中に逃げた。
捻
 ひね

 られた右手がなすすべもなく外された。



「待つんだ、アイ！」



　音高く窓をぶち
抜
 ぬ

 いて、アイは三階の
闇
 やみ

 へと消えた。





 [image: ]




　　　　Ｉ





　助けるのだ。



　その気持ちは血液と共に血管を
巡
 めぐ

 って左右の足を
疲
 つか

 れ知らずに
駆
 か

 けさせた。



　ウッラを、助けるのだ。



　肉体は
覇
 は

 
気
 き

 に満ち、足は思うがままに回転する、瞳は
溢
 あふ

 れるほどの血を飲んで
僅
 わず

 かな月明かりを何倍にもして見せた。



　アイはオルタスの夜を駆けた。都市の夜は
眠
 ねむ

 らぬ死者たちに溢れ、存外に
賑
 にぎ

 やかで使える道が少なく、城に着くころには夜の半分を使っていた。



　しかも間の悪い事に
無
 む

 
駄
 だ

 
足
 あし

 だった。城は遠目からみても
人
 ひと

 
影
 かげ

 が
薄
 うす

 く、ウッラのいる
尖
 せん

 
塔
 とう

 にはひかりすらない。



　アイはすぐさま道を引き返して
丘
 おか

 を下った。土の上など一歩たりとも足をつけず、屋根の上を
跳
 は

 ねるようにして夜を泳ぐ。



　丘を下りきり、アイは麦畑を
獣
 けもの

 の速度で駆け抜ける。気持ちで
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 していた足の疲れは限界に近かった。それでもアイは駆けた。



　ようやく、
街
 がい

 
壁
 へき

 までたどり着いた。



　門は当然、閉められていて、大勢の警備員がたむろしている。



　
人
 ひと

 
気
 け

 の少ない壁を探すのにさらに時間と距離が
掛
 か

 かった。角にほど近い場所に
崩
 ほう

 
落
 らく

 したのか、人気のない工事現場があった。アイは
爪
 つま

 
先
 さき

 ほどの出っ張りに指をかけて壁をのぼる。時折はがれ落ちてカツーンと
甲
 かん

 
高
 だか

 い音を立てる
煉
 れん

 
瓦
 が

 の欠片に背筋を冷やした。



　壁の向こうにはただ一本の線で交わる
荒
 こう

 
野
 や

 と空があった。



　アイはこんな時にもかかわらず、
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 
魂
 たましい

 を抜かれてしまった。



　すぐにハッと我に返った。本来そんな景色が見えている方がまずいのだ。左方の空を見るとそちらはうっすらとにじんで世界を
紫
 むらさき

 の色に染めていた。そこで初めてアイはいまいる場所が南の壁だと気付いた。



　久しぶりに働いた頭はさらに、そもそも百五人の生者はどちらの方角にいるのか？　といまさらのような疑問に気付いた。アイはその疑問に肉体で答える。



　走る。なんの
根
 こん

 
拠
 きよ

 もないが
東
 たいよう

 を目指した。



　動き出した頭はついでとばかりに余計な事まで考える。



　自分はなにをこうまで駆けているのか。いかなる
了
 りよう

 
見
 けん

 で先を急ぐのか。



　じゃりり、と
靴
 くつ

 の下で荒野の
砂
 じや

 
利
 り

 が音を立てた。
蹴
 け

 
飛
 と

 ばした一つがどこからか靴の中に入り
込
 こ

 んで、ぐちゃぐちゃになった足の裏をぐりぐりと痛めた。
鈍
 どん

 
痛
 つう

 に顔をしかめつつ、しかしアイは
脚
 きやく

 
速
 そく

 をゆるめない。



　前方の空は白々と
冴
 さ

 え、夜は西へとそうそうに逃げ出している。〝早朝〟がいま、この
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 にはじまり、それも次の瞬間には過ぎ去って過去へと流れて行こうとしている。



　間に合え！　と思う。



　なにに？　とも思う。



　まるで理性と気持ちが二つに分かれたように、体の中で太陽よりも熱いものと、月よりも冷たいものがせめぎ合っている。



　
遥
 はる

 か後方、荒野の向こうに
沈
 しず

 もうとしている月が言う。助ける助けるというお前は、いったいどうやってあの子を助けるつもりなのか？　
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 がそうしたように、彼女を取り巻く
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 の
全
 すべ

 てを
破
 は

 
壊
 かい

 してやるつもりなのか？　それともほかに、すばらしい手段があって、だれもかれもを幸せにするつもりなのか？



　前方の太陽は一言答えた。そんなこと知るか、と。



　それでも太陽の論理は月に
勝
 まさ

 った。かろうじて地平線に引っかかっていた月はやむなく
没
 ぼつ

 し。人を助ける。という「どうしようもない正しさ」は前方にいままさに
昇
 のぼ

 らんと
輝
 かがや

 きを増している。



　そしてアイは、それを見つけた。



　
幾
 いく

 
度
 ど

 目かの
角
 かど

 
辻
 つじ

 を曲がった先に東門が見えた。その正面の荒野の終わりに、生者の群が
彷徨
 さまよ

 っている。



　その数およそ百。



　生者はオルタスで見たどの死者よりも不潔で、不健康に見えた。みな疲れ果てており、
幽
 ゆう

 
鬼
 き

 のようにむらさきいろの
彼
 かれ

 
誰
 たり

 をふらついている。



　その正面に、三十人ほどの死者がいた。城で見知った顔が
幾
 いく

 
人
 にん

 かいる。すべてウッラの護衛をしていた。



　彼らの中央に
輿
 こし

 がある。輿は
黒
 こく

 
檀
 たん

 と黄金をふんだんに使った
絢
 けん

 
爛
 らん

 
豪
 ごう

 
華
 か

 なもので、人ひとりを収めるためというよりも、無機的で強力な宝具を運ぶ
櫃
 アーク

 に見えた。



　いま、輿が地面に置かれ。
御
 み

 
簾
 す

 が引かれる。



　両の手を取られて、ひとりの少女が
恭
 うやうや

 しく外に出される。辺りの大気と同じ色をした、彼誰色の薄いドレスに
薄
 うす

 
織
 お

 りを何枚も、何枚も羽織っていた。まるで
棺
 ひつぎ

 に納められた死者の様に見えた。



　そしてウッラ・ヘクマティカが立ち上がる。



　ふたりの従者が恭しくも上着を
脱
 ぬ

 がす。薄布を全てとって荒野に寒々しい肩を
晒
 さら

 した。



　そしてついに
縛
 いまし

 めが解かれる。



　口を
締
 し

 める
革
 かわ

 
紐
 ひも

 がぱたぱたと
足
 あし

 
下
 もと

 に落ち、瞳を
閉
 と

 ざしていた革紐が地に落ちる前に
突
 とつ

 
風
 ぷう

 にさらわれ、
外
 がい

 
壁
 へき

 の上まで
吹
 ふ

 っ
飛
 と

 んでいった。



　そして太陽が夜を終わらせ、







　コロシオハケはその目を開いた。







　
哀
 あい

 
惜
 せき

 の
慟
 どう

 
哭
 こく

 すら上がらず、死の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しはひかりの速さで生者共を
貫
 つらぬ

 いた。




[image: ]




　その背を朝日に、その腹をコロシオハケに焼かれながら、生者達は前から順番にばたばたと
倒
 たお

 れて大地に
伏
 ふ

 した。生きている者はだれもおらず、その表情に
一
 いつ

 
切
 さい

 の苦痛はなく、その体に一切の傷はなかった。ただ命だけが、もうそこには存在しなかった。



　そして殺人の瞬間は終わり、死ねる者はすべて死んだ。



　太陽はその瞬間を見届けて大地を
離
 はな

 れ、コロシオハケを少しだけ
眩
 まぶ

 しがらせた。



　やがて死者の群からひとり、またひとりと
影
 かげ

 が立ち上がった。彼らはまず、必ず、
己
 おの

 が両手を不思議そうに
眺
 なが

 め、胸に手を当ててようやくなにかを
悟
 さと

 り、
疲
 ひ

 
弊
 へい

 した感情を
蘇
 よみがえ

 らせた。それは
怒
 いか

 りだったり
恐
 おそ

 れだったり一つ一つ
違
 ちが

 う色をしていたが、その感情はすべて、原因に目を走らせると一つのものに変わった。



　
畏
 い

 
怖
 ふ

 。



　それを、コロシオハケはぼうっと見ていた。ただ、
呆
 ぼう

 、と。



　その表情はここからは見えない。



　アイは輿から百メートルも離れた右背後で、それを見ていた。呆然と立ちつくして
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 の全てを見た。



　その姿を、警備の者が見とがめたのだろう。こちらを指さして何か言っている。



　だがアイは、なんの反応もせずに突っ立ったままだった。



　ふと、ウッラが背後の声に気付いたのか、ごく、ごくなにげない動作で、



　
振
 ふ

 り返った。



「なに突っ立ってるんだ
馬
 ば

 
鹿
 か

 ！」



　
突
 とつ

 
如
 じよ

 、目の前にあおいくるまが現れた。後部ドアががちゃりと開き、上半身だけ飛び出したライオンが人さらいのようにアイを
引
 ひ

 っ
摑
 つか

 む。



「出せ！　おっさん！」



　ユリーは返事もかえさずアクセルを
踏
 ふ

 む。



「いやぁ！　私は、私は！」



「
阿
 あ

 
呆
 ほう

 ！　死にたいのか！」



　後部座席に
放
 ほう

 り出されてアイは、なにも考えずに、ウッラが見たい、と思った。自分の姿を、ウッラに見せてあげたかった。あなたを助けたいと願う人が、ここにちゃんといるのだと伝えたかった。



　しかし全ての窓は黒く目張りされて、コロシオハケの姿は
何
 ど

 
処
 こ

 にもなかった。
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　帰りの車中は
沈
 ちん

 
黙
 もく

 が支配した。アイは死んだように眠ってしまい、他の四人も似たり寄ったりの
疲
 ひ

 
労
 ろう

 を
抱
 かか

 えて、朝日に輝く街を見ている。



「……いったい、どうしたって言うんだよ。この子は」



　助手席に
座
 すわ

 るキリコが、後ろを
覗
 のぞ

 いて言った。ここからは見えないが、後席ではアイがぼろぼろになって横たわっている。後ろの席は暗く、眠るアイのために目張りはそのままにされていた。



「……ユリーさん。どうしてアイはあんな事になったんだ？　それまで冷静だったのに、あの瞬間から……どうして」



　ユリーは二回の右折と一回の左折、それに三ブロック分の沈黙を
挟
 はさ

 んでから言った。



「……その子は人間と墓守のハーフだ。それは知ってるな？」



　キリコは
頷
 うなず

 く。ライオンは中席で
頰
 ほお

 
杖
 づえ

 をつき、反応もしない。



「その子は人と墓守、両方の性質を受け
継
 つ

 いでいる。その一つ、墓守の担当機能を利用して。他の墓守の
検
 けん

 
索
 さく

 を無効化して生き延びている死者の村があった」



　交差点で
誘
 ゆう

 
導
 どう

 員が『
待て
 ストツプ

 』をだす。



「アイはその村で育った」



『
行
 ゴ

 
け
 ー

 』。



「村人は自分たちのことを生者だとアイに思いこませていた。彼女用の神話をつくって。彼女用の
噓
 うそ

 を作ってな……」



「あの子は私って。そういうことか……」



　ウッラとアイ。二人の持つものはあまりに違うのに、出てきた結果は
奇
 き

 
妙
 みよう

 に似通っていた。



「……まだ早かった」



　ユリーがハンドルを大きく切って大通りを外れた。



「もう少し、もう少しこの子が成長していたなら。……きっとこんな事にはならなかった。あと一年、いや半年あれば、この子は君たちを許し、本当の意味で救うことすら出来ただろう。友情を結んで、
素
 す

 
晴
 ば

 らしい友達になれたかもしれない──だが、今は無理だ。今は、最悪の組み合わせでしかない」



　仮面通りの
脇
 わき

 を
抜
 ぬ

 ける。
寮
 りよう

 はもうすぐ近くだ。荷物はすべてまとめられている。もうすぐにだって
此
 こ

 
処
 こ

 を
発
 た

 つことができる。



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 を回収したら、すぐにでも出国したい」



　ユリーは言った。



「……分かった。
連
 れん

 
絡
 らく

 しておく」



　キリコは答えた。



「引っかき回すだけ引っかき回して、立ち去る事を心苦しく思う……謝罪する」



「いいえ……」



　また『
待て
 ストツプ

 』



　そのとき、車内を光が差した。



『？』



　二人が光の出所を
探
 さぐ

 るように振り返る。



　ライオンが後ろのドアを開いて外に出かけていた。



「
俺
 おれ

 はここでさよならだ」



　ばんっ、とドアが閉められる。



「じゃあなおっさん。
狐
 きつね

 にはよろしく言っといてくれ」



「……もう、会わないつもりか？」



「ああ」



　
獅
 し

 
子
 し

 はそう言って、あとは振り向きもせずに街へと消えた。



「？　……行くか」



　だれにともなく
呟
 つぶや

 いて、ユリーはアクセルを踏む。







　そしてその時にはすでに、アイは車中にいなかった。





　　　　II






（おまえ、まだなんかやるつもりか？）



（……はい）



（──だったら俺が
逃
 に

 がしてやる）







　せっかくライオンが逃がしてくれたのに、心と体がくたくたに
疲
 つか

 れ果てて、もうそれっきり動いてくれなかった。



　下オルタスの外れに位置する公園に、アイはいた。車から逃げて人のいない方へと走るうちに、いつのまにかこんな所に着いてしまったのだ。
園
 その

 はよく手入れされて植物が
濃
 こ

 く、
荒
 こう

 
野
 や

 の黄砂と街の白石に慣れきった目に故郷の色が
鮮
 あざ

 やかに映った。



　そこで、小さな
東
 あずま

 
屋
 や

 を見つけた。



　
籐
 とう

 の
寝
 ね

 いすが一つ置かれただけの、本当にささやかな建物だった。



　アイは、ちょっとだけ
休
 きゆう

 
憩
 けい

 するつもりで
腰
 こし

 を下ろした、それなのに体は雨に打たれた
粘
 ねん

 
土
 ど

 のようにぐにゃりとまがって
椅
 い

 
子
 す

 の形に流れ
込
 こ

 んでしまった。



　
瞼
 まぶた

 が落ちるまで、
僅
 わず

 かな時間も
掛
 か

 からなかった。



　
針
 はり

 
杉
 すぎ

 の
梢
 こずえ

 がざあざあと
揺
 ゆ

 れて顔に落ちる影がひかりの速さで流れていった。瞼の裏でやわらかい緑のひかりが
瞬
 またた

 いて、
闇
 やみ

 ばかりを
睨
 にら

 んだ眼底をやわらかくなでていった。



　動く者がいなくなると、すぐさま小鳥が帰ってきてちちち？　と鳴いた。うっすらとそちらを見ると山では見たこともない緑の鳥が一羽、手を
伸
 の

 ばせるほどの
距
 きよ

 
離
 り

 で不思議そうに首を
傾
 かし

 げていた。



　アイはそっと瞼を下ろして、時間が過ぎ去っていくのを許した。



　世界はぼろぼろに打ちのめされた少女になにもせず、ただ暖かい日差しをそそぐのみだった。



　そのことが少し、悲しくて、アイは目を閉じたまま泣いた。



「どうしたの、おねえちゃん」



　おねえちゃん？



　その、初めて呼ばれる言葉におどろいて、アイはゆっくりと目を開く。



　椅子の、すぐそばに女の子が立っていた。ここのつほどの
金
 きん

 
髪
 ぱつ

 の少女で、庭師のようなオーバーオールを着て、その手に革の
手
 て

 
袋
 ぶくろ

 をしていた。



　そして当然、しんでいた。



「あのね、そこ、本当はおじぃの席なんだけれど……あ！　ちがうの、いいよ座ってて、おねえちゃん。なんだかつらそうだもの……」



　おねえちゃんと、また、よばれた。



　自分は、世界で一番年下だと、思っていたのに。



　永遠に九
歳
 さい

 のままの少女は
気
 き

 
恥
 は

 ずかしそうにアイをじっとみつめて『わたしはあなたが気になります』と全身で語るようにもじもじしていた。そしてその思いはすぐに
我
 が

 
慢
 まん

 できなくなって口から飛び出た。



「あの、その、──おねえちゃんって、もしかして生きてる人？」



　アイはこくりっとうなずいた。少女は目をまん丸くして
寝
 ね

 
椅
 い

 
子
 す

 の
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けを摑み、



「わ、すごい！　わたし生きてる人って初めて見た」



　ああ、



「おねえちゃん、すごい
綺
 き

 
麗
 れい

 ！　──だけどちょっと
肌
 はだ

 がすべすべすぎて変な感じかも……あ！　ごめんなさい、綺麗だよ。綺麗なんだけど……」



　もう、許して下さい。



　少女はなおも、いかに
生
 ア

 
者
 イ

 が変わっているかを一つ一つ指さしておどろいて見せた。



　これが、オルタスの、常識なのだ。



　死んでいるのが当たり前で、生者のほうが非常識なのだ。



　噓に
騙
 だま

 されているのはウッラだけではないのだ。いや、もう噓は噓ではなくなって、ただの常識になっているのだ。



　死者は、土に
還
 かえ

 るのが当たり前だった。それは人類
普
 ふ

 
遍
 へん

 の気持ちだったはずなのに……もはやその常識は
堕
 だ

 
落
 らく

 して、意見のひとつにまで落とされてしまった。



　きつく閉じた瞼の裏で、キリコがうっすらと笑っていた。〝生者はみんな死に絶えて、世界には死者しか残らなくなるんだ〟。目の前の少女はそんな世界の具現のように
無
 む

 
邪
 じや

 
気
 き

 に笑って
生
 ア

 
者
 イ

 をみつめる。



　私の世界が
壊
 こわ

 される。私の夢が壊される。



　世界は、もっとこまっていると思っていた。子供が生まれなくなって、人が死ななくなって、墓守が現れて、そのことにこまって、救われることを望んでいると思っていた。



　でもちがった。



　世界はとっくに救われていて、自分の助けなど必要としていなかった。



「わ、わ、ごめんね、おねえちゃん。ごめんね。泣かないで」



　どれだけ固く目を閉じても、
涙
 なみだ

 は後から
溢
 あふ

 れて
頰
 ほお

 を伝った。



　
世界
 しようじよ

 はやさしく、いつまでも涙をふいてくれた。
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　目が覚めて、はじめて自分が
眠
 ねむ

 りに落ちていたことに気付いた。



　木々が、朝とは
違
 ちが

 う風に
吹
 ふ

 かれてざぁと鳴っている。太陽はいつのまにか真反対の位置にあり、空気はすっかり冷めていた。



　女の子の姿は消えていた。



　庭いじりの荷物がそのままだから、多分このあと帰ってくるつもりなのだろう。だがアイはもう立ち去ることにした。おじぃとやらに来られるのも、多分こまる。



　なにか、あげられるものはないかとポケットをあさると、キャンディーが二つはいっていた。赤い方をあの子に、黄色い方を自分の口に放り込んで、アイは周囲の梢の下に
這
 はい

 入った。
茂
 しげ

 みは一足早く夜が来たかのように暗く、
狭
 せま

 かった。



　名前も、聞かなかったなと、ふいに思った。



　
振
 ふ

 り返った東屋は、まだ、昼の明かりの中にあって、どこかおめでたく、暖かな気配を残していた。アイはそのしたにある赤いあめ玉にむかって「ごめんね」と呟き、もう振り返ることなく
駆
 か

 けだした。







　　　　[image: ]








　オルタス城。内庭。



　そこは常ならぬ人だかりに
埋
 う

 められていた。すべて
姫
 ひめ

 の外遊に従属した者たちである。
近
 この

 
衛
 え

 隊と
儀
 ぎ

 
仗
 じよう

 隊、都市長と軍医、
輿
 こし

 と
道
 どう

 
化
 け

 、そしてその点検をする技師。みな、ようやくなじみの城内に入って安心している。



　キリコはその混雑からひとり
離
 はな

 れ、
壁
 かべ

 に寄り掛かりながら集中していた。



（
悪疫
 ポツクス

 だ。東門では見ていない／
強攻
 レツクス

 。西門もだ／
紅雪
 デイーヴア

 ！　アタシの所にいるわけないでしょ！　こっちは目えまわりそうな
忙
 いそが

 しさなのよ！　連絡しないで！　／……／……）



　アイ、という言葉を
鍵
 かぎ

 に、自分のものではない
記
 き

 
憶
 おく

 が
幾
 いく

 つも
浮
 う

 かび上がってくる。
悪疫
 ポツクス

 、
強攻
 レツクス

 、
紅雪
 デイーヴア

 、
故国
 オリアス

 、
節倹
 ヴエルエラ

 、それらの五人の記憶に自分が埋もれてしまわぬよう、必死で
堪
 た

 えながら必要な情報を洗い出す。



　新しい情報はなにもなかった。



　みな、それぞれの業務に忙しく、アイを探すことはとても出来なかった。



　キリコはひとり、無力感に
苛
 さいな

 まれながら、
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 んで人を待っていた。



「……待たせた……」



　そのとき男女がふたり、キリコに近づいた。



　性別の違いこそあるが、
随
 ずい

 
分
 ぶん

 とよく似た二人組だった。
歳
 とし

 は三十歳ほどで、そろいの黒いスーツを着ている。顔も体も中性的で、男は女のように、女は男のように見えた。



「
遅
 おそ

 いぞ
故国
 オリアス

 ！　
節倹
 ヴエルエラ

 ！」



　そして彼は実際に、女でもあり、彼女は男でもあった。



『すまない』



　と同時に言葉を放った
喉
 のど

 の下、そこに一本の細い線がある。



　そこで彼らは入れ
替
 か

 わっていた。



　文字通り、
首
 くび

 を
挿
 す

 げ替えられた者達。それが
欠
 ラ

 
落
 ツ

 
五
 プ

 
芒
 ス

 
星
 タ

 の最後の二人だった。



「それで。軍警はアイを探してくれるのか!?
 」



『重要通達には乗せてくれるそうだ』



「そんなの意味があるものか！」



　ダン！　と地面を
踏
 ふ

 みしめる。キリコは必死になってアイを探した。しかし他人は必死になってはくれなかった。



　軍警も近衛も近習も、みな、アイを迷子の子供
 くらいにしか考えておらず、警備の増強や指名手配は
一
 いつ

 
笑
 しよう

 された。



　なんとか
故国
 オリアス

 を
捕
 つか

 まえて
頼
 たの

 み込んでもこの程度だった。



「くそ！」



　悪態が全部自分にかえってきてその身を焼いた。二人を
罵
 ば

 
倒
 とう

 する、お前はじゃあ何が出来るんだ？　
優
 ゆう

 
秀
 しゆう

 な彼らの血潮を受け
継
 つ

 いでるくせに、ここで
地
 じ

 
団
 だん

 
駄
 だ

 ふむことしか出来ないのか？



　キリコは
焦
 しよう

 
燥
 そう

 にその身を焼いた。



「…………キリコ……ユリーはどうした……？」



「……彼はぼく以上に必死になってアイを探しているよ！」



　ユリーは、こちらが申し訳なくなるくらい
律
 りち

 
儀
 ぎ

 にオルタスのルールを守った。
戒
 かい

 
厳
 げん

 
令
 れい

 下で出歩くときも、東門に張り込んだときも、常にキリコや他の者達に
伺
 うかが

 いを立て、そのルールからはみ出さなかった。そしてその上で、彼は軍警やキリコになんの期待もしておらず、いまは自らの足で
愚
 ぐ

 
直
 ちよく

 にアイを探している。こんな所でなにも出来ない自分とは
大
 おお

 
違
 ちが

 いの、大人の男の姿だった。



「くそ！　時間を
無
 む

 
駄
 だ

 にした。
僕
 ぼく

 は
戻
 もど

 る！　ていうかこの程度の情報でいちいち呼んでくれるな！　次からは直接アタマに──」



『……キリコ……』



　
男
 おとこ

 
女
 おんな

 が呼び止めた。
節倹
 ヴエルエラ

 だ。



「なに？　ぼくは急いでるんだ。早く」



『その……アイ、と、シャッドに、姫のこと、ばれたんだな……』



「ああ……」



　男女も女男、それを聞いて
押
 お

 し
黙
 だま

 る。



「……なにが言いたい」



　
促
 うなが

 されて、
節倹
 ヴエルエラ

 が意を決したように
喋
 しやべ

 り始めた。



『キリコ。私たちは、もう
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すのを
止
 や

 めにしたいと考えている。姫にすべてを打ち明けて、許しを
請
 こ

 いたいと──』



「ふざけるな！」



　キリコはその申し出を真っ二つにした。



「いまさら許されたいだなんてなんだ！　楽になりたくなったのか！　だったら最初から
隠
 かく

 さなければよかっただろうが！」



　しかし……と
故国
 オリアス

 が弱い声をだす。



「あんた達が始めたことだろうが！　最後まで
貫
 つらぬ

 き通せよ！」



『キリコ……だが、もう……あらゆる意味で限界が……』



「僕は続ける」



『キリコ……』



「僕は最後まで続ける。あんた達がやりたくないなら、
噓
 うそ

 は全部ぼくがついてやる。だから──
邪
 じや

 
魔
 ま

 だけはするな」



　キリコは集まった視線を引きちぎって歩き出した。城の一階
廊
 ろう

 
下
 か

 から
右
 う

 
殿
 でん

 にまわり、いったん外へ出てウッラの住む
尖
 せん

 
塔
 とう

 へむかう。



　アイは、絶対にここに来る。



　
城
 じよう

 
壁
 へき

 も警備も関係ない。あいつはここに、やってくる。



　──絶対にさせない。



　
生
 い

 け
垣
 がき

 の
陰
 かげ

 で、キリコは息を
吐
 は

 いてもう一度他の五人と
繫
 つな

 がった。今日だけでひと月分は接続した気がする。
脳
 のう

 
味
 み

 
噌
 そ

 がゆだり、目の
奥
 おく

 に
鈍
 どん

 
痛
 つう

 が走る。



　アイの情報はやはり無かった。



　
瞳
 ひとみ

 を開いて周囲を
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に見た。城壁と外庭、その低木の間に、ひょっこりアイが入ればいいのにと思った。



　──そんなうまい話、あるわけがない。



　キリコはなおも、
益
 やく

 
体
 たい

 のない想像をする。いますぐにアイが見つかって、ユリーが安心し、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の調子がよくなって、そして全員が
荒
 こう

 
野
 や

 に消える。シャッドとは仲直りして、大人共は余計なことを言い出さず、姫はなにも気付かずに日々を過ごす。そして、



「みんなみんな、死に絶える……」



　みんな、はやく
死者
 いつしよ

 になればいいのに。



「………………なにをやっているんだ僕は……」



　キリコは首を振って再び歩き始めた。



　そのときだった。



　キリコは目の前の地面にふわふわとした影を見つけ、『なんだろう？』と軽い気持ちでそらを見上げた。



　そらには明るい
闇
 やみ

 と、半欠けの月と、緑の瞳が浮いていた。



　キリコは
魂
 たましい

 を
呑
 の

 まれた。



　闇と、月を置き去りに、緑の瞳は音もなく降り立った。



「キリコさん」



　月の、真下だった。



　
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 前まで何もなかった場所に、金の
髪
 かみ

 と緑の瞳の、かがやく子供が立っていた。



「アイ……？」



　あまりの風景に、キリコは
幻
 げん

 
覚
 かく

 を見たのかと思った。しかしこうして目の前に立たれては疑う余地がない。



「い、いま、なにを？」



「
普
 ふ

 
通
 つう

 に壁をのぼって。普通に飛び降りただけですよ」



「なんて
奴
 やつ

 だ……」



　これでも墓守ですからね、とアイは言い、弱々しく笑った。



　そこに昨夜の険しさはない。



「ウッラに、全部ばらしに来たのか？」



「………………ええ」



　たはは、とアイは気弱げに頭を
搔
 か

 いた。その、
普
 ふ

 
段
 だん

 の気配をまとった動作に、キリコはすこし安心した。



「……できれば、邪魔しないでいただけますか。わたし、これでも結構つよいみたいですから」



「まて！　話をきいてくれ！」



「いまさら、なんの話がありますか」



「姫さまと君では事情が
違
 ちが

 うんだ！」



「またその話ですか……」



「違う、そうじゃないんだ！」



　さすがにアイもいぶかしそうに
眉
 まゆ

 をひそめる。



「……なにが言いたいのですか」



「君の村は、いつか必ず
破
 は

 
綻
 たん

 した」



　
怒
 いか

 りの
眼
 まな

 
差
 ざ

 しは、
触
 ふ

 れられそうなほど
濃
 こ

 く、たしかな形をもっていた。



「待て、聞いてくれ。わかるだろう？　君の村の噓は、破綻を約束されていた。そうだろ？　たとえ君の父親が来なくても村は必ず
崩
 ほう

 
壊
 かい

 した！」



「………………ええ……そうですね」



　アイは苦虫をかみつぶしたようにつらそうにして、それでも真実をみとめた。



　キリコはよし、と
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 った。アイはまだ冷静だ。



「だからなんだというのですか……あなたの噓は永遠だとでもいうのですか……」



「そんなことはいわないさ。でも僕の噓はもうしばらくだけもてばいいんだ
 」



「……？　どういう意味ですか」



「いずれ、
全
 すべ

 ての生者は死ぬだろ？」



　アイはきょとんとして、その当たり前の事実を認めた。



「神様は月曜に世界を作った。



　神様は火曜に死にいたる傷を負った。



　
悪
 あく

 
魔
 ま

 は水曜に勝利を祝って世界を
呪
 のろ

 った。



　
呪
 まじな

 いは木曜に世界を犯した。



　神様は金曜に悪魔と相打った。



　そして神さまは土曜日に一人の人間に世界を正す力を
与
 あた

 えた」



「な、なんですかいきなり」



「これがぼく達の作った
偽
 にせ

 
物
 もの

 の神話だ。そしてこれ
 すらも偽物だ」



　キリコは胸の内に秘め、絶対に人には聞かせなかったもうひとつの神話を語った。



「本当の文言は、最後の一行がちがうんだ。



　──そして土曜の夜が、
皆
 みんな

 に等しく
訪
 おとず

 れて、日曜の朝に、生きて残れる者はなく。



　
姫
 ひめ

 はもはや姫でなく。ただ、
永遠
 ぼくたち

 の一部になる



　……これが姫さまを囲む神話の全てだ」



「……よく、分かりませんね。結局なにが言いたいのですか？」



「つまり、さ」



　キリコは言う。その顔には
笑
 え

 みすらあった。
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な
理
 り

 
屈
 くつ

 だと思った。



「みんな死んでしまえば
 、彼女の瞳に意味はなくなる
 」



　新しく、生きる者の生まれないこの世界では、いずれ必然的にすべての生者は死者となる。そしてそうなったとき、ウッラの瞳はようやく力を失うのだ。



「ぼくたちの噓はその日まで
保
 も

 てばいいんだ！　そうしたらもう、彼女が傷つくことはなくなる！」



「なるほど」



　なるほど、なるほど、とアイは
誰
 だれ

 かの
真
 ま

 
似
 ね

 をして
納
 なつ

 
得
 とく

 を
繰
 く

 り返した。



　そして、



「そんなことを考えていたのですか……」



　
声
 こわ

 
高
 だか

 に熱弁するキリコとは正反対に、アイは冷たくなっていた。



「そんなことで、本当にウッラは傷つかないと、思ったのですか？」



　キリコは、



　ぐっ！　と
喉
 のど

 を
詰
 つ

 まらせた。もちろんだ！　と
叫
 さけ

 ばなければいけなかったのに、その言葉を口に出すことが出来なかった。



　アイの視線と言葉に、キリコの最後の
防
 ぼう

 
壁
 へき

 が
突
 つ

 き
崩
 くず

 された。
砕
 くだ

 けてしまえばそれは無敵の
壁
 かべ

 でもなんでもなくて、ただ
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 と
恐
 きよう

 
怖
 ふ

 に噓を
塗
 ぬ

 っただけの張りぼての守りだった。



　すべてが終わってから気付こうが、



　終わる前に気付こうが、



　彼女は傷つく、



　なぜなら彼女はやさしいから。



　そんなこと、最初から気付いていた。



「じゃあ、どうすれば良かったんだよ！」



　キリコは叫んだ。自分の噓が自分すらだませていなかったことに気付いて叫んだ。



「お前に
死者
 ぼくたち

 のきもちが分かるか!?
 　あの子を愛して、あの子を利用して生きてきた者の気持ちが分かるのか!?
 」



　十年前のオルタスは、まだ住む場所さえ持っていなかった。
何
 ど

 
処
 こ

 かに根を張ろうとすれば当時の〝常識〟が邪魔をして
銃
 じゆう

 を向けてきた。死者は死ね、と
脅
 おど

 してオルタスを追いやった。みな、銃に
撃
 う

 たれて
刃
 やいば

 に
刈
 か

 られて、もっともっと痛ましい姿で大地を
這
 は

 った。その日々の中でウッラの幼い笑い声が、どれほどの支えになったことか。……そして彼女の
魔
 ま

 
眼
 がん

 を使うことに、どれほどの
躊躇
 ためら

 いを覚えた事か。



「ぼくは、あの子が好きだ」



　キリコは言った。その
頰
 ほお

 には温かく流れる
涙
 なみだ

 があった。死者には
相応
 ふさわ

 しくないものだった。



「キリコ・ズブレスカは、ウッラ・ヘクマティカが、好きだ。……ぼくはあの子を守りたい。……あの子をとりまく
馬
 ば

 
鹿
 か

 みたいな現実のすべてから、あの子を守りたいんだ。あの子は良い子だ。やさしくて、思いやりがあって、笑顔がすごく
可愛
 かわい

 いんだ。笑い声がすごく
素
 す

 
敵
 てき

 なんだ。瞳がすごく、
綺
 き

 
麗
 れい

 なんだ。──アイ。君ならどうする？　そんな子を世界の
残
 ざん

 
酷
 こく

 さから
隠
 かく

 せるチャンスがあったとき、君ならどうする？」



　だれが、最初に、ウッラの目の前から世界を隠そうとしたのか。実はそれは分かっていない。だがキリコにはその人物の気持ちがはっきりと分かった。







「君は、
噓
 うそ

 をつかずに、いられるか？」







「ぼくはあの子が、好きなんだ……！」



　キリコは、すべての言葉を語って聞かせた。生まれて、感情を覚えてからずっと、誰にも言えなかった事実を、涙と共に吐き出した。そのとき一瞬だけ、
肩
 かた

 から荷物が下りたような気がした。自分が救われて、もう、この先がどんな結末になろうと受け
容
 い

 れられそうな気がした。



　気持ちは、確かに、伝わった。



「……そうですね……私もうそを、つくかもしれません」



　その言葉を、希望の言葉を聞いた
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 に、キリコの中に
欲
 よく

 
望
 ぼう

 が
蘇
 よみがえ

 った。



「だったら、
頼
 たの

 む！　
見
 み

 
逃
 のが

 してくれ！」



　
純
 じゆん

 
粋
 すい

 だったものは消え
失
 う

 せて、
生
 しよう

 
涯
 がい

 を噓に費やした脳味噌は
悪
 あく

 
臭
 しゆう

 のする
牙
 きば

 を
剝
 む

 いてアイを
嚙
 か

 んだ。



「そうだ！　もし、君がそんなことを教えたら！　きっとウッラは君を
恨
 うら

 むぞ！」



「……っ！」



「君を解放したものを恨まなかったか!?
 　
後
 こう

 
悔
 かい

 せずにすんだのか!?
 」



　アイは、それらの言葉を
避
 さ

 けようともせずにすべてくらった。歯を食いしばって
堪
 た

 えた。



　キリコは
追
 お

 い詰められた
鼠
 ねずみ

 のようにそこら中を嚙みまくった。



「村人の噓の中で永遠を過ごしたいと、すこしでも思わなかったか!?
 　君のすることは、決定的に救いにならないことが、分かっているのか!!
 」



「ええ」



　アイは、負け犬のような目でキリコをみた。



「でも、それでもばらすんですよ
 」



「!!
 　この
狂
 きよう

 
犬
 けん

 が!!
 」



　キリコはこぶしを固めて
躍
 おど

 りかかった。



「そもそもね、キリコさん。ウッラのためだとか、そんな言葉では、私を説得なんかできないんですよ」



　アイはふわりと
跳
 と

 ぶように間合いを詰めて拳を
躱
 かわ

 し、キリコを
抱
 だ

 くように首を
摑
 つか

 んだ。



「──くぁ！　が！」



「ウッラはあなたに、噓をついてくれと頼みましたか？」



「っ！」



「──〝世界に救って欲しいか聞いたのか？〟って、キリコさん。まえ、私にそう言ったじゃないですか。……よくも言えたものですね、あなたのしている事はもっとひどいじゃないですか。世界を『
騙
 だま

 して』救いがあることすら教えないだなんて……」



　脳に酸素が回らない。思考がばらばらに
散
 さん

 
逸
 いつ

 していく。
救
 きゆう

 
援
 えん

 信号を送れない。



「──あなたの言葉、すべてあなたに返します」



　失われる意識の
縁
 ふち

 に、その
台詞
 せりふ

 だけが残った。



「
世界
 ウツラ

 は、騙してくれと、頼みましたか？」







　　　　[image: ]








　キリコが助けを呼んだかどうかは分からなかったので、とりあえず気絶した彼を
担
 かつ

 いでその場を
離
 はな

 れた。そんなに遠くまでは行けない。精々
右
 う

 
殿
 でん

 から
奥
 おう

 
殿
 でん

 に移すくらいだ。隠せるような場所が無かったので、あとはただ単純に置いておく。



　ウッラの
塔
 とう

 を見上げた。



　部屋に明かりは、ある。──ほっとするような、残念なような気持ちだった。自分が、本当はどうしたいのか、よく分からない。



　墓守としても、世界を救う者としても、理屈に合わない行動だった。こんなところで危険をおかす理由は一つもなかった。ウッラに秘密をばらして救われる人など一人もいなかった。



　それでもアイは止まれなかった。



〝過去、救われなかった自分を救えるかも知れないチャンス〟を目の前に、アイはじっとしていられなかった。



　両手が自然に塔へとのびて、
交
 こう

 
互
 ご

 に
煉
 れん

 
瓦
 が

 を摑んでは体を宙へと運んだ。



　窓は、開いていた。



「ウッラ。私です。アイです。声を
掛
 か

 けないでください。あと目隠しをお願いします」



　無音。



　やがてぱたぱたという足音と、
棚
 たな

 を開ける音がしてから、



〝アイ？　本当に？〟



　ひょいっと外へ、見慣れた紙面が突き出された。



「はい、本物です。──なかに入ってもいいですか？」



〝もちろん〟



　アイはライオンがしたようにくるんとでんぐり返って部屋に入った。



〝どうしたの？〟



　いぶかしそうに、でもちょっと楽しそうに、ウッラは笑い、大きなベッドの上にアイをさそった。大のおとなが五人は
眠
 ねむ

 れるその上にのって、
熊
 くま

 のぬいぐるみをクッション代わりにして紙面を
手
 た

 
繰
 ぐ

 る。



「今日は、お話をしに来ました」



〝おはなし？〟



「ええ、私と、あなたの、お話です」



　アイはためらうことなくはじめた。



「私は墓守と人間のハーフです」



　真実が噓に燃え移った。



「私は、ある山村で生まれ、そこで〝墓守〟として育てられました──」



　言葉が
紅
 ぐ

 
蓮
 れん

 をまいてウッラの世界を焼きはじめた。



　アイは
一
 いつ

 
切
 さい

 の
容
 よう

 
赦
 しや

 なく、世界の
隅
 すみ

 
々
 ずみ

 に火を放って歩いた。あとに灰すら残らぬように。
憐
 あわ

 れな
残
 ざん

 
骸
 がい

 が残らぬように。



　全て語った。



　疑問を持ちつつ墓守として過ごした日々の事。愛してはくれたが
距
 きよ

 
離
 り

 をおいた村人達の事。ようやくできた新しい家族の事。それら全てを
破
 は

 
壊
 かい

 した
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 の事。自分が墓守と人とのハーフだったこと。それを利用して自分の村がなにをしたのか。



「私の村は死者の村だったのです……私はそれを隠されて育ち、つい最近まで気付くことはできませんでした。──そしてウッラさん。あなたもそうなのです。私とはまったく性質が
違
 ちが

 いますが、私とあなたの
状
 じよう

 
況
 きよう

 は、裏返したみたいに、そっくりなのです。──おどろかないで聞いて下さい。あなたは、その五感で認識しただけで人の命を
奪
 うば

 う〝コロシオハケ〟なのです。いま、あなたのまわりにいるのは全て死者です。あなたが
普
 ふ

 
通
 つう

 だと感じてきた人達はみんな死んでいるのです」



　生まれてからずっと、隠されつづけた真実は、
暴
 あば

 き出されてベッドの上に
累
 るい

 
々
 るい

 と並んだ。



「──そうしてキリコさんは、あなたを騙してきたのです。あなた自身を、まもるため」



　言葉が
止
 や

 んだ。



　もっと、言わなければいけない事があるはずなのに、言葉はもうそれ以上出てこなかった。
慰
 なぐさ

 めでも謝罪でもいいから、この最後の瞬間をもう少しだけ続けたかった。



〝おはなしは、それでぜんぶ？〟



　劇の終わりを告げる演目のように、ウッラのノートが
捲
 めく

 られた。



　アイは、力なく、返事をした。



「本当は」



　声が
引
 ひ

 っ
繰
 く

 りかえった。



「本当は、わたしは、あなたを助けたかったんです」



　無力感と罪悪感が胸を
締
 し

 め付けて、
喉
 のど

 を
絞
 し

 めた。



「過去、あの村で、あの時の私がされたような、全てが
壊
 こわ

 されて、ただ自由だけが残るような、そんなひどい助け方じゃない。……お父様が出来なかったことを、私は私にしてあげたかったんです……」



　でも、無理でした……。そう、アイは
呟
 つぶや

 いた。



　こんなにかなしくて、こんなにつらいのに、なぜか涙はでてこなかった。



「私は
世界
 あなた

 を救えません。ただ、『壊す』ことしか出来ません。……すみません、
怒
 おこ

 って……ますよね……」



　ウッラはなにも言わなかった。



「………………もう、消えます。二度と顔は見せません。……恨んでも、絶交してくれても構いません。一時でも、友達になってくれたこと、
嬉
 うれ

 しかったです」



　じゃあ、と言い残してアイは立ち上がった。



〝まって〟



　と、ウッラは紙面で呼び止めた。



　そして、彼女は筆を取った。
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　いつもの夢だった。



　自分がまだ出来たて
 だった
頃
 ころ

 の夢だ。



　
悪疫
 ポツクス

 、
強攻
 レツクス

 、
紅雪
 デイーヴア

 、
故国
 オリアス

 、
節倹
 ヴエルエラ

 。



　彼らが命すら投げ出して作り出した
僕
 ぼく

 は、とうぜん彼らの期待を裏切った。



　彼らが
欲
 ほ

 しかったのは子供であり。自分たちと似て非なる他者であった。それはだんじて
脳
 のう

 
味
 み

 
噌
 そ

 が
繫
 つな

 がりあった自分たちのコピーではなかった。



（お前はお前だ）



　という言葉が、キリコには理解できなかった。その頃の自分には自意識というものがこれっぽっちもなかった。



（お前には
魂
 たましい

 がない）



　そう言ったのは
強攻
 レツクス

 だった。
曰
 いわ

 く、お前は
俺
 おれ

 たちの寄せ集め
 だ、余ったパーツで組まれた自動人形だ。俺たちが目指したものじゃない。



（分かります）とキリコは答えた。なぜならキリコは
強攻
 レツクス

 だからだ。



（分かるんじゃねえよ）と
強攻
 レツクス

 は答えた。（
頼
 たの

 むから……俺たちの事を、分からなくなってくれ
 ……）



　そして六人はかなり早い段階でオルタスに入った。その頃のオルタスはまだ、
放
 ほう

 
浪
 ろう

 の旅を続ける若い集団だった。



（キリコ。お前に頼みがある）



（分かりました）



（だから分かるな）



　キリコは隊列の
深
 しん

 
奥
 おう

 に連れて行かれた。そこには言葉のようなものを、ようやく
喋
 しやべ

 り始めたばかりの子供がいた。



　それが、ウッラ・エウレウス・ヘクマティカだった。



（お前はあの子を騙せ
 ）



　
強攻
 レツクス

 の頼みとは、
子
 こ

 
守
 もり

 でも護衛でもなく、それだった。



（老人共の願いはそれだけだ。あの子があの子に気付かないよう、世界を作れ
 。俺たちを蘇らせろ
 。死者と生者を逆転させろ。彼女の
瞳
 ひとみ

 を意味のないものにしろ）



　キリコは簡単に
肯
 うなず

 き、子供に寄り
添
 そ

 った。



（はじめまして。ウッラ様）



（……はじめぁして）



（私はキリコ・ズブレスカと申します）



（キーコ・ウウエッカ？）



（キリコ、とお呼びください）



（キーコ！）



（キ、リ、コ、です）



（うさぎさん？）



（……すみません。話を聞いていなかったようです。つきましてはどこからその単語が出てきたのか教えていただけますか？）



（あのね、うさぎさんはね、きつねさんじゃないの）



（ご教授ありがとうございます。知ってました）



（でもね、ちゃんとお友達なの！）



（そうですか）



（うん！　だから、キーコも友達！）



（……〝だから〟の意味も、文脈もさっぱり分かりませんし、名前も
間
 ま

 
違
 ちが

 えっぱなしですが。……まあ、ひとまずはそれで、いいです）



　それが二人の出会いだった。



　それから、時代は激動の
渦
 うず

 にのまれ、ウッラは無自覚の内に万の兵士を殺し、オルタスは死を
貨
 か

 
幣
 へい

 にして
荒
 こう

 
野
 や

 の
丘
 おか

 を
占
 せん

 
領
 りよう

 した。



　だがそれは、自分の心におきた変化とは、まったく関係なかった。



　なにか劇的なことが起きたわけではなかったし、特別なイベントがあったわけでもなかった。ただ、キリコはウッラと日々をすごし、日常を共にしただけだった。



　それだけのことで、気付いたときにはすでに、キリコはひとりの少女に
恋
 こい

 をする、ただの少年になっていた。
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　なにか、夢を見ていた気がした。やわらかくてやさしい、暖かい布団で見るのが
相応
 ふさわ

 しいような、そんな夢。



　……こんな冷たい地面で見るべき夢じゃない。幸せな夢。



　そう思った
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、キリコは目を覚ました。



　反射的に
跳
 は

 ね起きて、周囲を見る。



　
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 の混乱を
挟
 はさ

 んで、キリコは
記
 き

 
憶
 おく

 を呼び覚まし、すぐに走り出した。



「あいつ！」



　ゆるりと巻き付く
細
 ほそ

 
腕
 うで

 の
感
 かん

 
触
 しよく

 がわずかによみがえって消えた。



　
焦
 しよう

 
燥
 そう

 と
恐
 きよう

 
怖
 ふ

 を
糧
 かて

 に夜を
駆
 か

 けた。足が
過
 か

 
剰
 じよう

 なまでに燃料を注ぎ
込
 こ

 まれて
蹴
 け

 
躓
 つまず

 いた。
塔
 とう

 にたどり着くまでに二度も転んだ。



　塔の守衛は通常シフトで、異常があった気配はない。



「ゼル
小
 お

 
父
 じ

 さん！　ここにアイが来なかったか!?
 」



「キリコ!?
 　どうしたんだお前！　
泥
 どろ

 だらけじゃねぇか！」



「そんなのいいから!!
 」



　気のいい彼らの心配がうざったくて仕方がない。その上『なにもなかった』なんて報告してくる
間
 ま

 
抜
 ぬ

 けさに腹が立つ。アイが
諦
 あきら

 めるわけがないのに。



　キリコは
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 も規則も全部無視して塔に入った。走ってはいけない
廊
 ろう

 
下
 か

 を走り、階段を三段飛ばしで
蹴
 け

 
飛
 と

 ばしていく、メイドを
突
 つ

 き飛ばして
謝
 あやま

 りもしない。



　二階、三階、



　四階、ウッラの私室。



　ノックもなにもせずに開け放つ、いつもならひと月は出入り禁止になる
蛮
 ばん

 
行
 こう

 だが構ってはいられない。勉強机、いない。
化
 け

 
粧
 しよう

 台、いない。クローゼット、いない。いない、いない、どこにもいない!!




　
寝
 しん

 
室
 しつ

 。



　いた。



　ベッドの上に、アイとウッラが向かい合って
座
 すわ

 っている。奥にウッラ、手前にアイ。そのアタマが弱々しく
振
 ふ

 り返って、



「……早かったですね」



　その表情と言葉から、キリコは間に合わなかったことを知った。



　ばれた。



　全部ばれた。



　あ、あ、あ、あ、



　なにか変な音が聞こえると思ったら自分の声だった。なにをしているんだ、もっと
噓
 うそ

 を
吐
 つ

 け、と頭の奥が命令するのに足は力を失ってずるずるとドアに
縋
 すが

 り落ちた。両手が
髪
 かみ

 をぐしゃりと
摑
 つか

 み。ばりばりと
搔
 か

 き
毟
 むし

 って百本の髪の毛を引きちぎって
床
 ゆか

 に落とした。



「終わりだ……ぜんぶ、おわりだ……」



　キリコは死者のようなうつろな瞳でベッドの上を
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見上げた。そこではアイもまた、同じような瞳でウッラを見ていた。



　ウッラはノートだけを見てそこになにか書き付けている。そこにあるのは
罵
 ば

 
声
 せい

 だろうか。それとも
悲
 ひ

 
嘆
 たん

 の
叫
 さけ

 びだろうか。顔色をうかがっても、そこには
目
 め

 
枷
 かせ

 口枷があって読み解くことはできない。



　──まあ、いいか。



　どのみち、許して
貰
 もら

 う気はない。



　キリコは
別
 べつ

 
離
 り

 の時を待った。ウッラの手が止まる瞬間を待ち続けた。



　荒野に出よう。



　走る、ペンの音を聞きながら。キリコはそう思った。



　
楽園
 オルタス

 を
離
 はな

 れて、ひとり、荒野を
彷徨
 さまよ

 おう。それを自分の
罰
 ばつ

 にしよう。



　その日が来たのだ。罪が
暴
 あば

 かれ、罰がくだされ。清算を
迫
 せま

 られる日が来ただけなのだ。いつか必ず来る日が、今日だったという、だけなのだ。



　キリコは見納めのつもりでウッラを見た。



　髪の黒と
肌
 はだ

 の白。たった二色の
乏
 とぼ

 しい
色
 しき

 
彩
 さい

 で作られた女の子。それだけだと本当に人形の様に見える女の子。



　でも本当の彼女はそうじゃない。それはアイも知らないことだ。



　本当の彼女はもっと
色
 いろ

 
鮮
 あざ

 やかで明るいのだ。瞳の
碧
 みどり

 と
唇
 くちびる

 の赤、
輝
 かがや

 く
笑
 え

 
顔
 がお

 と、跳ねるような笑い声。死をまき散らすそれらは、悲しくなるほど美しいのだ。自分はそこに、一点の
曇
 くも

 りもいれたくはなかったのだ。



　だがそれも終わりだ。彼女は自分を知った。自分の歌声や視線の意味をしった。



　きっと、
全
 すべ

 ては変わってしまう。彼女の
優
 やさ

 しさは、きっと彼女を助けない。



　自分は荒野に去り、ウッラは傷つく。



　──そしてアイもまた、無傷ではいられないだろう。



　キリコはベッドに座るアイを見る。アイもまた、キリコと同じようにウッラの言葉を待っていた。罪人のようなうつろな顔で判決を待っていた。



　──全ては
巡
 めぐ

 り合わせだ。



　もっと、
違
 ちが

 うところでウッラに会いたかった。
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 の歯車としてウッラに会うのではなく、ただのキリコとして彼女に会いたかった。──だがそれではキリコはキリコになれなかった。



　もっと、違うところで二人を会わせたかった。ずっと後かずっと前、ウッラに秘密はなく、アイに重たい
呪
 まじな

 いのない状態でふたりを会わせたかった。──だがそれではやはり、ふたりは出会わず、別々に幸せになっただろう。



　全ては巡り合わせで、どうあがいてもこうなるしかなかったのだ。



　そしてウッラの手が止まった。



　ペンが最後の一走りを終えて、そっと
文
 ふ

 
箱
 ばこ

 に
戻
 もど

 される。ばらばらとノートが
遡
 さかのぼ

 って最初のページが
捲
 めく

 られた。



　
仄
 ほの

 
白
 じろ

 い紙面に書かれた文字は、炭の
匂
 にお

 いがただよってきそうなほど
鮮
 あざ

 やかだった。



〝あなた達の言うことはわかりました〟



　
手
 た

 
繰
 ぐ

 る。



〝でも、そんなに気にやまないで。私はあなた達をゆるします〟



『そんな！』



　二人は同時に叫んだ。



「違うんだウッラ！　いまはまだびっくりして分からないかも知れないけれど、僕のしたことはそんな簡単に許して良い事じゃないんだ！」



「そうですよ！　私もそんな、本当の気持ちを言って下さい！」



　
詰
 つ

 め寄ってくる二人に
気
 け

 
圧
 お

 されて軽くのけぞり、ウッラはクスリと笑った。



〝変なの、私が逆におこられているみたい〟



「ウッラ、君はまだ分からないんだ──僕がどれだけ君を
騙
 だま

 してきたのか……」



〝ううん。わかるよ〟



　ぱらりと、そしてその言葉は
晒
 さら

 された。



〝だってわたし、それ知ってたもの〟



　キリコは急に文字が読めなくなったのかと思った。そこに書いてある言葉の意味がさっぱり分からなかった。



　からからに
乾
 かわ

 いた舌を無理やり動かし、ぴたりと閉じてしまった
喉
 のど

 でどうにか
一
 ひと

 
滴
 しずく

 つばをのみ込む。



『え？』



　アイもまったくおなじタイミングで同じ言葉を発した。



〝だからそんな、思い詰めたこと、考えないで〟



「い、いつから!?
 　いつから全部知ってたんですか!?
 」



　アイが叫んだ。



　ウッラはまた、ぱらりとノートを手繰った。



〝全部知ったのは、今〟



「「今ぁ!?
 」」



〝そう、だから本当は私が分かってたのは半分だけなの。──私は、自分の目が、人になにか
 をする
 のは、なんとなく分かってたの。そしてそのことを、キリコ達が必死になって
隠
 かく

 しているのも、分かってた。──でも彼らの事は生者だって、教えられていたから。自分がいったいなにをしている
 のかは分からなかったの〟



「じゃ、じゃあなんで
黙
 だま

 ってたのさ！　どうしてそんな、騙されるふりなんて──」



〝別に、いいかなって、思ったから〟



「は？」



〝みんなが、私に知られたくないことなら、私はべつに、知らなくても、いいかなって、思ったの〟



　──忘れていた。



　この子は、とことんまで、やさしいのだ。



〝でも、──そっか、私は人を、殺すのか〟



　ウッラは自分の顔を
覆
 おお

 う枷を、そっと
撫
 な

 でた。



「き、傷ついてないの？」



　キリコはおずおずと聞いた。言葉を
飾
 かざ

 る
余
 よ

 
裕
 ゆう

 もなかった。



〝うーん──ショックではあるけど、傷ついては、いないかな〟



「ど、どうしてですか！」



　アイが叫んだ。



「だってあなたは人を──」



　そこでアイは、言い
淀
 よど

 んだ。その先の言葉を口に出すことは、
流石
 さすが

 に出来なかった。



　しかし、ウッラはそのことをしっかりと予測していた。



〝殺したのにって？〟



　紙面がぱらりと手繰られる。



〝人を殺すということがどんなことか──じつはまだ、よくわからないけれど。──でもね、アイ。私は私がしたことに、あまり傷ついたりはしないの〟



「そんな……」



〝あるひとは、ほっとしたように、笑ってた〟



　紙面がめくれる。



〝あるひとは、最後の
溜
 ため

 
息
 いき

 をながながと吐いた。あるひとは、何かをあきらめたみたいに目を閉じた。──武器を持って
恐
 こわ

 い顔をしていた人達は、私が見ると争いをやめて、オルタスに入ってくれた〟



　めくられる。



〝泣く人達もいた。仲間にならずに
荒
 こう

 
野
 や

 へ向かう人達もいた。──でもみんな、必ず『解放された』っていう顔をしていた〟



　ねえ、アイ、とウッラは首の動きだけで問いかけた。



〝死は──わたしは──悪いものなの？〟



　アイはぎゅうと
瞼
 まぶた

 を閉じて、



「……わかりません」



〝うん、わたしにも、わからない〟



　文字が
躍
 おど

 る。ウッラは
素
 す

 
早
 ばや

 くペンを走らせてあらたな紙面を作り出した。



〝ああ──あなたはこのわからなかったこと
 を分かるために、旅に出たのね〟



　アイは
肯
 うなず

 く。



〝──いま、あなたとはじめて通じ合えた気がする。──アイ、あなたと私は、たしかに似ているかもしれない。でもやっぱり違うの。あなたは自由な人。
篭
 かご

 を
嫌
 きら

 う。空の鳥よ。──でも私はそうじゃない、私はこのオルタスという篭が、好きなの〟



　そう言ってウッラは、自らの顔をそっと撫でた。そこには彼女を
拘
 こう

 
束
 そく

 する、その最たるものがあった。それを彼女は、好きだという。



〝私は、分からないことは、分からなくて、いいの。だから──〟



　そうしてウッラは
頰
 ほお

 だけで笑って、最後のページを開いた。







〝アイ。あなたの言葉を、私は正式に否定します。私はなにも、
壊
 こわ

 されていません。──だから、最初から許すも許さないも、ないの〟







　それを最後に、ノートはぱたりと閉じられて、ウッラの胸にぎゅっと
抱
 だ

 かれた。



　キリコはよろよろとベッドに這い上がり、
跪
 ひざまず

 くようにしてウッラに頭を下げた。



「……ありがとうウッラ。いままでずっと、騙していて、ごめん……」



　──いいの。



　と、ノートがつきてしまったのか、ウッラはキリコの右手をとって、人差し指で文字を書いた。



「──君が、ひどいことにならなくて、……本当によかった」



　──そんなおおげさな。



「だって、もしばれたらって考えると……ウッラが自分の目や喉が
嫌
 いや

 になって
潰
 つぶ

 したり、焼けた油飲んだりしそうで、ぼく本当にこわくて……」



　──え……っと、キリコのなかのわたしってそんなイメージなの？



　
若
 じやつ

 
干
 かん

 ひき気味でウッラは書き、



　──キリコは、わたしのことをよわく見すぎ。わたし、けっこうつよいんだよ。



「ああ、そうだね……」



　もう、認めないわけにはいかなかった。



　キリコはウッラに見えないのをいいことに、
一
 ひと

 
粒
 つぶ

 だけ
涙
 なみだ

 を落として、そのことを認めた。



　──ね、キリコ。



　素早く涙を
拭
 ふ

 いて、顔を上げるとウッラが不安そうにキリコの左を向いていた。そこにはアイが居るはずだった。



　──さっきから、アイが黙りっぱなしなんだけど……。



　ウッラの変わりに、キリコはそちらを向いた。







「ふぇ」







　げっ、とキリコは思った。



「う、ううう、ふわぁ～～～～～～～～～～～～～～～ん！」



　子供の泣き声が部屋にこだまし、シーツの上にころころと涙がころがった。



　キリコも、ウッラも、その泣き声をただただ聞き、やがてやれやれと
肩
 かた

 を
竦
 すく

 めて
慰
 なぐさ

 めに
掛
 か

 かった。



「……まったく、泣くほど
嬉
 うれ

 しかったのか？」



　アイは顔を覆いながらぶんぶんと首を
振
 ふ

 った。



　二人は顔を見合わせる。



　──じゃあどうして？　と右手に聞かれる。



「なんで泣いてるんだ？」



　
喋
 しやべ

 りたいのに涙が
邪
 じや

 
魔
 ま

 で喋れない、そんな様子でアイはえずきながらなんとか口を動かした。



「ちがっ……ちがうんです。──ひっく……こんなっ……わたしが泣いていいわけっ……ないのに……」



　──そんなことないよ。



「そんなことないってさ」



「いいえ……ちがうんです……！」



　涙で
濡
 ぬ

 れそぼった
瞳
 ひとみ

 が、ようやく上を向いて二人をみた。



「わたしは……あなたを救いに来たんです！」



　──うん。知ってるよ、と右手。



「それなのにどうしてわたしが救われている
 んですか!?
 　こんなの！　こんなのあべこべです！　ちがいます！　わたしは世界を救う側で！」



　アイは、殺されそうな顔で、



「わたしはもう、救われる側じゃ無かったはずなのに!!
 」



　そういって、



　アイは背中をまるめて静かに泣き始めた。その姿はほんとうに小さくて、痛ましかった。



　キリコはその悲しい声を、となりでずっと聞いていた。



　正直なところ、アイの涙は認められない。それって自分のために泣いてるだけじゃないのか？　と思ってしまう。



　しかし、それでもキリコの胸に、
怒
 いか

 りの感情はひとつもなく、あるのは、



　……かわいそう。



　右手にそれだけ残して、ウッラは
離
 はな

 れた。そしてキリコが、なにをするのか？　と
訝
 いぶか

 しむ間もなく。



　背中からぎゅっと
抱
 だ

 きしめられた。



（ひ、
姫
 ひめ

 さま!?
 　なにを）



　すごく嬉しい！　けど意味が分からない！　そう思って
肩
 かた

 
越
 ご

 しに見ると。ウッラは〝お前こそなにをぼうっとしているんだ〟という不満げな顔をして見せ、ジェスチャーで〝早くしろ〟と命令した。



　
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 だけ不満そうな顔をしてしまった。



　そしたらものすごい恐い顔された。好きな女の子に抱きしめられつつ、ちがう子を抱きしめるってどんな
状
 じよう

 
況
 きよう

 だよ、と思いつつ、キリコは
覚
 かく

 
悟
 ご

 を決めて溜息を
吐
 つ

 き、







　けして、生きる者に
触
 ふ

 れることの出来ない彼女の代わりに、アイを抱きしめた。







　泣き声が
一
 ひと

 
際
 きわ

 大きく、耳に届いた。



「ばかだな君は」



　けして、届けることが出来ない彼女の代わりに、
喉
 のど

 を振るわせる。



　──助けるとか、



「助けられるとか」



　──そんなの、



「はっきり分かれてるわけが無いだろ？」



　ウッラの心が右手を通して伝わってくる。もはや文字も
介
 かい

 さず、ただ手を
握
 にぎ

 るだけで言葉が
繫
 つな

 がる。



　わたしは「ぼくは」あなたにちゃんと、助けてもらったんだよ？　「うそじゃないさ」アイがこの街にきてくれて本当によかった。「助けられて本当によかったと思っているよ」……アイは、私たちに助けられたの、本当にいやだった？



　胸の中でもがくように、金の
髪
 かみ

 が横に振られた。



『世界を救う人が、世界に救われちゃいけないなんて、そんな法律はないさ』



　アイは
腕
 うで

 の中で身じろぎもせず、ずっと泣いていた。
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『君はまるで、
呪
 のろ

 われているみたいだ……』



　……のろい？　と腕の中から声がする。



『そう、まるで〝わたし〟みたいな、『コロシオハケ』と
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 するような呪いだよ。『世界を救う』なんて無理な問題に人生を掛けるだなんて、呪いみたいなもんだろ』



「そうかも……しれませんね」



　でも、とアイは瞳を上げた。



「呪いでも、
汚
 きたな

 くても、それがわたしの、夢なんです」



「……そうか」



「
諦
 あきら

 めるまで……諦めないんです……」



「そうか……」



　ウッラがキリコをよしよし、した。



　
勘
 かん

 
弁
 べん

 して
欲
 ほ

 しいなと思いつつ、キリコもアイをよしよし、して。



「……きみはまぶしいな」



　キリコは、けして見ることがかなわないウッラの代わりに、その
鮮
 あざ

 やかな姿を、永遠に覚えておくことにした。





　幕後









〝会わせたい人がいるの〟



　全てが終わった後に、ウッラはそう言い、ユリーと
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 も城へと招いた。



〝名前はセリカ・ヘクマティカ。わたしのお姉さん〟
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　ユリーは
逃
 に

 げ出す準備がすっかり整ったくるまで登城してようやくアイと再会した。彼は
怒
 おこ

 ったり、説教をしたりすることもなく、ただそこにちゃんとあるのを確認するように、アイの頭を乱暴に
撫
 な

 でた。



　くるまからは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 も降りてきて、ふらつきながらも自分で歩いた。



「こっちだ」



　ウッラとキリコは一行を城の地下へと案内した。階段はあっというまに
狭
 せま

 
苦
 くる

 しくなり、むき出しの
岩
 いわ

 
肌
 はだ

 はしっとりと濡れていかにも秘密の
匂
 にお

 いがした。



　一行はそこを、ゆっくりと下っていく。ウッラを先頭にキリコがその足取りを助け、その後ろにアイとユリーと、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が続いている。



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん。
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ですか」



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はいよいよ具合が悪いようでずっとユリーが支えている。



「……わたしは……平気です」



「そんな真っ青な顔して……」



「……いいから！　それより先へ！」



　初めて聞く、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の
怒
 ど

 
鳴
 な

 り
声
 ごえ

 に、アイはびっくりした。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は自身の異常に気付いてさえいないのか、うわごとのように、声が……声が……と
呟
 つぶや

 いている。



「……帰ったら絶対お医者さまですからね。注射もしてもらいますからね。──ゆっくり下りてください。
足
 あし

 
下
 もと

 気をつけて、ちょっと濡れてます」



　そのあとはもう、誰もしゃべらず、地の底を目指した。







　──アイが泣きやんで、三人が
抱
 ほう

 
擁
 よう

 を解いた後に、ウッラは一冊のノートを引っ張り出した。それはウッラがアイに会ったときから
 見せようと考えていた彼女自身の
記
 き

 
憶
 おく

 だった。



　──わたし、お父さんとお母さんのこと、あんまり覚えてないの。



　その書き出しから始まるノートは、一片の小説のようだった。



　私のお父さんは十五年前の〝あの夜〟を待たずに死んじゃって、お母さんも、お産のときに死んじゃったんだって。だから、私は二人の事をなにも知らないの。──でも不思議と、お母さんのことだけは、少しだけ覚えてるの。生まれる
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 の記憶っていうのか？　それが私にはあるの。──その時お母さんは、なにかすごく強い調子で私に
頼
 たの

 み事をして、わたしはそれにうなずいた。



　あとから人に聞いた話だと、お母さん、本当は子供なんて産みたくなかったんだって。お父さんのこと、あんまり好きじゃなかったのと、もともと体が弱くて、お産に
耐
 た

 えられるか
微
 び

 
妙
 みよう

 だったの。──
普
 ふ

 
通
 つう

 だったら、産むのを諦めるくらい、無理だったんだって。



　そこから先の文章は、キリコが補足してくれた。心ない者たちによって
吹
 ふ

 き
込
 こ

 まれた
嫌
 いや

 みやうわさ話ではないきちんとした話をウッラにも聞かせた。



　イマラ・ヘクマティカ──ウッラの母は当時、己を取り巻く
全
 すべ

 ての
事
 こと

 
柄
 がら

 を
恨
 うら

 んでいた。変容した世界。
嫁
 よめ

 にいった遊牧民の暮らし。死んだ夫。



　彼女は夫が残した
姓
 せい

 さえ、恨んでいた。



　そしてもっとも恨んだのが、腹に残された遺児だった。彼女のもとより細かった手足は骨のようになり、腹だけが養分を吸ってふくらみ続けた。



　だれがどう見ても出産に耐えられる体ではなかった。しかしその
頃
 ころ

 すでに子供が貴重だった社会は出産をやんわりと強要して
妊
 にん

 
婦
 ぷ

 の世話を焼いた。



　ついに
訪
 おとず

 れた出産の時、イマラは開口すら待たずにあっけなく死んだ。



　周囲を固めていた医者と
親
 しん

 
戚
 せき

 たちは
母
 ぼ

 
胎
 たい

 よりもあからさまに赤子を優先し、
腑
 ふ

 
分
 わ

 けのように
容
 よう

 
赦
 しや

 なく腹をかっさばき始めた。



　死の、もうろうとした意識の中で、イマラは
己
 おの

 が腹に群がる生者どもを見た。



　イマラは泣いた。



　イマラは
嘆
 なげ

 き、悲しみ、恨みの言葉を世界に投げた。それまで
誰
 だれ

 にも言えず、また聞き
遂
 と

 げられなかった悲願を、血と
涙
 なみだ

 と羊水と共に吐き出した。



　人よ、どうか死ね、と。



　過去、悲劇の
淵
 ふち

 に立った人々が
幾
 いく

 
億
 おく

 と
捧
 ささ

 げた願いだった。そしてひとつも
叶
 かな

 わず、誰にも聞き届けられずに散っていった言葉だった。



　医者や村人はその言葉を当然無視した。
譫
 うわ

 
言
 ごと

 だとも思わなかった。願いはそれまでのものと同じように、むなしく散って、消えるはずだった。







　しかし、ひとりだけ、その願いを
無
 む

 
邪
 じや

 
気
 き

 に聞き入れたものがいた。







　それがイマラの産道をいまだ
這
 は

 い出ぬ遺児。ウッラ・ヘクマティカだった。



『殺せ』という母の強力な願いを
素
 す

 
直
 なお

 に自分のものとして、彼女は
殺人の権化
 コロシオハケ

 とかした。



　そして、もうひとりの赤子
 はその願いを断固として
拒
 こば

 んだ。



　それが、セリカ・ヘクマティカ。



　コロシオハケの
双
 ふた

 
子
 ご

 の姉だ。
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　階段を下りた先は意外なほど広い空間だった。
濡
 ぬ

 れた岩肌も、
湿
 しめ

 った空気もなにも変わらないが、空間だけなら
寮
 りよう

 の一室ほどもありそうだった。



　そこには
既
 すで

 に、数十人もの死者がいた。みな、責任ある地位の者達で、
悪疫
 ポツクス

 や
紅雪
 デイーヴア

 の姿も見える。どうやら他にも入り口があるらしい。全員が生者ならばたちまちのうちに酸欠を起こすであろう人いきれだ。



　一行は無数の視線を受けながら真ん中を歩いて
奥
 おく

 へと進んだ。みな、ウッラに集められた者達で、彼女とキリコ以外、だれもこの集まりの目的を知らなかった。



　部屋の
最
 さい

 
奥
 おう

 には
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の
石
 せつ

 
棺
 かん

 があった。



　ウッラがぺしぺしと石の
蓋
 ふた

 を
叩
 たた

 く。すると何人かの
力
 ちから

 
自
 じ

 
慢
 まん

 が歩み出てゆっくりと石の蓋を
脇
 わき

 へと置いた。



　石棺には綿が
敷
 し

 き
詰
 つ

 められていた。



　ウッラが上半身を
潜
 もぐ

 り込ませるようにして、その中に手を差し
伸
 の

 べる。真綿の海をかき回し、
手
 て

 
探
 さぐ

 りで何かを探している。そしてぴたりと動きを止めて、探し出したものをすくい上げた。それはなにか、いびつに
歪
 ゆが

 んだ
薄
 うす

 
赤
 あか

 い球体だった。



「セリカ・ヘクマティカ様だ」



　キリコの言葉に、おお……と誰かが
感
 かん

 
嘆
 たん

 の
吐
 と

 
息
 いき

 をもらし、何人かが
跪
 ひざまず

 いて礼を捧げた。



　それは羊水に
浮
 う

 かぶ、
胎
 たい

 
盤
 ばん

 すらつながったままの赤子だった。



　アイは
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 として呟いた。



「これは……いったい……」



「──イマラ様の願いを受け
容
 い

 れて、ウッラはその力を外へと放出してコロシオハケになった。反対にセリカ様は願いを強力に拒み、その力を自分のために使ったんだ」



　ウッラは愛に満ちた所作で球体を
抱
 だ

 いた。赤子は
濁
 にご

 ったガラスの中に有るかのようにピクリとも動かず、手足を丸めて腹から繫がる胎盤を浮かしている。まるでいまだ子宮のなかにあるかのように。



「い、生きているのですか？」



「生きてるよ
 。ウッラが死の
権
 ごん

 
化
 げ

 なら、セリカ様は
生
 せい

 の権化だ。彼女の生きたい
 という願いはおそらく世界最高クラスの願いだよ。その
証
 しよう

 
拠
 こ

 に、彼女はウッラ様の殺界にあって、
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 なんの
影
 えい

 
響
 きよう

 も受けていない」



　はっとして気付く。ウッラは赤子をその手で抱いている。



「で、でもどうして動かないんですか？」



「うん……そこがよく分からないんだ。
故国
 オリアス

 や学者先生は『時間を止めているらしい』とかよく分からないこと言ってたけど。それにしたってどうしてこのままなのか分からなかった。でもとにかく彼女はこの姿で、異常とはいえ安定していたんだけれど……」



　ウッラは心配そうに、
無
 む

 
駄
 だ

 と知りつつ赤子をあやしている。



「ウッラが言うには、様子がおかしいそうだ……」



　世界から断絶した赤子は、ただひとり、実の妹とだけは
僅
 わず

 かに心を通わせていた。



　セリカはずっと〝なにか〟を欲しがっていたらしい。しかしそれが何かはウッラにも分からなかった。



　しかし、五日前
 からつづく
猛
 もう

 
烈
 れつ

 な共感と、そこから導き出される推理、そしてアイの話を聞いて、その〝なにか〟が、やっと、分かったのだという。



「〝
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 様〟」



　キリコの口から、誰もが予想し得なかった名が上げられた。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はぐったりと
疲
 つか

 れ果てて、ユリーに
肩
 かた

 を貸されてかろうじて立っていた状態だった。その顔がゆっくりと持ち上がって、ウッラの手元を見る。



　そのとき、







　ほぁあ。







　
産
 うぶ

 
声
 ごえ

 が上がった。



　ばしゃり、とそれまで形を保っていた羊水が
弾
 はじ

 けて流れた。追って胎盤が大地に落ちて
臍
 さい

 
帯
 たい

 をだらりと垂れさせた。



　十余年、産道の半ばを
彷徨
 さまよ

 った
胎
 たい

 
児
 じ

 が、いま、この瞬間に生まれた。



　ほぎゃぁ！　ほぎゃぁ！　ふああああん！



　ウッラは必死で落とさぬように姉を支える。全ての生者も、全ての死者も、なにが起きているのか分かるものはひとりもおらず、ただ長い間、世界から失われた音を聞いて立ちつくしていた。



　動いた者は墓守だけだった。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がユリーの肩を
離
 はな

 れてふらふらと走る。その目には人のような
焦
 あせ

 りがあり、その表情は悲痛だった。



　そして
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
赤
 あか

 ん
坊
 ぼう

 を受け取った。



　己が手と胸で真っ赤に泣く子供を
抱
 かか

 えて、ずっと険しかった
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の顔にようやく
安
 あん

 
堵
 ど

 が浮かんだ。



　なにをする！　と死者が
叫
 さけ

 ぶ。彼らにとってウッラは表の
姫
 ひめ

 であり、セリカは裏の姫なのだ。
姉
 し

 
妹
 まい

 のためには人生すら投げ出す
覚
 かく

 
悟
 ご

 の者も多い。



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さん！　落ち着いて下さい！　どうしたんですか!?
 」



「アイ！　分からない！　分からないのです!!
 　自分でもなにがなんだか……でも、こうせずにはいられないのです!!
 」



　死者の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しに殺気が混ざる。サイレンの様に鳴り
響
 ひび

 く赤ん坊の声が誰も彼もを
焦
 じ

 らせて、冷静さを吹き飛ばしていく。



「とにかく！　その子を返して！　落ち着いて下さい！」



「出来ません！」



「なぜですか!?
 」







「この子はわたしの子だからです!!
 」







　こいつは
狂
 くる

 っている。



　だれの心にもその思いが浮かび上がり、そんな人物の手に赤ん坊が
渡
 わた

 っているこの
地
 じ

 
獄
 ごく

 を
呪
 のろ

 った。現実は混乱の頂を
覗
 のぞ

 き、
拳
 けん

 
銃
 じゆう

 が
抜
 ぬ

 かれ、
白
 はく

 
刃
 じん

 がきらめく。



　
馬
 ば

 
鹿
 か

 そんな物をこんな所で抜いてどうするナイフを使えしかし誰が出るのだおろかもの落としただけであやういのだぞ
交
 こう

 
渉
 しよう

 しろ言葉が通じる相手なのかやつはだれか手練れを。



　混乱が人々の背中を
押
 お

 して小さな赤ん坊と墓守をもみくちゃにしようとした。その時、



　産声が、ふと、
途
 と

 
絶
 だ

 えた。



　
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 で空間に
静
 せい

 
寂
 じやく

 が
戻
 もど

 った。人々はてんでバラバラに散らしていた視線を再び赤ん坊に戻した。



　赤子は、
懸
 けん

 
命
 めい

 に、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 のシャツに
滲
 にじ

 む、あまいみずを吸っていた。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がハッとそれに気づき、片手で
襟
 えり

 
元
 もと

 を
手
 た

 
繰
 ぐ

 って、ボタンごと引きちぎって胸を
晒
 さら

 した。



　赤子は
貪
 むさぼ

 るように、その
乳
 ち

 
首
 くび

 に口をつけ、ごくごくと
喉
 のど

 を動かした。



　ガチャン、とどこかで
銃
 じゆう

 
器
 き

 が落ちた。



　おお、と誰かが神でも見たかのような声を上げた。



　混乱は何一つ過ぎ去ってはいなかったが、それでも人々はその忘れ去られた聖なる行いに
頭
 こうべ

 を垂れた。もはや涙など流れぬ身でむせび泣いた。



　誰も、もう、彼女から赤ん坊を取り戻そうとはしなかった。



　あるべきものが、あるべき場所に収まった。それだけなのだから。



〝ありがとう
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 様。──姉の、母になってくれて〟



　キリコに支えられたウッラが、感謝の言葉を
贈
 おく

 った。



　それを聞いてようやく周囲の死者は
慌
 あわ

 て始め、
椅
 い

 
子
 す

 だ！　明かりだ！　産湯だ！　医者だ！　と、どこからともなく運び込まれて
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 を囲った。



「セリカさん」



　アイは椅子に
座
 すわ

 る
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の
傍
 かたわ

 らからその
腕
 うで

 の中を覗きこみ、満面の
笑
 え

 
顔
 がお

 でいう。



「あなたは、おかあさんを、まっていたのですね」



　こうして、地の国のもっとも奥深い
暗
 くら

 
闇
 やみ

 で、セリカ・ヘクマティカは生まれ落ちた。



　人々は大いなるものに感謝してその
奇
 き

 
跡
 せき

 を受け
容
 い

 れた。







　しかしその時、その光景の真実の意味を知るものはだれひとりとしていなかった。



　墓守の女が人間の子に乳を
与
 あた

 え、



　ありえぬ赤子が生まれ落ちた、



　その意味を。





　同時刻。



　欠けた月が頂点に
掛
 か

 かり、冷たい風が岩肌をくすぐる、皮トカゲと虫たちは冷気から
逃
 のが

 れるために土の下で丸くなっている。青白く
凍
 こお

 った月の下をうろつくものはおらず、荒野は時を止めたように夜の時間を過ごしていた。



　そこに、ひとつのたき火と、ひとりの少年の姿があった。暖かく燃えるオレンジの光はよわく、周囲の闇と、冷気と、寂しさにいまにも
呑
 の

 まれそうだった。



　しかしそのささやかな炎は熱く、また強い。



　たき火には小さな
鍋
 なべ

 が掛けられ、そのなかではとろとろに溶けた
鉛
 なまり

 がたゆたっていた。炎はすべて、炭によるもので、ふいごによって白熱していた。



　少年がひしゃくで鉛の液をすくい、手元の型に流し込んだ。
僅
 わず

 かな音もたてずに液体は型の中で固まり、少年はすこし待ってから
木
 き

 
槌
 づち

 で型の口を叩いてバリを切り、続いてハンドルを叩いて中の物を水の缶に落とした。



　ころり、と出来たての弾頭が水の温度をわずかに上げた。



　少年は鉛のインゴットが全部なくなるまで同じ作業を繰り返した。
途
 と

 
中
 ちゆう

 、型と水の缶が一度かえられ、もって二種類の弾丸が小山に二つ、作られる。



　作業の終わり
際
 さい

 にふと、少年が背後を向いた。そこには暗闇と大地と、いずれそこにある弾丸をすべて呑み込み、吐き出すであろう二丁の
拳
 けん

 
銃
 じゆう

 があった。



　鉄色の、自動式と回転式。



　しかし少年が見ているのは愛銃の向こうであり、さらにたき火のあかりが届く場所の向こうであり、闇の向こうだった。



　オルタスのある、方角だ。



　少年は真剣な眼差しで闇を見据えている。



　やがて、



「はっくしゅん!!
 　──うあぁ──ぃ、ちっきしょーめー」



　巨大なくしゃみを荒野に撒いて、少年は何事もなかったかのようにたき火に戻った。ナイフを手に取って鉛玉のひとつひとつから丁寧にバリを取り除きはじめる。



「それにしても──」鼻をすすり、「アイ・アスティンか……」



　けずられた鉛カスはきちんとコントロールされて缶に落ちた。



「まさか、俺と同じ夢
 を、見る奴がいるがいるなんてな」



　出来を確認するように、少年は弾丸を光に目の前にかざしてにやりと笑った。



「やっぱすげえや、世界」



　少年少女は夢を見る。世界を救う、夢を見る。






　あとがき









　祝、二巻。



　と、自分で書いていれば世話はないわけですが、ついに出ました「神さまのいない日曜日」、二巻。
感
 かん

 
慨
 がい

 深いものがあります。これもひとえに、皆様のおかげです。本当にありがとうございます。生まれて初めて、ファンレターなるものをいただきました。宝物です。



　人生は、何が起こるかわかりませんね。



　たとえば、こんな話があります。







　ある日の総武線両国駅でのことです。その日ぼくは用事をすませて千葉方面のホームにいました。たぶん、休日のことでしょう。良い天気の、家族連れを多く見かける日でした。



　その中のひと組に、両親と小学生低学年くらいの男の子の家族連れがいました。



　
突
 とつ

 
如
 じよ

 、男の子が叫びました。



「あの総武線は速いんだよ！」



　ぼくは不思議に思いました。たしかに総武線には特急がありますが、少年の指さす先にあるのはただの各駅停車です。そこに早いも遅いもないはずです。ダイヤグラムにそって加速し、ダイヤグラムにそって減速する、早くても遅くてもいけない、到着時刻を守るもの。僕にとって電車とはそういう存在です。ですから少年の言葉は不思議でした。



　少年は続けていいます。



「だって新しいから！」



　最初、ぼくは意味が分かりませんでした。が、よくよく観察してみると、少年の指さす総武線は、当時まだ珍しかった近未来的なデザインの新型車両でした。



　新しい＝新型＝速い。です。



　僕はかるい
衝
 しよう

 
撃
 げき

 を受けました。たぶん、ぼくも昔はそう考えたはずです。
格
 かつ

 
好
 こう

 いいが正義だった時代。ぼくは彼と同じ思考をたどったはずです。アニメでも漫画でも、新型は速くて強いと決まっています。



　しかし二十歳を
跨
 また

 いだぼくはいろいろなことを知りすぎて、もう、そんなふうには考えられなくなっていました。総武線は総武線で、それがぴかぴかの新型だろうがぼろぼろの旧型だろうが関係なくなっていました。



　となりのお父さんが「？　？　？」という顔で少年の言葉を聞いていますが。かれはもう完全な大人で、そこにある理屈が分からないようです。（ちなみにお母さんは「あらそうなの～」と最初から完璧に聞き流していました）ぼくは彼らの、ちょうど中間に立って「子供はすごいな……」と
呟
 つぶや

 き、かつて自分がそうだったことを思い出しました。







　………………………………あれ？　ちがいますねコレ。ぼくは「人生には何が起こるかわからない話の実例」をしようと思ったのに、コレは「子供の目線はたのしくてすごい」っていう話ですよね。あれ？　どこで間違えたんだろう。まあいいや、いい話なので消さないで書いときます。時間もないし。



　そうなのです、時間がないのです。「やばかった」アピールは本位ではないのですが今回はもーたいへんでした。担当さんは「洗礼」といっておられましたがまさしくそんな感じです。
喀
 かつ

 
血
 けつ

 。しかるのち身もだえ。
何
 ど

 
処
 こ

 吹く風で打鍵。明日は明日の風が吹く。吹かなきゃ桶屋は
儲
 もう

 からない。そんな感じです。



　さて、いい感じに明日用の後悔を書き殴ったところでそろそろシメです。



　ありがとうございました。



　もはやその言葉しかでてきませんが、また会う日をお持ちしています。







入江君人











神
 かみ

 さまのいない
日
 にち

 
曜
 よう

 
日
 び

 II











入
 いり

 
江
 え

 
君
 きみ

 
人
 ひと
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